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務
官
は
内
！

お
わ
と
長
い
い
／
恒

片
H
h
十
防
相
は
、
製
鉄
鋼
調
十
品
川
ム
刊
の
弘
巾
を
あ
主
弓
皮
引
き
続
文
、
い
じ
、
T
、
内
外
の

…一叫ムザ刈ムア仁、

有
力
安
調
会
仁
ふ
網
夜
、

J

た
L

ワ
ル
ア
ル

戸
時
仁
Aι

以
制
業
界
的
陳
情
歩

芯3

的
関
税
を
引
き
ヒ
げ
ro
、
っ
こ
し
た
お
政
会
員
脳
的
川
も
枚
岩
で
あ
っ
ん
一
わ
け
で
は
な
く
、
川
司
の
よ
う
に
関
税
に
よ
る

）（政立J何日.J>: ¥:Ji羽村（）

伝
説
有
山
川
千
両
府
げ
す
る
出
悩
が
存
J
h

刊
｝
た

〕
か
〕
湖
一
日
同
ご
は
、

戸
ト
ト
九
の
イ
ン
ド
銑
鉄
附
入
時
過
が

F
本山
mk
綿
糸
f

め
に
対
す
る
報
復
調
布
を
招
く
た
札
が
あ
る
こ
二
＼
鉄
鉄
関

税
内

JY同
［
げ
業
は
品
h
f
β
ム
引
っ
た
。

か
わ
り
仁
製
♂
業
奨
励
誌
を
改
正
し
ご
件
抗
日
ペ
人
励
金
ty
交
付
さ
れ
る
二
と
い
な
っ
た
の
三
あ

て
関
税
引
さ
古
川
反
対
を
強
／
上
訴
し
た
の
は
幣
原
喜
唱
郎
れ
仲
間
大
臣
で
あ
り
、
川
同
円

州
市
円
蔵
片
町
、
宇
長
一
成
注
目
聞
が
こ
れ
に
同
調
し
た
n

問
問
一
一
一
に
お
い
て

ー
関
税
絞

内
務
省
の
関
税
を
め
く
る
E
T
3
紛
下
＼
の
山
川
崎
山
念
、

同
宇
治
に
お
け
る
川
市
ぷ
外
慌
の
反
対
市
に
み
ら
れ
る
上
下
つ
に
、

E

E

L
－
県
干
つ
れ
、

？
P
I
L
l
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一
品
一
六
年
の

般
関
税
改
立
の
た
め
の
間
引
改
王
牟
尚
委
託
会
に
お
い
と
同
宵
は
、
川
町
欽
関
誌
引
ー
さ
上
げ
以
対
人
市
キ
民
問
コ
し
い
た
、

そ
の
根
県
は
、

M
F
h
一
貫
に
対
寸
る
［
r
J
Fム
方
針
が
未
定
で
あ
る
」
ど
、

イ
シ
ド
の
綿
糸
布
じ
却
す
る
報
復
河
税
の
お
そ
れ
の
ほ
か
に
、

で戸、、
問

木
邦
に
お
い
て
鉄
鉄
事
業
の
汁
給
が
「
3
6
能
で
あ
る
か
こ
う
キ
未
定
で
あ
る
こ
と
、
珂
税
引
き
l
け
は
川
氏
白
円
相
歩
一
担
章
ず
る
こ
と
な

d

一

戸
、
よ
め
つ

叫
ん
陀
に
じ
本
の
銑
鉄
関
悦
と
ノ

J

ド
の
材
製
品
に
対
す
る
河
川
畑
は
対
抗
関
係
い
あ
り
、

二
つ
の
問
刊
況
を
焦
点

γ
ド
ぃ
印
の
叩
作
品
交

ι判
ト

品ル民
J
9
Q

引
能
吐
は
分
考
ス
ら
れ
れ
f
G

抑
制
世
ふ
の
日
本
か
ら
L
A
J巾
村
田
問
、
汚
ト
イ
シ
！
？
へ
の
崎
山
は
ス
…
唱
し
乙
お
り
、

P

1
し
ゅ
」
ペ
バ
リ

T
J
Y

、
i
l－

－

f

る
ヲ
マ
〆
チ
ー
ス
タ

1
一
千
／
ン
ピ
ー
の
紡
油
業
省
を
中
U

に
日
木
製

ιに
川
引
け
す
る
警
戒
、
輸
人
防
塁
み
は
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る

一
九
二
こ
午
J

什
刊
に
激
化
J
q
る
織
政
門
川
、
訓
告
な
ど
を
め
ぐ
る
け
印
経
済
紛
争
の
火
種

μ
、
す
で
に
迩
：
一
現

L
拾
め
て
い
七
っ
こ
の
よ
、
っ

な
決
況
を
品
川
去
に
関
税
法
案
の
議
会
直
過
絞
、
斎
膝
IJf削
外
務
官
居
間
同
三
は
、
英
国
大
使
川
町
民
に
汁
し
て
入
、
時
次
の
よ
ろ
な
政
山
川
の

意
図
か
伝
え
て
い
る

v

即
色
、
議
会
の
吾
川
民
へ

Lm一
一
長
は
関
税
引
き
i
げ
に
よ
っ
て
M
A
を
店
拾
で
矢
る
よ
う
に
す
る
戸
ー
ノ
が
五
長
で
あ

コ一
ι
町一、

γ

＼

事

－

f

y
j
z
u
f
f
J

刀

て
J

る
同
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
同
い
関
税

円
不
に
愉
戸
、

d

て
い
る
イ
ン
ー
へ
は

川、 バト

i'f ''!: 
i . 9 

＂」

Ci: ・c 
i主イ、
や↑自

与快
ナ

／小

. '•' 
'" ＇コE

皆吉
シを
I , 1, 
iii ; 
定，，
L す
たか
と12も
っ－ ' 

4わ
な

ぞ
れ
山
中
、
ぇ
政
府
は
ん
町
内
凋
手
業
に
他
の
刀
法

即
ち
前
助
金
を
供
与
す
る

政
出
門
司
沢
J止
に
対
し
て
、
政
？
h
A

会
の
山
主
幹
事
長
は
一
一
沼
会
に
お
い
ど
、
庄
主
JV成
の
観
点
か
ら
政
川
市
の
関
税
政
争
、
日
v
z
h

分
で
あ
る

と
批
川

L
、
日
付
に
基
礎
ア
し
業
と
あ
る
制
れ
鉄
事
奈
の
珂
税
を
引
き

i
げ
と
化
守
護
す
べ
き
で
あ
る
と
も
刷
じ
た

九
二
七
引
刊
だ
、

税
収
に
限
＃
が
あ
ん
中
小
、

関
税
ト
上
っ
て
fp業
の

令
一
融
恐
慌
の
さ
小
に
J
K
J
V

し
た
州
中
内
闘
は
、

LT
絡
し
上
、
っ
し
い
す
る
。

一
ん
じ
rキ

日
山
中
山
門
間
の
下
で
す
什
業
政
策
を
審
議
す
ゐ
た
め
に

ιργ
わ
れ
た
凶
京
一
阜
市
会
は
銑
鉄
に
刻

す
る
悼
ん
励
金
は
こ
れ
を
出
止
［
、
銑
弘
知
材
と
も
に
今
筏
に
お
り
る
輸
人
日
格
の
況
を
与
慮
L
十
一
？
な
る
関
税
1
4
1
ヰ
一
按
配
す
る
こ

情'<JjL主l c2 12 8iiJ 210 〆.2ill2.7 .I 



乙
一
在
日
比
什
内
し
ご
銑
鉄
や
悶
穏
に
↓
か
つ
て
州
刊
誌
す
る
政
治
世
行
ち
川
ン
ー
に

長
州
制
価
柊
が
低
迷
す
る
な
か
で
業
界
は
、
そ
の
伏
も
間
一
↑
h
H
J
3
1げ
の
漂
っ
拐
を
／
し
つ
こ
い
た
一

他
り
で
政
友
会
は

お
委
譲
政
策
な
ど
工
り
に
き
な

U
Wを
必
小
久
こ
す
る
品
川
F

京
軒
か
4
J
げ
て
お
り
、
F

点
源
捻
出
の
柑
山
口
4

か
ら
も
、

江
町
人
励
金
で
は
な
く
凶
税
い

よ
る
保
識
に
h
J
よ
る
必
甲
山
が
あ
っ
た
。

関
税
引
戸
げ

γ
消
極
的
必
Mm務
省
は
、

凹
中
ノ
自
T
r
i

が
外
一
て
J

を
U

兼
任
一
7
フ
心
状
況
と
は
十
分
に
で
の
兄
解
読
た
す
こ
と
が
出
来
ず
、
山
比
一

府
内
に
お
い
て
以

J

り
す
る
よ
う
に
争
っ
て
い
た

U

ー、
f
／人

上久
h
F
九
九
段
省
「
い
、

旧
小
内
閣
の
波
紋
関
税
政
策
の
恥
，

R
に
＃
粧
を
と
が
《
ノ
せ
て
い
h

特
に
ノ
シ
ド
古
の
山
忠
y
K
L
h
J
A又
げ
て
、

イ
ン
ド
政
府
は
英
同
外
務
省
に
正
午
へ
の
よ
与
に
伝
、
λ
て
さ
て
い
た
一
こ
の
案
が
単
い
い
ほ
乱
開
抗
の
形
」
む
を
も
一
ク
八
ふ
だ
り
付
総
自
に
ま
て
及

山はかご
d

な
、
ユ
川
市
復
を
さ
噂
す
る
必

ιは
な
い
が
、

提
山
丸
八
戸
れ
て
い
る
実
の
勾
呆
に
陪
寸
る
事
実
が
お
か
も
ま
で
行
加
の
い
h
出
を
伐
河
川

Y

J

と
い
し
y

ど
ち
一
ス
て
お
り
、
綿
織
的
叫
へ
の
関
税
引
き
上
げ
を
一
「
制
す
る
と
解
釈
さ
れ
う
J

さ
市
川
を
位
い
う
こ
と
は
紋
レ
て
い
な
い

J
t
、／
h

測
と
の
調
前
、
山
続
耳
、
、

～主二
3
7
コ
コ
一
一
三
一
般
川
十
八
伎
は
、
筑
投
開
桃
山
川
迭
に
院
す
る
烹
門
の
懸
念
を
宗
明

一
八
年
得
、

デ
イ
リ
ー

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

す
る
覚
書
を
川
淵
勝
次
外
務
次
官
に
わ
た
し
と
u
e
Q
、大

漬
か
ら
の
連
日
村
は
訓
吊
」
好
都
合
で
あ
る
が

」
の
乙
み
が
れ
ハ
休
化
す
る
f

如
に
詰

リ
弘
司
大
債
の

H
L入
れ
」
対
｝
て
同
州
次
自
は

や
〕
、
も
ら
う
の
が
よ
ハ
ベ
タ
ー
で
あ

j

寸
と
答
え
こ
い
る
ラ
ま
れ
刑
法
は
、

恥
限
内
じ
は
わ
山
｝
斗
守
も
外
持
省
も
過
大
な
同
税
ゃ
い
か

な
る
只
類
の
胡
税
戦
争
に
も
反
対
む
あ
り

ま
れ
～
銑
♂
に
刻
す
る
時
J

H

的
問
判
税
は
向
何
一
L

大
き
な
良
川
い
あ
う
一
＼
あ
ろ
う
と
述
べ
れ
J

O

ゎ一

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
も
述
、
ヘ
丈

U

さ
ら
に
ノ

J

ド
の
関
税
に
つ
い
て
は
、

恨
ら
は
綿
製
↓
川
い
刻
す
る
羽
川
怖
を
そ
れ

札
務
省
は
長
一
判
川
氏
出
川
の

ト
日
羽
す
ゐ
が

U
小
以
前
川
の
続
料
品
持
悦
引
き

は
ほ
ぼ
川
限
定
し
て
い
F
O

出
山
内
の
山
山
aを
は
、

と
や
」
正
小
…
隠
す
る
と
同
刊
日
一
、
ム
f
待
日
内
に
お
い
て
よ
さ
な
反
対
性
動
に
あ
う
だ
っ
、
っ
し
仁
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
「
こ
れ
は
紡
組
系
界
以 )': 
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引
に
お
け
乙
反
町
運
動
の
F
要
判
長
小
限
す
る
も
の
で
あ
っ

p
r

で戸、、
問

外
材
輸
入
と
木
材
調
税

！日

間
(f) 

L七
1' w; ,, 

rn: 
控E

相
0) 

もレ
ーε

阪ノ＇＜ iJ主l c2 1.2 82J 21s〆.2ill2.7 

K
M羽
目
枕
に
つ
い
て
は
、

大
正
後
期
か
ら
山
林
業
者
内
問
に
お
い

t
そ
灯
明
税
引
さ
L
し
げ
ぬ
が
み
速
い
z
丙
ま
っ
て
い
よ
。

！
”
ル
一
い
ん

年
ご
ろ
よ
り
タ

ms刀
ふ
り
の
本
は
の
仏
間
人

吉
本
川
内

の
村
人
が
本
泣
い
化

L

符
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
木
村

プ
ぞ
の
H
r
h品

拘
束
大
長
災
の
仮

興
市
と
し
て
米
村
が
八
量
ト
輸
入
去
れ
る
よ
う
に
な
ぺ
て
い
た
こ
れ
日
刻
し
て
ん
直
山
林
圭
台
余
な
ど
争
中
心
、

林
業
偽
装
、
村

際
収
支
の
改
，
古
を
討
舵
と
し
f
、
米
村
地
人
前
帥
議
、

間

続

引

き

げ

九
こ
じ
れ
ハ
J

に
は
関
税
改

ι
の
要
求
が
強
ま
り
第
十
h

二
議
会
で
議
論
さ
れ
允
こ
と
な
ど
を
交
U
亡
、
九
円
比
一
仇
休
中
門
が
同
脱
走
引
き
i

一

げ
之
改
正
夫
え
一
な
表
す
る
に
訂
正

J

た

呉
村
地
干
を
主
更
な
支
持
止
品
川
殺
と
「
司
令
此
友
会
が
、

林
業
保
識
を
か
か
げ
て
関
税
引
き
j
げ
を
主
同
し
と
と
一
E

P

て
ミ
い
だ
ろ
、
っ

出
店
や
山
口
は
、
問
税
政
改
と
補
助
金
に
よ
る
民
引
杭
い
の
ト
人
法
ド
計
一
店
主
引
一
「

J

て
い
た
京
以
引
円
の
解
説
日
け
J
は、

一盆
l
〆
ニ
山
ム
月
が

一
緒
に
米
F
森
林
主
」

ζ

許
し
、

主
こ
し
て
米
材
が
我
が
刊
の
森
林
長
主
を
川

U
一
す
る
突
に
に
く
む
ベ
ミ
パ
叫
阪
で
あ
る
こ
い
ふ
の
で
、

－

♂

J
】

P

ャ
l
J

〆

一

、ヲ内
Lil文
ハ
ず
、

紋
ヨ
ハ
氏
、
就
？
監
mm

割
半
分
乃
訂
二
割
引
同
一
税

に
J
1

一
私
を
課

L
て
輸
入
争
防
池
｝
、
言
説
家
た
ふ

一波
U
1
A
n
J
η

手
，

K

こ
へ
と
凶
？
っ
r
ま
、
ょ
、
こ
れ
に
よ
っ
し
内
肋
木
村
の
仙
沼
を
釣
り
l
リ
、
森
株
主
若
や
が
付
業
主
的
収
入
h
r
一

柄
引
や
し
て
や
ん
う
（
一
点
明
ι

h
v
M

一一↓〕
A
U
1

一
月
二
ハ
円
）
と
い
う
川
函
と
あ
る
y
述
べ

t
い
る
。

こ
の
桝
一
説
記
J

す
が
不
唆
す
る
よ
、
つ
に
、
農
林
省
の
山
林
業
保
義
政
策
は
、
消
去
省
力
利
沿
に
一
礼
ず
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
通
同
協
ム
ム

は
反
対
忘
却
に

4
N
山
す
こ
と
に
九
%
九
州

G

ん
中
」
「
訪
問
税
引
き
L

げ
の

を
直
長
院
に
こ
う
む
る
木
村
内
〔
州
、
製
判
業
者
は
、
日
叫
が
地
ド
l
L
↑
M
＃
地
凶
に
葉
小
し
て
い
h



特
に
巾
市
計
仰
の
時
人
仁
関
し
て
は
阪
神
屯
ほ
の
宗
主
に
よ
る
も
の
が
山
山
で
ち
う
た
〉
川
村
崎
r
へ
じ
お
け
る
阪
神
地
一
同
一
の
信
品
川
や
じ
っ
一
い
仁
、

世十八阪
T

二
村
卒
、
外
J

けん一

は
「
げ
ヘ
材
時
人
が
J
、
震
災
復
興
デ
一

2
7山
戸
人
何
一

つ
げ
亡
、
小
う
や
く
平
常
時
代
に
は
い
っ
た
昭
和
ド
川
、

阪
神
市
場
へ
の
的
人
ド
岩
手
一
不
す
L

ア
パ
咋
度
の
阪
神
市
場
は
稔
室
の
刈
h
%
、
六
年
度
は
五
い
一

A
%
を
輸
入

L
、
い
ず
れ
も
日
浜
を
淡
い

J

、：）↑
7

7

L

し
え

J
d
L
主

と
述
べ
に
い
る
。
さ
ら
に
鹿
災
復
艇
の
泡
程
一
己
、
不
い
仰
の
製
材
を
目
的
と

Lfι
以
仲
間
の
閣
足
業
者
が
東
京
仁
返

出
し
、
秋
川
杉
の
削
岩
川
内
業
者
と
換
し
い
競
争
を
作
り
し
い

米
材
愉
人
の
問
符
盛
と
ハ
ト

東
日
外
科
木
村

神
戸
外
材
輸
入
協
会

小
八
一
以
木
村
協
会

九
二
パ
〉
h

ー
か
、
円
一
九

一3
f
ご
i
h
J
斗

／

て

一
ゴ
（

7
l

戸

ム
コヌ

が
j」

ルミ

ムL

il 

f二よ＇＂＇
jオ
関
係
じワ
jJ] 

休
~ 

' 発
足

に

る

ハ
ム
干
い
は
こ
れ
ら
を
母
体
と
し
て
日
木
外
村
地
人
辿
ん
［

輸
入
協
会
が
、

ミ
ご
つ
－

1

｛

l

h

I

t

 

Fし

こ
れ
ら
外
川
長
者
の
日
体
が
反
対
逝
動
の
先
日
以
に
た
っ

P

」

l

y

h

な
る
が
、
米
川
刊
の
輸
人
に
関
し
て
は
阪
一
一
の
業
者
が
小
心
て
あ
っ
た

'/) 

ーと

大
限
の
官
民
動
が

rw著
ご
あ
J

介
。
ま
た
木
材
仙
は
川
の
昂
騰
は

に
も
が
慣
を
与
え
る
こ
と

h
f川
、
そ
の
剖
辺
に
も

辺
動
ば
F

叫
が
る
ご
と
に
な
る
代

さに
J

に
村
山
通
ぽ
運
動
が
こ
れ
に
括
起
す
る
こ
と
に
な
る

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

鉄
－

A
材
羽
税
反
対
運
動
の
誕
生

欽
叫
同
税
引
き
i
げ
此
対
運
致
円
山
中
心
的
な
担
い
干
と
な
る
業
界
は
、
件
批
鉄
の
輸
入
品
開
と
て
れ
を
原
料
と
す
る
鉄
担
上
業
と
あ
っ
ナ

銑
叙
υ
胤
人
仙
れ
の
代
表
が
、

川
付
の
い
－
M
H
J
業
お
と
取
引
す
る
だ
け
ぜ
な
ノ
＼

大
以
内
岸
本
制
止
と
あ
っ
た
っ
以
本
尚
h
は、

イ
ン
ド
か

h

リ
玖
を
け
何
人

L
、
投
資
も
行
ハ
て
い
や
J

U

こ
の
時
刻
イ
ン
ド
の
鉄
九
州
晶
一
は
、

ロ
レ
本
の
強
力
な
一
ノ
イ
パ
ル
で
あ
っ
た
ハ
川
水
汀
諮
問
拍
子
強
化

さ
れ
れ
ば

イ
ン
ド
共
と
湾
紙
の
深
い
J
h

ふ
内
店
が
什
zmfhγ

日
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
J
J

た。

ず
で
↑
日
じ
み
一
た

t
う
に
υ
岸
本
，
同

ftが

u

山
川
化
商
協
会
の
創
設
に
か
か
お
り
、
資
金
も
抗
仏
し
と
い
た
c

ま
h
J

一
独
山
同
に
政
叶
へ
の
働
き
か
に
も
打
、
つ

U
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さ
コ
に
州
市
、
同
舟
引
去
卜
げ
反
対
活
動
は
、

i

、
ぇ
ニ
コ
、
、
士
、

斗

p
m
M
H
L
i
争
イ
し
マ
ー
、
v
－K

人
阪
を
山
レ
こ
寸
る
魚
崎
十
長
さ
に
r
士
一
一
仁
大
々
的
に
民
河
さ
れ
み
／

紡
結
皆
ぶ
だ
け
で
な
く
限
械

で戸、、
問

五
い
行
ぷ
問
、

を
い
比
せ
と
い
工
ー
の
で
あ
る
）
大
阪
鉄
一
祭
司
業
粧
台
は
、
「
同
税
叶
州
！
一
九
%
員
会

に
川
吋
し
ご
銑
鉄
関
税
な
Y

の
ひ
き
あ
げ
に
込
対
す
る
隊
約
を
ノ
f
う
て
主
て
お
り
、

大

ハ

午

IL 

へ
年
L
は
さ
ら
一
い
況
対
を
活
な

化
三
せ
て
い
人
J

O

外
務
肖
日
伝
に
は
、
こ
れ
ら
大
阪
を
小
心
と
ヲ
ノ
二
末
以
間
体
的
、
企
業
の
涼
清
安
求
が
伐
さ
れ
て
い
る
の
と
、
法
い
り
つ
土
張
を
次
に
「
2

と
み
よ
う
。

九
一
八
年
月
に
は
犬
佼
鉄
工
業
門
業
釘
八
を
代
米

L
亡
、
栗
本
主
之
助
（
業
本
鉄
γ
ム
引
い
方
、
久
保
川
作
川
門
郎

τ久
保
川
鉄

川
上
）
そ
の
仙
M
M
別
総
伐
な
と
機
快
ム
業
の
代
表
者
、
ー
り
が
、
十
八
載
者
に
お
い
て
よ
九
時
主
上
税
同
長
、
内
了
戸
川
鉱
山
同
長
な
と
官
庁
側
代
fA

苫
に
倣
結
を
行
っ
て
い
た

山
本
は
、
J

八
限
で
は
一
九
f
一
円
九
ゆ
る
ー
主
一
義
凶
体
h

矧
ム
ロ
＋
す
い
と
？
二
、
鉄
と
本
対
に
関
係
あ
る
を
網
挺
し
た

同
組
引
き
上

反
対
ν円
高

XIF

i

e

i

、
ー

な
る
も
抗
介
N
M
r
tノ

ム
つ
亡
も
ν
立
予
め
b

ま
り
ア
ヘ
」
し
し

い
に
凡
ゆ
る
↑
h
d
Z
に
亘
〆
ふ
／
干
」
i
r
一

大
限
に
ぷ
け
る
悶
川
祝
日
以
析
の
盛
け
ー
が
り
を
強
調
ー
♂
た

r

M
I
よ
叩
設
は
間
判
防
ヒ
の
づ
パ
地

3rム
も
川
片
山
速
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ム
な

山
市
木
は
、

U、
/-i 
CJ 

そ
の
人
J

め
仁
は
以
刊
1

ノ
）
｝
＼
久
川
な
銑
鉄
が
必
変
で
あ
り
、

ま
P

そ
れ
は
特
じ

f
ン
ド
か
ら
の
約
一
人
に
よ
る
も
の
が
た
半
で
あ

る
、
こ
の
銃
口
一
か
ら
人
阪
に
は
、

山
川
税
引
J

主
i
げ
に
止
対
す
る
紅
i
業
主
が
多
い
こ
説
明
〕
ど
い
る

ま
た
こ
れ
レ
一
は
仰
い
円
本
商
店
、
時
ど
の
よ
丁
余
打
力
円
市
治
凶
d
N

式
会
社
な
と
イ
J

ト
カ
ら
の
銑
鉄
輸
入
仁
司
討
す
る
政
府
b
一
許
制
に

反
刻
プ
訓
を
展
開
し
て
涼
育
を
ノ
仁
つ
一
じ
い
た

U

ノての

じ
本
に
お
い
て
銑
鉄
の
自
給
の
「
ノ
込
み
が
な
く
ノ
／
ド
設
計
九
は
製
筑
、

し
て
、

欽
村
叫
γ
ム
業
の
不
円
欠
の
以
外
じ
あ
る
こ
と
、
同
で
仲
対
立
説
会
や
併
比
州
協
ぷ
人
以
の
旦
川
川
町
は

何
仰
の
製
銑
染
者
の
利
益
仁
志
右
3
れ
て
い
F
O
こ

と
、
ノ
ン

P
銑
鉄
日
刻
す
と
長
貨
は
不
当
で
は
な
く
公
平
な
間
争
を
お
二
な

J

て
お
り
、
ま
た
有
力
な
企
業
～
一
よ
三
ー
、
抗
資
が
行
わ
れ

情'<JjL主l c2 i.281J 28υ 〆.2ill2.7 



ー
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

関
川
山
町
山
失
ヒ
げ
に
よ
り
ヲ
げ
の
投
資
は
韮
に
帰
す
こ
こ
、

川
内
い
民
世
論
ー
も

そ
の
日
刊
誌
が
を
…
混
さ
れ
る
心
f

、

河
川
悦
づ
き
！
げ
に
付
、
対
て
あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
た
特
に
銑
欽
玲
入
関
税
1
p
j誌
上
げ
ん
れ
る
な
ら
ば

「
一
印
庄
内
払
制
株
式
九
五
ネ

に
対
す
る
じ
ぶ
人
間
の
投
資
は
水
泡
に
一
信

L
政
が
河
は
午
度
判
明
日
斜
資
河
に
対
す
る
有
力
な
る
支
配
権
を
止
？
の
L
J
L
る
べ
〕

i

、1

－
？

と
し
ろ
一
J

ス
は
そ
の
危
機
感
が
あ
ら
わ
れ
と
い
る

こ
の
よ
つ
な
イ
ン
ト
銑
弘
へ
の
投
資
も
保
設
さ
れ
’
ω
ベ
ミ
L

て
や
め
る
と
い
っ
、
一
民
は
、
「
日
筑

日
給
一
政
策
の
け
札
刻
の
屈
服
で
あ
っ
た

ら
木
村
持
税
比
刻
円
運
動
す
沿

九
二
八
qi初
制
ト
か
け
L

」
っ
て
き
た
。
心
ー
初
は
む
し
ろ
、
淀
川
司
法

フ行

じ
午
一
つ
月
以
吟

動
4h
古
川
点
の
業
者
が
小
心
亡
、
一
一
り
、
点
京
J
M

庁
日
木
材
輸
人
協
会
、
市
凧
尽
木
村
協
会
な
と
が
た
ば
り
壊
ま
り
、

木
村
関
税
引
反
対
運
ん
［

ム
古
」
を
付
成
1
2
Q
r

こ
れ
↑
対
し
一
＼
向
山
ん
市
↑
お
け
る
逗
引
，
は
や
わ
註
れ
C
一
九

一
ハ
ー
ー
＋
秋
に
か
け
て
盛
八

ι
な
っ
一
、
い
え
、
そ

れ
に
と
も
な
い
市
仁
車
京
ご
の
反
対
運
動
均
ド
ー
へ

同
刊
で
の
反
汁
運
動
の
狩
向
山
は
、

UHR
由
通
同
協
去
な
T
Y

が
介
ノ
に
し
て
、
個
々
の
業
界
の
逆
動

mT
つ
よ
、
り
一
般
的
む
句
プ
木
村
山
税
引

き
上
げ
反
込
旭
川
的
い
い
な
勺
て
ゆ
く
丹
、
し
人
で
品
。
｝
口
山
通
夜
渇
宇
一
は
、
創
設
直
後
ず
り
欽
州
刑
罰
組
ん
い
と
と
も
に
木
材
夜
組
合
引
で
い
J

関
税

引
き
l
げ
反
対
運
動
へ

九
二
ヘ
2q
月
は
1
μ

め
か
ら

月
に
か
け
三
さ
っ
そ
く
協
ぷ
、
調
1

討
を
同
始

ど
お
り

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

／
了
、

7
L
1
L
 

へ
政
実
協
定
L

と
関
税
問
題

山
町
」
持
政
市
川
の
刈
税
引
き
上
げ
政
策
に
と
っ
て
、
こ
わ
り
の
一
反
対
注
款
と
と
も
い
も
う
一
つ
重
い
に
必
町
内
六
が
存
r
壮
し
た
ハ

4; 
ノ

出
い
え
い
柿
は
れ
た
政
叉
会
と
実
業
向
上
心
九
百
と
の
は
肢
は
山
｛
札
、

い
わ
ゆ
る

政一古川戸川
1

疋
J

で
あ
る
の

N
H
紡
の
い
い
什
営
苫
で
も
あ
る
弐
藤
山
治
に
よ
っ
て
半
い

ιれ
わ
官
官
業
同
太
山
は
、
小
さ
な
政
吋
、

A
1
z
e
一
丁
文
へ
の
反
対
な
と
、

一
プ
ペ
ア
ノ T 
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カ
ル
云
符
済
的

μ
出
土
義
を
掲
げ
と
い
た
三

一
方
八
年
月
の
従
軍
誌
み
は
与
党
政
友
会
が
過
半
数
を
制
す
る
こ
こ
が
問
主
い
な
か
っ

」
ニ
ノ
、

ナ
k
r
f

ダ

決
p
h

入
会
と
の
1
1
に
人

f
A
d
人
山
川

実
卒
、
司
山
ム
ぶ
は
ち
官
点
者
刈
れ
の
小
攻
1%
で
お
け
な
が
ら
L
1
ャ
ス
一
戸
ノ
ン
グ
ポ
ヲ
ト
会
一
握
リ
、

で戸、、
問

’ι／
を
結
’
νパ
）

A
＼
円
吉

7
ハ
大
蔵
政
務
ん
ヘ
官
を
窓
口
ζ

ν

と
一
一
ば
れ
た
こ
の
協
だ
の
胤
徒
一
い
は
、
鉄
・
ー
…

U
判
明
校
に
初
ず
る
事
情
吋
も
市

人
三
れ
て
い
人
J

。
却
L

の
じ
戸
羽
音
ト
は
「
旬
、
木
材
、
三
総
物
調
税
引
L
しげ、

日
仏
常
事
装
会
国
右
「
い

U
～
J
Y
ノる

は
市
実
業
家
の
利
廷
の
た
幻
と
誤
解
せ
ら
る
る
が
I

川
す
一
」
時
連
に
閣
し
て
は
と
を
な
さ
ぜ
ん
中
山
徐
弐
w
M
ハム
F
h
k
り
荒
望
せ
ん
六
い
け
刈
し
、
比

λ

守
の
叶
町
山
山
市
は
最
も
民
且
な
る
箆
皮
合
以
F
L
註
ハ
行
動
を
な
ー
一
ヲ
べ
き
百
五
、

μ次
一
弓
よ
り
日
付
せ

ιれ
た
り
一
と
い
う
一

古
川
南
通
商
運
動
と
夫
業
同
志
会
は
、
特
権
院
長
以
来
家
と
政
的
の
婚
叶
に
よ

J

て
安
易
じ
川
引
3

げ
ら
れ
る
関
税
に
反
対
す
る
出
、
て
見

干

｝

／

r
、、～

l
（
v
l
L
j
 

JL
～
深
円
山
間
活
向
戸
一
勤
の
折
、
存
者
の
一
人
で
あ
る

γぺ
「
は
剤
設
件
ー
か
ら
こ
の
呼
出
向
ま
で
武
藤
の
実
業
同
志
人

F
4支

綬
し
て
お
り
、

｛
限
一
五
協
十
～

両
首
は
深
γ

関
係
に
あ

J
J

「F

い
上
っ
て
牛
じ
た
式
ぷ
・
ト
ヘ
口
の
ル
i
ー
を
速
い
し
て

山
同
組
引
き
i
げ
川

ιの
働
き
か
け

rν
〈
ゆ
く

た
だ
こ
の
声
明
主
口
は
、
バ
ザ
品
、
木
村
な
ど
の
民
税
引
き
上
げ
に
ー
は
H
J
U
慎
乏
な

で
臨
む
と

h

也
べ
て
U
る
の
み
で
あ
り
、
山
川
台

卜

γノ
骨
漢
施
し
な
し
と
ま
ず
は
一
回
問
し
て
い
士
か
っ
た

そ
の
伶
も
山
本
悌

郎
町
民
間
ら
政
ム
会
幹
I

山
山
が
関
税
引
き
l
げ
に

ν
ば
し
ば

二口及
J

、
そ
の
た
め
に
弘
、
ぷ
い
有
川
凶
税
汁
7
き
！
げ
川
出
家
デ
次
の
そ
崎
r
、
口
に
花
山
け
さ
れ
之
川
市
k

あ
ろ
う
と
日
間
企
さ
れ
て
い
た
一
こ
れ
に
記

L
て

武
十
訴
は
協
定
違
反
で
あ
る
と
政
？
h
A
会
に
市
L
人
れ
て
い
た
が
、

小
は
党
て
あ
る
九
業
河
芯
会
／
一
の
協
J

止
を
ど
れ
L

「
ヘ
け
斗
実
に
政
友
会
が

｛
す
る
の
か
は
疑
刊
誕
さ
れ
ぐ
い

反
対
運
動
の
拡
大

欽
木
村
関
税
引
き

zrIM業
そ
政

Iえ
μ
が
牟
備
し
つ
つ

J

め
る
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
ゐ
な
か
で
、

ト
人
収
一
お
げ
る
反
対
庄
助
は
さ

シ
一
守
人
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ら
に
時
け
｜
い
か
り
や
づ
ル
せ
に
r

九
月
二
ハ

U
に
は
I
八
阪
業
会
、

t
＼
阪
尖
長
祁
ム
門
主
ム
ロ
会
、
十
八
以
実
主
協
会
、
大
限
り
山
業
務
引
去
、

大
阪
伝
。
叶
卒
、
朝
九
円
、
大
阪
伝
羽
司
円
五
、
組
ハ
川
、
人
阪
一

κ
町
一
染
経
口
、
土
阪
ア
公
明
治
会
、
た
阪
金
物
川
町
司
叶
円
ノ
ハ
軒
r
J
、
日
木
建
築
協
会
、

巨
木
本
建
築
請
負
業
主
ム
門
会
、
忘
れ
協
会
、
場
業
会
、

電
気
協
会
羽
山
支
部
が
集
ま
っ
と
、
反
対
漂
一
拐
を
さ
ら
に
推
ム
ょ
す
る
こ
と

に
な
り
大
阪
上
主
夫
、

人
波
長
業
程
台
、
太
奴

U
山
通
商
協
会
が
幹
事
と
な
っ

出
阿
久
川
士
川
円
相
制
収
附
す
一
ゐ
業
J
W
汁
ヨ
休
だ
け
と
な
く
、

大
沢
i
w
t
A訴
の
」
つ
な
T
L

業
家
が
？
仏
ノ
＼
参
加
し
て
い
る
団
体
千
六
ぬ
宍
菜
が
ん
1

話
ム
r
会
な
ど
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
し
か
ら
、
v

位
駄
の
広

カ
り
が
ヘ
刀
か
品
。

八
日
間
会
議
所
、
一
州
快
調
税
引
一
仁
河
寸

υ山
刻
淫
勤
一
の
ー
い
が
れ
は
八
m

江
川
前
仁

本
制
限
引
引
片
山
刻
日
一
向
ゴ
ノ
ν出

z
d」

Uγ

こ
可
は
じ
め
に
は
干
牛
や
拝
凶
体
の
代
長
者
が
i

一尽
L
、
弁
唱
を
は
！
め
h

壮
大
臣
を
訪
問
L
関
税
引
き
と
げ
の
が
当
性
を
げ
ん

た

も
ラ
と
も
で
の
結
果
は
お
も
わ
し
く
な
か
〉
た

平
井
セ
が

H
本
呉
相
と
の
去
一
訪
問
に
お
い
て
、
相
川
怖
を
決
別
寸

2

る
な
ら
ば
消
資
省
↑

一
方
的
に
負
担
を
強
い
る
関
税
で
は
な
く
1
Z
林
没
励
金
に
よ
っ
て
な
オ
ベ
主
ど
と
迫
つ
一
た
と
ご
ろ
、
長
廿
朴
大
巨
は
一
河
北
と
工
、
は
」

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

以
1
P九
↓
の
肯
b

見
仁

ι、
同
川
す
る
が
、
一
人
／
刀
制
「
叫
の
ザ
よ
り
／
♂
を
必
川
川
L
斗

9
，
匂
吋
，
／
引
ι
↓、

」午的
ι刊
川
？
）
W

」
反
論
し
た
r

ま
ず
じ
は
お
遥
勃
刊
は
、

で
あ
る
持
日
寛
吉
戸
住
友
人
川
資
稔
円
以
ム
事
、
桁
州
隣
太
郎
（
｛
八

J

市
阪
仕
慌
の
一
つ
月
六
け
「

阪
尚
長
会
謙
治
会
頭
）
、
波
辺

T
代
二
一
郎
〈
南
海
電
鉄
村
長
）
、
阿
部
局
次
郊
（
束
、
汁
紡
稲
川
十
九
）

ら
そ
れ
は
し
、
「
巴
ご
一
の
同
認
が

諮
川
川
名
と
な
N
て
容
で
一
耐
久
日
ド
山
川
は
礼
子
一
ト
r

き
は
↓
（
位
攻
礼
法
子
古
川
出
止
一
す
む
よ
う
要
請
し
ん
一
口
経
悩
む
一
夜
会
は
、
こ
の
計
九
九
に

松川卯ー丈
E
J
Z
会
長
と
し
て
絞
河
政
策
内
議
内
答
中
・

し
て
設
リ
さ
れ
、
夫
以
の
財
界
人
1

九
々
山
い
も
委
員
2
し
て
官
…
ば
れ
て
川

一戸｝ハ岳、
J

弐ぃ
J
F
Fゃ
」
ふ
Jか

f

、
κ
v
J
E
－

－

司
l
止
が

R
m忠
商
送
致
の
町
内
1
日
か
ら

鉄
・
木
村
来
高
の
代
会
が
業
界
内
向
凸
d

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ピ
一
合
羽
ゼ
れ
つ
て

L
ノν
「
こ
れ
に
対
L
C経
治
審
ぷ
’
山
大
の
安
u
貝
引
v

心
、
町
都
議
会
は
単
な
る
諮
問
札
機
関

fcあ
る
の
で
山
け
ら
徒
主
一
。
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
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関
市
政
治
仁
閲
す
る
諮
問
は

π
に
あ
る
の
で
ー
か
か
る
実
際
聞
が
は
提
山
G
ざ
る
べ
し

右
ど
、
経
済
育
誌
r
日
で
は
詰
問
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と

な
る
質
問

し
て
お
け
、
「
汁
（
主
主
は
関
山
保
措
店
主
義
に
依
る
か
、

収
入
ム
設
に
依
る
か
の
閉
さ
じ
2
L
2
5
P
J

返
事
を
】
し
し
い
ぬ
「
平
叫
す
は
絞
済
事
昨
ぷ
た
も

1

枚
肘
の
役
支
Jγ

投
書
】
し
し
河
川
氏
の
視
恥
を
刊
問
肉
化
さ

J

d

／了一

41仰
を
信
手
段
一
で
あ
り

で戸、、
問

将
沼
山
者
ぷ
会
長
川
買
な
る
同
州
政
仰
は
彼
ら
に
攻
守
札
の
尻
山
町
た
る
の
没
口
と
な
り
了
ら
ん
か
レ
思
い
つ
つ
、
丸
一
ら
仁
川
叫
々
々
を
け
す
請
し
れ
J

O

さ
な
い
こ
と
を
低
必
し
た
の
じ
あ
っ

↓止刻い伸、
f
比
慨
は
人
以
山
口
M
ら
の
経
済
審
説
会
£
［
貝
と

Z
m心
の
味
、
成
多
一
行
つ
ん
こ
の
会
談
の
土
一
茂
子
～
評
会
捕
し
つ
一
つ
も
、
彼
」
り
を
較
り
に
は

C

政
木
材
関
税
引
r

反
対
法
問
主
犯
の
演
託
会
が
向
か
れ
た
ο

ヲ↓L
宇一ペー、、

一
ハ
ノ
月
九

H
f人
m似
の
帝
ョ
リ
会
館
に
お
い
亡
、

渋
議
は
正
午
へ
の
両
一
け
じ
あ
る
ハ

開
会
の
一
一
町

木
村
関
税
引
上
ト
一
刊
と

小ム
μ
即
な
る
況
が
い
関
税
問
題

門
司
鴻
有
ど
鉄
十
九
州
ぃ
関
税
に
ハ
刊
、

国
民
門
司
き
る
道

川
町
税
魚
川
阿
の
い
い
山
豆

廿
山
間

M
引

F手ペ
イノ丈

一＇' 

す
一
日
の

」

J
一L

Y

イ

主
ヘ

T
A
h
r

、1
l

そ
の
次
第
と

ト八段
PL山
通
市
協
会
坪
事
・
ψ
I
d
－
－
鉄
郎

民
政
足
代
一
読
し
勝
一
＼
一
ぷ
古

人
阪
十
人
材
協
会
’
悩
ハ
ベ
口
川
路
太
郎

ム勺六（
γ

宋
司
志
会
代
議
土
・
武
川
…
一
山
治

A
＼
阪
航
円
程
沼
市
長
・
和

m
ハ
灘
子

k
k
w
L耳
円
経
済
市
長
・
刊
ね
た

十
八
政
時
半
経
済
市
長
・
山
ト
重
呂

八m
況
で
業
ム
品
川
町
市
上
一
号
一
’
ノ
附
J
女
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弘、

T
A

村
い
の
関
税
引
卜
は

般
産
業
の
は
川
達
ζ

晴
出
貿
易
の
在
日
間
こ
を
同
時
す

r

鉄
、
木
村
の
関
税
3
L
L
は

レ
机
物
何
の
円
山
脈
人
々
一
促
か
｝
ベ
叫
山
人
ム
日
前
を
マ
ム
追
17

鉄
、
不
村
の
関
税
引
ー
ヒ
は

一
世
斗
民
の
一
ー
人
役
作
に
於
て
両
め
て
少
数
丹
製
鉄
業
者
vh
－L
山
体
刈
十
件
壱
JP
一
ボ
当
一
い
深
認
す
る
た

の
い
じ
て
思
恕
上
に
も
同
白
か
ら
ざ
る
結
果
を
如
来
す
ο

本
静
岡
川
は
右
の
問
団
山
に
絞
り
鉄
e

木
村
の
関
山
川
引
！
万
ド
対
し
絶
対
反
対
4
決
読
し
摂
力
制
関
税
引
土
の
J

人
羽
を
肌
止
せ
ん
こ
と
を

JtJ 
ヘ
ノ
月
九
日
の
演
説
会
は
、
大
阪
に
お
け
る
鉄
恥
材
開
机
引
き
げ
以
対
一
時
討
の
政
点
を
な

L
て
い
た
〉
関
連
J
q
Z
業
界
川
停
の

代
ー
メ
ハ
だ
一
円
む
な
く
、
ー
へ
阪
i
業
ム
以
内
代
友
、
：
へ
阪
斗
円
、
十
山
政
刻
U
、
－
八
限
時
半
の
符
済
部
長
が
LJ一
加
し
、
ト
へ
似
の

L
業
向
係
布
、

ヂ
ィ
ア
が
同
税
引
き
上
げ
が
悶
民
中
山
に
い
2
え
る
安
芸
に
つ
い
て
訴
え
f
v

〕
士
一
去
る
業
界
の
い
以
前
述
到
え
こ
丹
、
ま
で
ま
と
め
る
こ
と

J

ザ
で
主
た
の
に
は
、
口
山
泊
夜
渇
会
的
イ
二
、
ヰ
ニ
ワ
ィ
ブ
に
よ
る
と
、
」
ろ
が

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

大
き
よ
か
ぺ
た

J

当

R
の
演
一
白
川
会
で
は
斗
l
h
L

白
骨
が
司
会
を
つ
一
的
、

活
ノ
辛
口
は
ゑ
界
関
係
さ
以
外
は
右
阪
新
聞
わ
止
の
一
記
ぷ
な
こ
肖
ー
一
川
町
宮
山
崎

ut動
の
川
川
日
時
き
で
あ
っ
b

c

千
戸
は
科
会
の
砕
を
述
べ
亡
、

人
吋
攻
市
民
た
ふ
仙
将
殿
品
』
れ
は
」
の
同
税
3
1
1川J
大
阪
の
如
主
一
大
者
十
ゑ

出
に
於
け
る
市
民
仁
川
J

て
序
楽
泣
い
常
バ
ー
併
の
州
方
向
よ
り
大
な
る
山
川
斗
ー
を
1
」
J

ふ
る
も
の
な
る
こ
y

を
理
炉
せ
ら
れ
、
大
↓
し
反
日
川
の

人
一
と
は
対
運
気
い
駅
弁
一
治
ば

こ
の
山
一
説
会
の
特
慨
は
決
一
法
ー
に
も
み
ら
れ
る
よ
ろ
い
、

河
川
畑
引
き
1
け
問
問
司
会
以
下
じ
業
界
の
利
古
の
問
題
と
の

3
1と
ヤ
え
る
の
で

は
な
く
、
村
氏
ぺ
治
に
カ
か
わ
ふ
h
の
と
1J
て
と
ら
え
て
い
ゐ
干
し
と
ず
あ
る
。
ー
九
州
、
木
材
協
会
乞
代
表
し

四

mmの
引
え
げ
が
建
来
当
の
品
”
晴
一
一
ql」
招
き
、
科
目
vY
苔
階
級
丸
、
小
完
十
刊
の
中
日
抗
争
」
い
に
出
l
て
相
会
不
可
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調

L
C

メ
木
村
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い
た
r

古
一
市
克
也
川
運
動
の
論
聞
は
、

国
民
主
活

投
じ
与
え
q
G
U
響
と
関
連

3
せ
て
展
河
さ

h
t
t
吋
政
策
の
初
計
、
か
り
ふ
7

け
で
は
な
く
、

〕
了
、

才

t
L
P

で戸、、
問

ま
た
民
政
交
代
前

民
政
党
代
市
川
1
1
5
t
v
出
は
、

民
政
党
首
以
部
の
斗
白
通
尚

に
山
舎
か
一
し
と
い
る
干
）
う
ど
も
正
μ
い
じ
れ
る

議
へ
の
好
古
衣
川
吋
を
日
円
白
川
に
し
に
い
た

U

一引いは
ι
二M
Jも
総
裁
は

九
二
八
ザ
北
口
、
夫
政
T
P比
四
凋
丙
λ
八
会
の
庶
ー
ー
に
心
い
し
「
経
済
か
り
兄
一
し
も
、
は
政
か
り
I
～
て
も
、

度
い
返
さ
た
F
O
補
助
成
肢
の
』
F
Zは
j
分
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

f

院
一
に
初
防
山
由
買
を
整
列
す
る
は

氏
ち
酢
一
寸
柿
防
の
柏
神
を

叫
す
仏J

せ
し
む
る
所
以

P
あ
り
、
同
時
に
財
政
の
秩
理
持
実
現
す
る
の
助
な
り
と
信
ず
る
よ
と
川
の
丁
大
い
引
り
、
台
人
は
亦
共
同
い

の
関
税
尚
行
敢
に
ー
一
山
見
尚
主
義
の
精
一
引
い
を
円
入
す
る
の
必
要
め
り
レ
／
い
J
q
る
も
の
で
あ
る
」
と
凡
べ
て
い
る
つ
一
了
い
じ
は
度
の
逝
ぎ
た

一
柿
財
政
策
の
弊
ぢ
」

LUrLEIん
す
る
槻
ト
ー
か
ら
、
財
政
甘
い
昨
評
；
は
械
に
山
由
述
百

i
設
の
桔
一
仰
が
、
必

ιで
あ
る
と
述
べ
て
い
人
？
の
で
あ

る
長
い
は
内
問
卜
の
チ
算
委
民
長
と
な
れ
ω
武
内
作
干
も
、
政
友
会
の
池
山
立
苦
手
炊
散
を
攻
撃
オ
る
丈
M
刊
に
お
い
い
＼
代
以
4

川
叫
応
と
、
ν
一h

の
間
山
川
崎
明
討
を
－

RIJ札
階
級
の
白
円
い
作
を

U
J
、
有
段
階
級
の
負
揺
を
相
官
円
減
す
る
」
時
代
将
誤
の
政
茨
で
あ
る
と
批
判
〕
て
い

後
川
人
政
行
ノ
は
、
政
前
関
空
会
に
布
い
て

「山和
J

滑
な
川
開
2
2
p
誌
に
ぬ
い
て
」
い
る
の
で
関
税
梓
理
の
必
要
が
あ
乙

r
決
斗
止
す

る
に
い
zr

る

「
克
判

にJノ
v
p
l

Li 

ノじ

月

U
1

ア
ー
の
よ
う
な
情
努
か
ら
、
出
説
会
は
「
与
ら
政
尉
込
対
生
誌
の
鋭

を
呈
す
る
？
ア
こ
一
い
な
一
ツ

そ
れ
ゅ
よ
八
こ
の
反
対
運
動
の
動

け
を
、
政
計
一
側
も
内
得
し
て
お
り
、
大
阪
刊
叩
事
力
一
U
雄
一
部
は
、
丈
成
人
↓
し
い
、
円
務
大

E
、
有
一
沙
問
十
八
一
匹
、
執
祝
誕
百
い
あ
て
て
、

対
一
見
致
の
敦
均
に
つ
U

て
報
円
主
け
を
返
っ
て
い

興
味
深
い
こ
と
仁
同
和
許
書
は
ん
川
岸
持
ん
が
こ
の

河
川
船
し
ご
い
る
こ
と
も
J

い
え
て
い
る
市
川
皇
国
は
、
大
m

況
欽
糾
凶
菜
畑
引
台

の
動
伝
一
を
液
じ
る
と
対
日
戸
、

ヨ，A

勺
川
喜
平
甘
指
紋
を
抱
一
知

L
杭
宝
口
同
一

の
J

リ
五
百
切
に
あ
る
判
ム
二
l
h
k
党

に
川
股
て
も
事
問

木
件
げ
に
関
し
て
は

情'<JjL主l c2 i29iiJ 2開〆.2ill2.7 .I 
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査
を
色
め
つ
つ
あ
る
桂
川
決
ず
あ
け
鈴
沢
正
人
山
代
日
献
の
51
阪
号
機
こ
し
一
利
九
日
刊
は
二
十

u』
日
白
い
ず
f
h

り
川
組
合
寸
務
所
に
於
て

鈴
刊
、
一
ド
尼
司
F
K
哉
と
会
見
コ
山
々
訓
告
一
川
川
究
資
料
を
提
供

J
h
J
る
！
A
日
深
熱
心
付
渇
J

J

H
を
和
主
刑
す
る
処
あ
り

t
リ

ご
い
弓

末
日
仏
、
鈴
ー
不
ケ
九
ぬ
れ
に
円
総
刊
問
、
社
会
民
衆
党
の
大
派
住
＼
け
逆
効
？
〆
一
の
矧
辿
に
つ
い
と
も
吉
札

J

て
い
た
一

J

加
い
ん

jtpJ生
動
の
河
与
は
、
関
税

引
き
i
け
は
バ
ー
併
設
の
ト
L

討
を
な
u

た
ら
し
川
門
民
牛
伊
に
打
叫
了
を
ヲ
え
る
と
い

7
白
山
泊
百
足
郊
の
論
理
と
符
ム
わ
ず
る
も
の
ご
あ
る
。

木
村
関
税
の
引
き
上
げ

m
m
m
川
引
え
げ
片
山
刻
遂
動
に
問
刊
L
た
政
府
は
ん
二

以
降
、
鉄
関
税
の
引
き
げ
を
小
川
1
一
、
木
村
出
似
の
引
当
げ

に
、
ノ
い
て
は
阪
ペ
U
ヲ
る
と
い
う
対
“
を
と
る
こ
と
↑
な
っ
た
…
九
円
十
本
に
川
日
夜
と
会
見
し
七
ヰ
止
は
、
人
い
よ
蔵
次
｛
コ
か
ら
の
鉄
脳
同

税
引
矢
上
げ
は
実
行
す
る
立
志
が
な
い
が
木
村
陵
町
帆
引
き
ト
げ
は
州
民
体
古
の
、
ヂ
張
も
あ
り
一
定
詰

7
る
と
い
う
情
報
を
日
旬
、
ん
ら
れ
仁
い

鉄
関
税
引
き
i
げ
断
念
の
要
医
と
ぷ
ふ
凶
、

銑
双
の
泊
怖
が

時
的
に
ト
持
レ
た
治
以
末
、
川
寸
抗
剣
引
世
界

い
川
八
対
運
動
の
山
一
判
明
引
の
ほ
か
に
、

の
m
m
税
引
き
L
し
げ
圧
々
が
円
相
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
一

J

一
致
制
限
税
引
上
の
要
芝

の
足
並
そ
ろ
は
ず
」
（
一
京
拘
』

；
＼
三

ノノ
j

II 

これいい
ν

ら
れ
た
よ
、
〉
に

川
次
弘
仙
同
刊
の
ハ
吋
騰
は

ゑ
凶
介
内
市
の
え
り
む
み
の
乱
れ
や
阿
存
化
さ
品
、
て
い
た

J

ま

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

た
幹
勺
J
長
か
ら
向
鉄
総
紋
」
転
じ
た
山
志
の

内
外
の
f
ば
J

汗
情
勢
の
な
か
で
行
き
詰
ま
り
を
口
九
ぜ
る
な
か
で
、
…
制
Y

大
臣
に
就
任
し
た
に
阪
庁
副
作
出
身
の
叩
楕
徳
立
郊
が
関
税
に

t
る
鉄
剣
主
の

に
は
そ
れ
は
μ
熱
心
で
は

4
さ
っ
た
こ
と
も
応
答
し

L
h

〉
p
vとっ、えりれ

へ

向
ハ
南
通
商
運
鉱
知
は
、

ι小
川
内
閣
ね
の
引
き
げ
も
中
汁
気
付
ょ
う
と
な
お
も
働
き
か
け
た
巳

r, 

一
月
八
じ

ギ
ペ
は
1

一

藤
を
訪
れ

一は
J

人協ー’て）

を
引
3
ム
ロ
い
に
山
し
て
殺
与
？
本
村
渇
似
の
引
一
JF

げ
山
け
を
は
友
会
仁
働
き
か
げ
る
よ
う
に
依
演
し
、
t
人

日
大
蔵
次
ロ
門
l
L

の
ん
ぷ
門
行
一
J
b
K
4
加
し
わ
＝
二
の
ん
以
け
ん
の
席
む
平
宇
は
木
村
関
税
引
き
ム
げ
は
決
し
一
に
休
刊
木
山
振
興
に
は
な
レ
ず
む
じ
ん it 
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孔
吹
か
一
打
わ
れ
る
〆
ろ
う
ご
山
ド
ム
荷
山
一
3
p
f
p
J

、
人
れ
は
長
村
匂
こ
の
関
係
が
一
一
い
ん
ソ
7

ト
で
あ
る
こ
こ
や
ほ
の
め
か
し
て
低
芥
を
与

4
F

六
ア
小
、
一

で戸、、
問

九
円
万
丹
市
川
ん
さ
い
淀
川
さ
れ
れ
V

ワ－

こ
れ
い
討
し
て
司
自
ゐ
一
中
心

h
山
河
村
叶
主
？
？

U
山
通
商
協
会
は
な
お
反
対
官
民
一
討
を
辰
調
し
ん
一
口

結
い
同
一
氏
汁
運
動
仁
も
閣
わ
」
り
ず
、
不
村
河
川
杭
に
閉
す
る
法
案
は
九

訟
会
に
本
材
開
凋
税
J

わ
き
i
げ小山
p
k
h

が
出
さ
れ
た
際

の
起
比
門
会
柚
林
の
保
持
ぽ
奨
励
に
求
め
る
ぷ
引
を
？
っ
た
の
に
け
川
し
亡
、

大
佼
円
山
店
内
協
会
は

あ
ら
た
め
て
戸
司
を
山

L
、
本
村
川
似
の
引
主
こ
げ
は
、
蔵
朽
の
主
張
と
は
必
ト
山
林
の
乱
伐
を
山
ー
訴
し
、

ま
た
市
似
の
円
に
よ
り

民
f

人
生
r

仙
の
圧
自
を
も
た
も
り
す
と

議
会
で
も
同
様
の
m
M
Lー
か
ら
関
税
引
え
げ
＼
の
此
判
が
出
た
も
の
の
、

木
村
関
税
引
き
げ
法
案
は
向
院
を
通
返
す
る
c

平
生
は
十
、
阪
山
由
連
商
協
会
の
反
社
毘
勤
に
も
か
か
一
わ
ら
ず
、

政
、
山
的
枠
リ
止
の
取
引
仁
f
7
U
3
れ
た
こ
の
民
μ
去
の
成
立
混
在
を
次
の

よ
う
に
慨
蟻

ν
て
い
る

る
店
内
八
問
弁
↓
烹
一
際
誌
か
認
め
」
な
泊
三
J

、
一
単
に
あ
る
慢
の
外
木
主

一
忠
良
な
る
山
本
便
利
は
一

3
ー
と
い
い
業
y

自
の
似
廿
m
L
V

綿
れ
て
よ
を
捉
安
川
」
ー
℃

二
ふ
一
蔵
相
も
ま
た
実
業
日
い
よ
之
、
止
の
渇
疋
に
於
「
ャ
れ
ほ
院
角
川
川
し
に
反
？
？
三
い
明

｝

J

な
が
ら
良
相
と
の
妥
協
村
料
と
ぷ

L

こ
れ
に
Y

川
乾
仁
、
政
札
会
。
か
多
数
や
占
む
る
衆
議
院
L

が
之
を
述
過
さ
ー
や
た
の
み
な
ら

ず
、
地
字
、
山
休
業
宇
の
代
表
手
陣
慨
し
ま
た
「
か
か
る
問
題
に
つ
き
日
市
な
き
廿
肢
を
網
羅
せ
る
民
政
訴
も
干
」
れ
に

4
有
し
た

結
果
、
一
同
院
を
沼
過
し
ト
ト
ロ
レ
を
け
以
と
だ
／
土
す
る
F

了
こ
と
な
っ

？
り
い
ド
バ
ー
は
ま
た
，
不
国
に
お
け
ふ
羽
税
引
き
上
げ
へ
の

き
で
あ
る
と
感
想
争
記
し
て
い

ア
メ
リ
ガ
で
は
、

一
一
万
頃
か
ら
丙
出
川
匡
の
地
戒
の
ι小
川
同
栄
吉
が
山
叫
ん
被
「
段
と

L
て
宇
糸
や
茶
に
刈
ず
る
関
税
i
h
却
を
求
約
る

的
、
不

E
政
的
も
円
本
ば
一
計
へ
の
抗
ぷ
を
行
っ
て
け
た

γ
メ
リ
カ
に
お
け
て
も
以
山
一
及
の
ム
ほ
umv

向」二

n
つ
つ
あ
っ

政
昨
川
が
木
材
開
問
税
引
き
げ
を
訟
ノ
打
し
た
要
因
と
し
て
は
、
政
I
ぷ
会
の
忠
村
志
比
を
官
民
と
し
七
山
本
具
店
刊
の
強
売
姿
勢
、
「
収
入

情'<JjL主l c2 i.2 92J 288〆.2ill2.7 .I 
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さ
位
の
木
村
ぃ
同
舟
引
上

一
月
＝
リ
）

以
対
連
動
聞
の
問
ハ
ド

y
L
一仏代

「
京
判

、、
／
メ
l

／一評
ν
一
」
れ
た
叫
間
放
っ
慣
の
ほ
か
に
、

fL 

材
業
界
い
お
け
る
判
官
の
分
裂
が
し
め
コ
た

六

U
皆
川
苦
の
反
対
淫
討
は
、
リ
仕
す
し
も

で
は
な
か
っ
た
っ

J
y
f
M
川、つ木村い

業
者
も
シ
な
く
な
L

か
》
え
か
」
円
で
あ
る
こ

胡
M
H
L
U
T

中
心
ピ
す
る
本
材
輸
入
の

2
mは
業
界
に
浪
引
を
も
と
ら

ν
北
側
れ
の
危
険
が
あ

る
と
い

7
見
解
が
存
め
し
た
。
そ
の
た
約
点
尽
力
小
心
持
な
木
材
菜
者
の
ヨ
体
じ
あ
る
東
京
材
木
明
垣
間
業
粧
台
は
、
木
村
閣
が
の

ー
多
少
の
引
、
さ
げ
一
や
支
持
す

〉

以
の
ょ
っ
に
ー
へ
「
況
を
中
、
む
と
す
れ
M
U
H

由
通
尚
運
動
は
、

川
中
内
出
力
相
川
税
引
き
一
げ
に
桜
列
な
反
対
送
討
を

KF閉
し
た
。
ま
た
こ

の一

zr到
は
木
村
、
鉄
↓
業
者
な
と
の
反
対
運
耐
と
連
動
L
C
L人
『
収
の
川
作
所
界
と
宮
川
按
右
前
係
を
も
ち
、
さ
ん
一
飢
に
ふ
と
淫
動
の
部
ど
も

連
法
し
た
｛
）
て
の
た
め
に
政
的
に
対
j
る一
i
d

疋
の
民
リ
に
な
っ
た
と
石
え
ら
れ
る
つ
｝
「
山
川
崎
両
注
動
が
人
阪
に
お
い
て
に
山
常
に
市
勤
で

さ
t
こ出
j

「号、」よ、

／
2
l
l
E

，J
V
｝
句

そ
の
経

J

汁
凶
れ
の
動
向
か
中
火
の
似
設
、
上
義
的
む
財
界
の
桁
山
と
怯
行
な
っ
て
い
ん
こ
と
が
め
っ
た

両
者
の
辺
い
は

鉄
剣
？
一
川
怖
を
は
折
1

J

と
て
礼
士
倶
双
山
部
と
斗
（
本
パ
吋
関
税
反
対
運
動
に
参
加

ν
た
大
阪
卜
L

業
会
の
速
い
か
込
山
も
山
h

一Jh
r

で
み
る

d

｝か

L
位
ん
で
ふ
は
院
悦
反
討
運
動
ば
成
功
♂
な
か
っ
た

戸
！
ィ
内
陪
卜
f
h

お
け
心
一
じ
い
出
通
話
沼
会
の
運
動
辻
、

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

給
ん
だ
〕
手
首
荒
川
山
A
U
の
武
議
J
T
通
じ
で
の
つ
人
あ
が
り
は
別
こ

L
て

綱
引
利
ぷ
を

政
府
こ
は
関
係
を
も
み
ー
な
か
っ
た
、
し
で
が
っ
て

背
景
と
工
ん
央
政
府
に
お
け
る
政
治
過
砕
い
か
進
｛
れ
す
る
と
、
ご
れ
を
r
L
dす
る

F

℃
ど
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
よ
J
乏
で
あ
ハ
た

ノ、

Ill 

閣
今）

向
ハ
南
通
商
運
鉱

γ
烈
む
な
r
μ
w
m
阪
の
討
界
人
口
γ
メ「アペ

7
山
川
係
汗
は
、
人
ム
解
禁
論
γ
H
で
も
あ
っ
ん
n

彼
ら
は
、
閣
ー
判
、
財
政
、
為
札
L

山比一

～
置
く
こ
と
じ
柏
町
一
一
の
削
山
本
治
療
を
妨
げ

L
い
る
ー
と
考
え
る
傾
向
仁
あ
っ
士
。

川
県
な
ど
に
よ

そ
の
一
拐
さ

がよ八
m岐
に
お
け
る
主
解
禁
一
詐
に
火
そ
っ
け
、

さ
ら
に
取
駅
に
叫
が
っ
て
ゆ
〈
こ
と
に
な
る
〈

歩ー
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第

次
世
界
人
戦
山
切
に

R
－ヤ
J
U
コ川以れいの吐
Y

け
い
直
を
y

っ
て
い
た

一
」
止
列

ヨ

ロ
y
パ
の
強
円
は
告
の
輸
出
子
公
立

,,ii 

品
川
一
が
次
々
の

2
7品
川
い
引

一
ヘ
司
ハ
月
に

7
｝
プ
ン
ス
治
会
ぶ
い
河

こ
1

三
に
ふ
り
ヨ
際
人
γ
J
六
佐
川
引
の
円
建
が

ノじ

で戸、、
問

ほ
ほ
du－
－

υん
ず

）

戦
民
の
dh
況
の
ヘ
ふ
か
で
す
外
リ
貨
が
争
減

ν
、山も六四日
J

R
4て
も
全
p
八
依
制
へ
の
復
帰
が
幾
た
び
か
柄
、
え
ら
れ
た
が

刻
難
な
り
況
に
同
一
い
込
ま
れ
て
い
た
。
お
一
次
右
明
v
h
吋
↓
河
の
月
例
法
犯
は

金
本
fuv
サ
浅
い
加
を
口
拓

L
た
も
の
の

ヘ↓
h
苧ん山
u
荒
戸
、
L
t
h
nノ

1
F
2
1
l
 

在
折
し
て
い
h

J

n

L
か
ー
や
は
り
将
消
手
力
り
の
全
射
殺
の
要
求
が
的
ま
り
、
合
臥
恐
慌
の
処
却
が
一
段
落
し
た
九
二
八
年
に
は
、

村
一

LT
行
の
川
唯
一
戸
が
保
人
々
に
一
同
ま
っ
て
い
く
に
た
だ

L
、
全
日
町
会
に
よ
る
正
貨
流
出
、
一
判
際
的
競
争
力
の
低
下
や
怒
人
「
三
F
Y
Q

欽
糾
業
な
い
と
の

業
界
も
あ
り
な
円
山
は
分
か
れ
仁
い

手
た
金
解
公
の
方
法
じ
が
に
つ
い
て

P

｝
っ
て
い
た
り
寸
伺

M
Q
Fげ

と
に
よ
F
J

仁
唱
え
ら
机
て
い
た
が
、

回
平
日
叶
で
の

了
、
ノ
，
二

｛一

34d

，
F
L

金
解
禁
問
題
懇
談
会

人
阪
に
お
け
る
A

一
解
禁
論
の
発
火
占
こ
な
っ
た
の
は
、

一
八
半
ハ
丹
、
人
阪
毎

R
！
／
十
八
以
羽

U
の

ご土山仙川
1
v
h」

九

で
あ
る
司
相
忠
誠
会
は
、

ラ
イ
ベ
ル
司
？
一
で
お
る
河
祈
間
仕
の

hMC山
部
か
、
念
日
解
禁
論
に
火
を
つ
け
る
め
に
あ

え
て
け
ハ
同
絞
殺
を
張
っ
て
催
〆
た
も
の
ご
あ
コ
ル
人

や
二
一
上
必
籾
が
；
ヘ
阪
の
手
形
交
池
一
所
大
公
に
お
い

足｝つ
A
U
吋け片山一、

井
i

亡
、
金
制
肘
プ
時
期
山
手
論
を
掠
揺
し
九
J

の
に
け
刈

L
仁、

h
H
犬
伝
与
じ
は
む
括
部
長
と
和
利
大
阪
朝

U
経
悩
阿
部
長
が
金
保
小
川
公
の
い
士
一
州
を
喚

起
し
よ
う
と
相
談
し
た

F

一
と
に
あ
っ
丈
巳

人
は
、
ム
ゴ
川
の
金
制
怒
川
町
刈
閉
じ
に
対
す
る
政
的
。
γ
財
界
の
「
丹
、
ぇ
切
ら
な
い
能
度

J

P

〉

庁人寸
J
M
M
j

二
日
木
将
済
が

川
仙
沼
円
中
に
は
ま
れ
ふ
ん
で
、

の
だ
れ
似
を
し
て
し
ま
う

と
い
う
危
機
感
官
抱
い
て
い
た
ー

の
勃
機
は
い
い
い
ん

ら
か
と
一
一
口
、
ズ
ば
、
宗
明
日
’
の
杭
リ
年
と
吉
、
つ
」
り
も
経
消
モ
ヨ
ノ
ル
の
鋭
占
、
か
ら
の
も
の

A

じ
め
っ
た
c

よ
り
七
八
体
的
一
は
第

宇一氏ー両
1
1る
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の
む
山
YJ

〆
一
ミ
っ
、
「
リ
本
の
兵
出
い
い
な
業
ヰ
ナ
に
ト
コ
え
b
f

出
撃
一
が
オ
h
ノ
知
れ
な
い
よ
う
な
状
山
を
口
尤
正
す
る
こ
y

、九対

に
「
不
同
然
な
人
の
輸
出
禁
J
J

い
よ
コ
ピ
リ
パ
で
の

の
に
咲
い

ふず
己

オ〕

て
い
る
け
ぶ

の
L
A

て
つ
に

カ
タ

経
治
を
覚
醒
さ
せ
「
人
心
の
刷
新

子
一
れ
入
ニ
r

に
で
の
い
い
口
約
が
あ
る
、
〆

平
川
叫
桝
刈
泊
三
は
す

I

山
内
叩
が
な
一
ノ
＼
旧
ポ
ア
品
解
禁
仁
よ
り
「
川
氏
是
に
は
し
り
す
き
戸
、
い
ム
vhA
汁
仙
の
続
出
を
J

症
す
て
き
だ

とい〉っけん川諮問

が
引
き
出
去
、
れ
る

＋勺、

為
が
の
い
小
久
裁
に
苦
L
む
長
糸
寺
市
背
の
決
ぷ
や
川
品
川
ね
な
た
只
合
を
所
札
に
絞
ハ
ソ
バ
け
た
い
大
銀
行
い
r
A
4
解
全
ト

叫
川
容
お
な
姿
勢
を
不
し
ど
お
り

て
い
る
と
考
ズ
九

混
成
会
へ
の
宗
明
百
の
入
居
一
は
、

大
阪
尚
工
会
一
設
一
川
町
町
南
ド
で
向
由
連
尚
運
動
の
熱
心
な
丘
判
者
旬
、
も
あ
っ
た
同
刈
i
w

郎
l
L
樫
践
し

て
行
わ
れ
た
r

そ
の
結
果
、
問
阿
の
政
”
財
学
医
ノ
の
白
刀
者
を
弐
の
よ
う
に
網
羅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
r

紡
績
連
合
会
長

R
7
7
引

出
土
向
次
郎
、
主
同
収
引
rm
管
料
手
長
持
市
崎
、
新
聞
混
合
大
－
収
支
社
民
東
川
す
か

U
本
郵
和
利
一
円
支
右
民
一
品
川
町
市
本
幹
組
、

i
人
収

鉄
i
所
取
締
役
級
一
以
内
情
司
、
大
版
内
議
会
zrw

－
m叩
畑
勝
太
郎
、

ju
大
技
投
白
河
・
一
一
首
王
雄
、
関
川
同
信
門
託
f

与
務
加
除
小
太
郎
、
ト
ヘ

阪
i
常
災
長
八
%
安
、

取
、
綿
花
九
店
長
い
日
i
一造、

所
十
閉
ベ
ギ
場
之
助
、
大
阪
前
十
人
教
一
段
松
附
芳
、
大
版
円
一
川
副

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

ム古村ムんげ刊で斤ハ「也市、

大
阪
司
船
専
務
。
日
町
吉
川
問
、

・
武
川
牒
川
治
、
労
働
稔
円
毘
出
長
委
員
・
百
尽
ぶ
品
、

長
・
町
村
偲
べ
汁
今
大
阪
丸
山
長
・
ム
ハ
竹
茂
郊
、
大
丸
専
務
・
竺
一
ハ
九
州
一
古
、
十
八
阪
有
議
開
手
固
有
仰
松
一
郎
、
竹
原
湖
山
Lt
ド古
a

竹

神
ハ
収
引
い
川
辺
事
長
・
滝
川
儀
作
、

出
削
指
府
社
長
－

m削
政
次
郎
、

H4ん
大
小
組
合
ド
1

・
外
小
山
弘
次
即
時

大
阪
鉄
工
所
専

原
友
＝
一
郎
、

珠
山
・
浮
村
一
久
松
、
に
一
吠
述
争
長
・

i
H町
人
相
一
辺
、
南
海
鉄
道
社
長
・
渡
辺
丁
代
（
郎
、

＝
菱
銀
行
取
る
拘
役
e

山
王
示
文
、
注
品
目
銀
行
悼

E

＼

t
H
J
少

E

ノ
メ
門
司
た

山
口
怖
を
去
バ
と

1J
て
づ
け
わ
れ
た
懇
談
会
日
お
い
一
に

全
問
一
渋
川
行
八
叫
が
優
芳
で
あ
〆

J

た
が

児
γ

ト
札
、
＋
品
川
、
札
海
ら
金
制
引
材
hht
／
什
反
論

ゐ
川
や
が
低
叫
Y
に
あ
る
現
状
伊
賀
「
勾
に
ー
と
っ
て
望
ま
し
い
し
仁
議
ヘ
ポ
を
民
間

L
て
い
た
「

者
も
存
在
し
h

J

彼
ら
は
、

ま
た
小
川
此
な
条
汁

取人法羊JG2位以 zc; :2c1乙 7l
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け
什
き
令

M
F
f
m

川
市
、
紋
持
、
式
譲
、

E
Mで
あ
っ
た
f
F
i
い
計
州
か
ら
の
会
解
禁
論
者
い
で
あ
っ
三
武
藤
は
、
～
の
山
町

は
だ
施
時
期
を
法
律
に
主
コ
て
定
め
2

ぬ
べ
き
で
あ
る
と
日
市
川

1

一
山
尾
は
韮
ん
主
連
勲
打
側
か
ら
マ
J
想
さ
れ
y
M
f
小
沢
対
茶
I

f

J

て
士
ず
ネ

で戸、、
問

ム
ロ
政
策
を
実
施
す
ぐ
＼
き
て
あ
る
L

、
一
張
工
。

2
の
油
は
、
仲
戸
や
校
時
ら
ν、
礼
治
学
者
は
争
法
的
公
金
解
禁
却
／
イ
い
ん
明
γ
民
間
、
町
田
吋
人

も
山
室
J

γ

斗
平
山
出
い
ほ
ほ
却
行
論
ド
昔
、
成
し
て
お
り
、

明

U
の
γ
八
奴
明
円
は
、
「
司
函
各
方
間
内
惟
成
集
り
金
制
肘
州
市
慢
弘
一
の
が
火
山
芋
ふ
一

（
人
杭
－

と
報
じ
て
い
た
n

一
九
へ
仏
汁
i

ハ〔
1
4

円

ま
た
務
談
会
の
議
論
力
、
三
九
体
的
に

歩
進
め
る
た
め
に

金
解
禁
世
情
調
市
γ
ム
こ
が
設
け
cJれれん

f

K
R
J
は
じ
め
に
は
剤
事
会
が

間
か
れ
、
第

い
一
回
現
在
に
於
け
ム
ヱ
凶
際
収
支
の
向
係
争
糾
合
す
る
こ
と
、
が
め
一
一
日
一
一
な
と
べ
〈
兵
休
的
数
宇
に
依
り
ん
ム
解
L

決
心
結

出
木
口
小
一
般
臣
氏
、
株
ド
財
民
ノ
に
小
安
な
J
J

パ
事
情
や
一
徹
民
せ
し
む
る
に
努
む
と

P

｝
と
、
第
一
に
一
一
昨
い
也
市
沢
行
レ
併
し
仁
じ
拘
は
ら
ず
促
目
一

準
絞
と
し
仁
政
府
、

円
畑
山
、
民
間
金
融
業
省
汗
に
紋
E
H
A
が
如
何
な
る
磁
性
を
取
る
べ
き
か
を
町
ず
か
な
ら
し
む
る
に
必
長
な
る
事
反

へ
作
調
存
ず
る
こ
と

世
川
日
ト
ト
理
事
の
m
m
ぶ
れ
は
千
止
と
紅
日
、

tLr弔
問
令
一
は
も
任
坪
ム
市
f
h

F
f
j
Q
こ
と
と
ぷ

fv
た

卜以目、

enM
仰、

松
崎
、
加
藤
ら
む
お
っ

鉱
山
説
会
に
は
参
加
三
、
い
な
か
っ
た
い
干
／
が

令
市
川
万
進
限
付
州
事
【
九
日
」
の
E

丙にい四円
J
i
f

な
っ
く
い
る
の
は
、

門
て
山
U

一J
H
F
動
の
悶
係
も
あ
三
、
利
一
川
、

下
山
、
高
仰
ら
こ
殺
し
か
っ

f
こ
と
、
何
「
が
り
も
役
肖
守
が
令
解
禁
州
行
八
川
に
同
調
す
る
ナ

う
に
与
ハ
て
い
た
こ
と
に
ぶ
る
の
で
あ
？
の
へ
｝
な
お
血
日
の
阿
山
J
r
公
明
、
会
解
禁
却
行
反
討
品
は
児
十
、
一
日
八
で
あ
り
、
ぞ
引
山
一
÷
も
絶
対

ぱ
対
ノ
岬
で
は
な
か
っ

A
h
、
U
T仰
と
の
金
併
設
は
為
対
抗
レ
な
円
一
工
製
山
業
の
凶
際
蕊
争
力
が
技
ハ
ち
る
干

ー
い
た
つ
し
か
し
、
、
一
場
な

原
料
を
け
何
人
に
駐
る
よ
う
な
い
州
刷
業
で
は
、

そ
の
打
m
f
は
同
J

対
化
さ
れ
る
と
も
い
ア
ら
れ
一
一
し
い
た
f

栗
λ
中、

ハ
同
な
ど
大
以
上
薬
ん
h

河
係

者
で
向
山

EP凶
立
一
計
一
に
協
力
山
な
吋
料
品
川
人
は
、

む
し
ろ
め
＃
の
阿
保
に
上
っ
て
に
岩
木
原
科
が
ん
久
く
な
る
と
い
う
弘
’
を
行
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
紡
結

l

北
九
会
委
員
長
マ
山
コ
山
内
総
談
ぷ

べ
て
い
た
阿
部
も

同
判
仰
の
総
山
か
ム
一
口
円
L

ふ
じ
は
張
気
の
け
ん
混
じ
を

情'<JjL主l c2 i.2 9GJ 2!J2 〆.2ill2.7 .I 



一
九
日
る
よ
へ
に
な
る

ん
ね
け
が
ハ
業
と
し
と
は
、
ん
一
解
禁
に
－
h

る
為
日
将
司
の
与
、
ぇ

「
県
補
正
じ
よ
勺
て
七
割
ま
で
は
カ
パ
山
川
以
る

か
お
り
、
聞
が
は
残
る
一
割
L

L

か
L

か

る

と

L
て
、
こ
れ
は
努
話
、
政
択
で
き
る
の
で
問
題
は
支
胞
の
時
別
で
あ
る
ど
品
目
ァ
ー
の
い
す
μ
し
を

証
山
叶
、
い
る

J

さ
に
り
に
阿
郁
は
ム
f

と
な

J

て
は
「
も

L
中
」
同
が
非
解
合
の
十
戸
川
町
で

t
u
ょ
う
も
の
ヘ
ふ
ら
、

γ

メ

7
カ
あ
ん
り
で
は
じ
本

の
将
済
制
態
に
HW4
か
提
ド
L

別
人
ゅ
ん
へ
お
が
あ
る
の
ご
な
い
か
と
の
吃
仙
併
を
抱
く
に
烹
る
で
あ
ろ
う

L
、
為
帯
は
忽
ち
足
落
を
主
工
、
ぞ
れ
い

mu 

に
よ
っ
て
J
K
け
る
お
揺
の
刀
が

k
t
L
mる
べ

3
も
の
が
あ
ろ
う
一

t
述
べ
ご
い
る
u

紺
業
芥
で
も
〈
解
禁
日
授
の
見
通
し
は
は
ゅ
で
は
な

く
、
ま
た
大
抵
に
も
へ
所
持
r古

J

題
懇
談
会
h
J
h
J

児
ら
れ
る
よ
う
に
〈
合
併
紫
↑
刈
ー
す
る
良
市
み
は
少
数
派
な
が
り
ん
て
什
－

l
士
。
し
か

l
一、

ま
た
紡
組
業
界
を
代
表
す
と
立
場
に
ー
め
る
阿
部
の

ム
却
に
け
ん
ら
ー
と
す
る
か
五
日
江
、
主
総
民
主
な
大
手
紡
績
索
、
」
ザ
d
d
h

加

て
貿
易
の
蛤
ん
な
よ
阪
経
治
円
引
を
十
K
L
て
い
る
と
一
言
、
ズ
よ
〉
）
し

ノL

7L 
，~ 

- ;z, 
し

円日じっ
） イぷ

九
,1 

~Ir 
禁
J!IJ 
f丁
ノ、
吋町
~， 

平
生
は
、

て
昨
ノ
＼
一

の
礼
た
る
念
的
削
禁
」
一
土
八
政

L
業
沼
代
J
4
4
部
」
第
一

六
号
、

上
ご
、

金
制
酌
林
j

即
つ
論
へ
の
日
比
対
九
時
と
ぷ
＼

第
一
に
芯
只
の
激
減
、

第
二
に
志
持
の
上
昇
に
よ
る
貿
易
の
悪
化
、

一品

f
h
物
繍
低
nネ
ド
ー
よ
る
む
済
的
混
此

U

丹
市
ト
ド
ー
金
利
の
し
し
日
な
｝
へ
の
懸
念
が
あ
る
と
〕
て

そ
れ
ら
に
い
以
駁
を
加

2

ん
〈
い
る
ん

）（政立J何日，J>: ¥:Ji羽村（）

金
解
禁
論
の
虫
漸

〈
号
制
炉
い
刷
工
川
は
当
初
な
か
な
か
京
川
化
】
な
か
っ
た
c

丈
7

よ
ぺ
ば
九
1

口
千
ば

ι川
中
山
人
の
日
以
パ
出
介
で
は

二
日
物
産
常
務
の
久
川
銃
之

山
保
内
中
心
人
物
が
集
ま
っ
た
た
合

C
金
解
パ
立
が
品
忠
じ
な
、
た
と
き

で
生
ド
対
し
て

八
斗
の
派
出
は
心
配
な
い
と
し
て

liJJ 
ii ー

人
も
〈
ム
削
肝
位
引
に
品
川
刈
す
る
も
の
右
き

に
も
か
か
わ
り
ず
、
「
人
と
し
て
之
を
大
蔵
大
巨
に
込
一
口
づ
る
者
が
い
な
か
っ
一
た
と

一泊一

丹
市
4

仁
平
牛
1
y
i

川
容
円
ノ
で
あ
る
ニ
し
し
を
衣
け
し
て
い
ん
v
f

な
お
安
川
口

uqは
一
ハ
ム
解
常
釘
行
と

JH山
間
追
い
附
主
主
」

述
べ
て
い
た
れ

と
こ
ろ
が

一
月
殺
の

f
ゾ
月
二
日
に
は
、
京
ー
い
？
よ
『
収
両
一
十
形
ー
父
換
所
総
会
が
会
解
九
三
刊
行
を
、
同

九

H
H
は

U
本
店
ア
し
ん
日

日え人法羊j白2(2りわ zc;:J:2c1日 7 
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議
所
が
令
Mr禁
断
／
汀
に
関
す
る
阻
ん
）
ぷ
を
決
議
し
、
全
解
以
南
は
一
八
十
に
盛
り
ー
が
っ
た
当
時
一
の

「九
f
4に
入
っ
て
か
ら

U〕

灯
火
一
九
一
以
砕
か
い
ト
十
八
版
で
あ
る
と
述
べ
、
銀
／
わ
主
、
で
は
、

竺
以
は
大
阪
に
山
l
d

ベ
ご
「
上
に
大
夜
中
刊
あ
リ
的
パ
討
に
H

で戸、、
問

＼
す
そ
の
油
の
t
r
糸川担
rわ
い
が
あ
る
か
h
、
大
阪
の
如
く
単
純
な
る
況
説
、
千
巾
L
け
わ
せ
に
叫
一
立
す
る
こ
y

は
ね
る
州
荘
一
明

b

め
一
ハ
た
が

六
歳
省
内
閣
刊
ム
可
芦
一
が
少
し
窓
わ
っ
た
の
を
い

i

んて

人
以
似
の
ん
丸
諮

J

に
東
京
の
銀
F

わ
が
向
刈
し
た
2
伝
え
」
い

チ
発
火
占
と
｜
一
て
以
京
に
も
叫
が
つ
れ
J

の
て
あ
る
“

そ
れ
で
も
ハ

4
ア
上
主
保
栄
認
は
、

い
い
内
の
工
系
製
は
が
外

E
の

安
い
優
長
兄

の
侵
入
に
川
町
抗
f
F
F
な
い
こ
と
を
法
れ
て
、
八
ム
惚

J

林
市
の
決
L
認
を
行
わ
な
か
2

た「

鉄
創
刊
末
の
よ
う
な
本
ど
保
護
育
凶
巾
心
日
ア
上
業
に
と
っ
て
、
ム
ム
解

日
本
経
済
述
盟
も
同
一
阪
で
あ
～

J

禁
へ
の
不
久
は
f
へ
き
く
、

ー世水炉川
j

楽
部
な
ど
は
こ
の

で
き
な
か
っ
た
っ

H
リい山内、

山川正
Jλ

主
主
一
議
会
子
、

も
J

J

と
も
ニ
の
答
中
ば
、
主
融
や
立
一
長
に
悦

速
や
か
な
主
解
禁
断
’
引
を
川
L
r

す
る
答
中
を
打
、
っ

交
を
生
じ
な
い
J
～
ノ
に
準
備
J
r
u
J

＼
伐
に
断
行
す
る

F
7
4と
な

1
J

て
お
り
、

ν
か
も
そ
の
具
体
的
な
ん
民
の

ン
ヘ
～
－
共
／
」

ョ

j

j
レ
d
f
v

千
九
」
ば
一
併
症
岡
仁
、
二
に
政
附
忠
悦
間
九
」
以
」
で
あ
り

葬
品
会
は
一
掬
尽
の
長
物
」
で
J

め
る
と
断
下
ν
一f、
V

金
解
禁
及
策
の
動
議

也

ι川
政
官
で
は
、

一
十
哉
仰
が
主
解
ポ
論
の
盛
り
ト
L

が
り
に
杵
じ
れ
円
、
動
き
始
め
た
が
、

～
時
価
が
暴
済
す
る
と
ふ
の
小
刀
引
は
η

誠
一
情
し

そ
b
ノ
ヤ
も
は
官
ん
ど
叫
い
は
高
橋
H
A
h
v
p
を
は
じ
め
れ
一
部
品
が
か
ダ
く

ま
た
そ
の
伝
統
的
な
夜
混
政
策
や
川
崎
叫
他
人
女
一
存
政
策
は

叶刊川政を
2
3
h
な
う
主
解
禁
政
策
、
ー
と
は
一
円
寄
れ
な
か
り
た
の

平
生
は
、

全
日
明
菜
す
ふ
り
じ
き
ぬ
対
民
的
乏
の
日
本
政
的
一
を
影
ー
八
な
る

f
日
を
以
C
不
店
長
な
る
鉄
道
司
阿
を
な
L
λ
向
止
決

川
出
向
と
か
、
未
た
法
と
か
を
以
て
h
p
一
間
を
浪
資

L
て
も
市
長
え
の
設
を
迎
＼
f
v
」
し
二
9

ゐ
も
の
だ
l
L
批
判
し
、
ま
た
繁
栄
を
指
散
す

j
、定i
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る
ν
市
川
円
こ
之
校
ー
三
、
、

辺
氏
に
日
比
一
ハ
一
手
あ
り

ム

ば

l

〆

j
S

｝

と
云
μ
？

I

』ザー、、！
V

マノ
n

池
山
ベ
利
竺
を
ボ
向
↑
9
フ
Q

政
l
k
会
の
じ
い
絞
的
な
財
政
方
針
が
批
判
の

対
象
と
な
っ
て
い

討
さ
り
と
れ
な
く
士

J

心
二
一
上
萩
ね
は
主
解
禁
に
つ
い
て
暖
昧
な
設
計
を
繰
り
J
M
二
、
為
替
、
株
怖
の
低
的

4
〆
さ
ら
に
門
町
田
介
の
動

一
日
を
話
、
つ
こ
と
に
な
っ
た
ぺ
村
ー
一
切

4

丸
信
ず
る
対
界
の
い
較
丁
子
見
か
ね
て
成
有
の
志
当
を
向
い
た
ど
し
に

ι

→づ
ノ

ゃ
ノ
「

h
月
末
」
は

方
し
た
芹
常
之
助
、
間
十
字
匹
、

出州北
f

乙
防
ら
戸
い
卒
、
日
済
連
明
主
古
代
ず
れ
に
対

L
て、

十
片
岡
戸
】
は
、

企
解
禁
は
山
U
Fい
せ
「
と
tu
切
｜
一
た

U

内
閣
の
山
川
市
と
む
併
は

mmに
も
地
じ
て
い
れ
一
位
P4
日
刊
徳
七
は
、

政
J

札
会
内
ι
解
禁
問
題
へ
の
対
応
U

小
動
揺
す
る
様
子
を
平
刊
に
刈
｜
一
て

次
の
上
、
つ
に
弘
行
つ
一
、
い
る
に

一
羽
山
川
関
心
隊
出
は
政
友
会
心
伝
統
的
政
府
議
持
の
た
め
主
解
奈
は
絶
対
に
決
行
せ
さ
る
写
を
以
て
円
八
政

ヘω
万
討
を
げ
て
つ
つ
あ
り
し
も
、

H
校
則
u
h
J

に
い
附
け
る
白
刀
半
刊
の
ユ
［
凡
は
九
J
m
明
禁
に
一
明
主
、

I
J
に
対
す
る
司
T
U
の
議
へ

T
U需
々
と
1J
て

政ト
k
ムーの
j
J
釘
に
い
川
内
対
す
る
が
如
く
、
金
解
禁
に
あ
ら
い
ざ
れ
ば
川
町
界
の
救
一
昨
も
ま
業
の
復
興
も
不
可
能
な
も
が
知

i

品
通
せ
ら
る
る
↑

－l

り
？
を
以
て
、
政
友
ム
山
内
問
も
時
は
池
山
川l
均
一
月
間
支
の

U
き
政
l
公
式
の
伝
統
的
政
設
を
も
ど
を
ヰ
ホ
て
、

一
路
会
所
主
に
進
ま
λ

ト

y
－の

意
向
と
な
り

一
十
政
相
も
一
一
説
改
市
の
仏
両
ぷ
解
禁
訟
を
許
は
寸
る
に
ぶ
エ
、
り
ふ
J

る
が
、

打
Y

彩
相
川
は
立
川
叫
に
数
列
仁
〕
て
小
、
佐
伯
辻
勿
論
、

株
式
も
魚
果
戸
誌
を
呈

L
、
川
町
界
は

時
三
倍
性
一
す
を
ー
品
河
川
げ
一
し
人
々

知
山
く
肘
一

f
d
り
た
る
r
o

り

U〕

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

る

【
一
円
影
響
す
る
と
こ
ろ
一
古
人
に
し
て
、
内
ひ
恐
慌
を
ヲ
担
す
の
泣
あ
れ
ば
一
万
円
午

部
を
な
さ
ざ
れ
ば
こ

l
d札
な
り
と
の
読
が
唱
力
な
り
、

政
府
も
必
非

hF柿
示
品
に
絞
一
同
け
し
と
る
か
M
M

一
主
席
p
j
で
あ
る

と
ぺ
野
村
は
、
ま
た
務
副
l
L

計
丈
析
も
ヘ
ヤ
解
禁
の
苧
怖
レ
し
て

AL古
ん
の
お
ー
ム
を
川
が
て
れ
政
笠
刊
を
な
す
こ
と
は
社
会
政
策
i
決
し
て

好
ま
し
き
こ
と
に
あ
ら
ず
一
と
汁
？
に
読
さ
、
こ
の
一
一
品
は
両
前
ー
の
重
h

論
と
い
待
っ
て
小
々
に
有
力
で
、
徐
式
祉
み
市
場
の
恐

乍
中
ト
は
実
行
せ
ざ
る
べ
し

慌
状
怒
と
あ
い
ま
っ
て
、
は
仙
川
は
一
到
氏
一
、

A

i

i

 

と
同
r
k

レ

苛
は
此
友
会
の
伝
統
政
策
を
衿
て

一
、
金
制
肝
だ
に
如
い
た
一
一
十
夜
間
ー
も
、
株
式
布
場
の
動
指
、
勝
川
ず
、
花
や
一
正
金
論
」
の
同
紙
な
ど
の
彰
饗
に
よ
り
政
ム
ム
ロ
内
で
真
重
弘
司

日え人法羊j白2(2りU) 2% :2c1日 7 
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が
品
ま
ぺ
た
の
を
受
け
て

令
解
説
会
一
断
念
ン
た
の
で
あ
る

で戸、、
問

庄
中
内
閣
の
終
震
と
大
阪
財
界
の
評
価

会
解
説
刊
題
む
よ
一
？
に
し

の
方
針
を
わ
ず

J

向
せ
な
い
刈
羽
一
に
、
対
罪
、

f
竹
に
大
淑
H

川
町
訂
作
は
殺
し
い
日
会
向
け
，
ω主
、
勺
に

L

な
っ
し
い
h

）

川日
l
f

単
品
問
崎
市
川
嘉
付
の
員
任
者
処
分
問
題
て
首
刈
刊
が
て
白
ト
に
叱
責
さ
れ
た
七
め
山
門
問
問
総
辞
職
に
主
つ
ん
と
き

財
界
八
の
川
小
山
内
問
問
へ

の
コ
メ
ン
ヘ
i

は
針
対
政
治
の
阿
か
勺
絞
し
い
も
の
で
あ
う

ト
八
！
日
以
毎
日
そ
い
仁
掲
載
さ
れ
た

九
字
六
月
二

C
U）
は
、
殺
人
的
大
紋
別
院
J

人
に
よ
？
ゐ
子

一
内
閣
投
山
川
と
財
H
m
l
」

二
2
4

八
時
一

九

財
し
L
拡
判
ネ
将
介
し
て
い
る

に
と
、
ん
は
十
、
阪
商
i
会
設
所
町
会
山
引
の
点
千
兵
衛
は
、

田
中
山
陪
が
あ
の
則
界
大
到
に
の
付
限
必
受

げ
て
と
苅
の
者
却
は
あ
る
「
か
、
私
坪
を
’
つ
っ
て
財
界
ふ
安
む
サ
め
た
こ
と
仁
つ
い
て
は
そ

ご
っ
i
1
1

戸、
T
し

Z
ち

〉

よ

円一」ベ；
f

i

9

1

才

h
J
／
！
ズ
一

ぺ
〆
か
じ
財
界
不
況
の
ん
I

円
、
川
叫
ん
収
の
緊
縮
か
際
品
川
ぷ
、
固
い
民
に
い
刊
を
一
小
さ
な
け

J

れ
ば
な
ら
ぬ
に
も
拘
り
ず
枯
械
政
策
b

叫
ん
で
常

以
ほ
の
町
民
政
円
取
を
浅
ノ
付

L
え
こ
と
は
実
に
渦
叫
い
を
残
「
も
－
い
こ
い

h
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

殊
に
村
氏
の
痛
切
に
要
空
〆
て
い
る
会

解
説
ム
一
有
円
引
に
断
ノ
打
の
勇
気
が
な
い
し
か
う
で
あ
フ
心
か
ら
ャ
）
の
ロ
ー
か
ら
一
以
て
も
有
忙
の

い
レ
一
う
べ
き
で
あ
る
ー
と
に
角
へ

J
1

の
総
計
識
は
人
気
の
転
染
軒
L
R
7
Q
ム

T
U咋
に
お
い
て

E
い
こ

nb
う
L

と
述
べ
て
い
ゐ
、
十
八
阪
げ
川
市
作
の
ィ
リ
一
怖
い
r
F
h
v

辺
干
作
1
v

二
郎
は
、

次
の
内

相
川
は
も
っ
と
且
一
凶

H
で
あ
っ
て
は
し
い
、

て
L
f
mれ
向
上
の
知
誠

b
な
い
人
が
ト
L

日
中
対
相
引
の
よ
、
つ
に
、
殊
に
田
中
目
！
刊
の
よ
う
い
、

来
の
い
き
え
つ
や
い
臼
川
i
の
配
辞
を
と
り
入
れ
て
、
定
見
の
な
い
精
出
政
策
を
一
？
わ
れ
た
の
で
は
兵
出

U
な
同
尺
が
、
斗
感
ず
る
、
点
っ
と

も
川
小
山
門
山
凶
も
積
極
な
案
は
す
て
た
が

」
れ
を
J

太
行
ー
一
ヲ
る
二
L
f
一
が
市
米
ず
に
終
〉
た
の
は
不
ム
ア
巾
の
f
t

で
あ

J

七

次
の
内
山
出
は

れ
に
こ
り
で
先
寸
ー
ん
剛
院
的
に
政
習
の
削
減
を
町
ノ
打
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ

公
債
な
ど
も
現
在
の
！
ハ

l
活
川
円
な
と
も
っ
て
の
外
だ

:Pi<；.、法学） (i2 <2 100) 2問〆.2ill2.7 .I 
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J

た
い
わ
ゆ
る
消
極
政
策
を
尖
一
付
す
れ
ば
、
一
千
景
気
は
相
川
市
東
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
凶
家
以
遠
の
基
地
吋
や
凶
ぬ
る
ー
に
は
二
午
や
一

年
の
人
人
工
広
／
A
は
註
れ

L
も
我
同
医
｝
な
け
れ
ば
な
ム
ぬ

F

」

17に
、
全
世
小
林
寸
も
ま
九
Jλ
い
じ
ゃ
る
べ
九
億
川
以
ト
も
あ
る
会
を
令
部
海

外
に
出
す
つ
も
り
仁
ヘ
ふ
れ
は
駁
九
十
＼
出
来
る
一
な
こ
と
込
べ
て
い
る
。
ま
た
阿
部
一
尽
次
却
も
1

内
問
の
玄
f

さ
は

F

一
円
際
行
詰
一
ハ
た
オ
界

と
M
F
拾
し
た
人
心
ム
九
九
似
授
せ
し
む
る
l
に
ま
一
と
ト
結
怖
だ

次
に
却
が
付
加
問
引
！
？
す
る
か
判
ら
な
い
い
ヂ
川
川
会
出
い
て
も
切
出
し
て
や
ま

な
い
の
は
慌
底
的
な
対
政
の
緊
縮
じ
あ
る
、

政
友
ム
ム
の
和
一
一
市
政
策
の
松
本
的

υ
て
庄
し
じ
あ
る
，
田
中
内
国
umん
将
済
的
に
句
を
な
し

た
か
と
い
、
ス
ば
た
だ
失
致
の

一
告
に
つ
六
一
る
の

と
述
べ
v

｛
い
る

〈

C
M肝
た
町
行
詰

hiH内
す
る
か
と
う
か
は
と
も
か
く
、

hu統
制
政
に
背
を
！
い
り
る
川
中
山
門
間
に
い
刈
す
る
よ
佼
財
界
の
円
は
似
し
か
っ

た
、
こ
の
」
つ
な
政
友
会
内
閣
の
則
政
経
品
川
政
改
ヘ
心
υ
町
1
い
批
判
は
、

以
日
守
的
に
次
の
一
h
U枕
炉
内
問
へ
の
煎
得
へ
！
と
f

九州か、つ
f

第

号

民
政
党
内
閣
の
成
T
V

井
上
地
之
助
成
出
と
人
阪
財
界
一
紙
一
寸
吏
訓
公
の
ぷ
マ

民

＂~ = 
ゲー
i吋
j罰

n' 
環

日え人法羊j白2(2 : I) ) 2!l7「2(112.7 

金
解
禁
政
策
と
井
よ
準
之
助

p

蔵
相

）（政立J何日.J>: ¥:Ji羽村（）

川
市
吋
明
信
一
計
続
出
一
路

九
年
ド
円

日
沢
口
川
市
学
が
組
到
の
人
命
J

守
一
受
け
と
六
相
に
い
以
打
し

九

ひょヘ
f

此
滑
を
古
か
げ
て
、

政
治
の
公
明
、

刊
以
一
九

l
内
閣
は
一

民
心
の
作
側
、

仙
川
紀

F
U、
対十
J
人
剥
宮
、

手
絡
ル
ピ
巡

設
到
町
広
三
浦
、
訓

芯
低
？
と
味
川
店
、
人
で
鮮
禁
制
川
行
、
社
会
伐
来
の
け
件

υ
、
教
育
の
主
新
を
政
策
灯
柱
こ
す
る
ご
レ
を
立
汁
し
た
り
外
交
同

c
n
N際
協
司
、

静
沈
政
紫
に
お
け
る

h
m桂川、

川
川
町
ん
十
ム
ー
パ
仏
い
子
な
ど
社
会
政
宗
が
そ
の
H
刊
で
あ
っ
ん
n

符
済
政
策
て
は
、
羽
は
の
整
同
町
’
一
治
結
、
当
募
告
と
減
官
、
金
解
禁
均
五
行
が
そ
の
中
心
ご
め
り
、
党
外
か
ら
就
任
し
た
井
同
相

が
こ
れ
ら
の
吹
策
を
担
つ
こ
と
に
花
る
＝
民
政
党
に
も
入
党
し
た
井
心
、
関
山
内
に
お
い
て
ム
へ
き
な
げ
が
饗
刀
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
か
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た
だ
組
閣
当
初
は
、
江
上
の
い
民
政
，
lj
内
閣
と
の
蔵
川
就
任
は
む
二
つ
鷲
き
を
J

引
け
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
、
川
上
は
政
札
会
の
品
橋
ど
判

α
 

ぱ

L
ば
f

は
友
系
と
み
託
さ
れ
て
き
九
ー
か
ら
で
あ
る
こ

ιで
M
M叶
以
討
を
ノ
打
っ
て
き
た
r

め、

で戸、、
問

c~ 

刀ミ

国
際
協
吋
路
線
↓
し
沢
か
っ

カ
ハ
ゾ
午
川
氏
半
は
け
以
降
の
井
1
4
号
の
品
川
F

常

N
h向
性
は

止
育
成
ム
ヴ
民
政
党
の
」
円
刊
日
間
克
也
叫

ま
た
芹
一
H
－一、

以
前
か
ら
金
制
肝
山
口
出
重
論
の
一
豆
町
で
匙
ら
引
で
お
り
、

H
t
u
 

九
守
四
月
、

釘
町
出
庄
位
一

zh金
解
決
を

vmノ
イ
す
る
の
か
疑
時
点
持
た
れ
た

U

り
一

民
政
党
レ
〈
も
諸
民
い
の
深
い
ゴ
i
R木
同
開
の
何
人
向
日
ト
お
い
て
金
崎
市
解
禁
刊
題
一
ー
と
題
し
て
主
一
加
を
円
つ

一、いヴハー

緊
総
別
政
、

山
積
節
約
な
ど
の
半
惟
山
間
間
が
必
山
主
で
あ
る
と

1
一亡、

l
u
t寸
M
ー
た
お
こ
よ
、

H
H
角
1
7
v
l
p

そ
こ
「
は
川
L
4
h
ふ
荒
川
用
ぶ
に
は
、

定
的
士
川
村
晶
子
一
也
べ
て
い
る
川
中
内
閣
末
期
、
け
壮
語
以
J

J

号
、
代
衣
L
て
企
解
禁
い
っ
さ
ニ
一
上
崎
市
に
問
い
た
だ
し
、
金
前
会
不
実
行
の

同
門
科
を
引
え
川
、
し
れ
J

一
こ
と
は
、

強
ド
山
象
を
与
え
て
い
た

？

〕

1
p
u
井
ー
は
、
九

4m禁
政
策
ド
停
に
h
u
足
的
一
じ
品
っ
た
わ
け
で
は
な
い
む
し
ろ
彼
ム
戸
な
が
緊
結
財
政
な
と
帯
慨
を
整
’
ん
て
、
金

液
晶
ボ
忠
行
う
｝
い
れ
円
ハ
ネ
村
勺
て
い

九
丘
茂
子
h
h

ヰ
の
組
品
川
竹
え
を
行
v

実
際
井
上
成
相
は
組
院
比
問
、

プL

思
い
切
っ

や
組
ん
で
以
円
安
節
械
を
む
う

お
設
会
J

閥
系
と

L
て
の
ド
ハ
L
L
は
、
順
M

リ
川
な
え
ヤ
リ
マ
J

で
い
た

一
大
一
九
年
仁

U
大T
銀
’
れ
総
裁
に
な
っ
て
へ
ま
散
の
綾
和
に
よ

hノ
常
市

次
品
仏
国
吋
人
戦
伎
の
f
h

況
を
救
済

ν

一
六
二
年
第
二
次
山
本
権
只
～
町
内
刈
閣
に
お
い
ど
は
依
拐
、
と
な
り
胡
軍
大
震
災
伎
の
い
社
伯

界
内
復
伺
明
日
永
を
／
小
、
）
。

一
ー
ん
じ
ノ
ヰ
の
金
制
恐
慌
附
に
は
再
ぴ
じ
銀
総
裁
と
な
っ
て
品
一
一
明
是
清
流
倍
の
r
f

フ
ト
）
ノ
ア
A

い
協
力
し
れ
J

O

J

叫
JK
】
や
紅
験
し
た
井
の
対
界
に
お
け
る

ιr行
感
は
、
高
信
託
川
似
し
k

な
ら
ん
で
人
き
い
も
の
だ
〉
た
n

こ
の
山
井
よ

は
、
金
融
界
を
背
世
に
財
い
HF
世
品
人
レ
ぐ
し
て
の
地
り
L
T催
す
し
つ
い
た

U

戸
い
本
以
行
総
銃
、

イ
ふ
崎
山
花
の
は
れ
H
刊
の
官
長
い

M

kv崎八
4
融
求
と
し
て
の
切
刊
が
あ
一
，
た
、

1
1ー
は
コ
ル
ガ
〆
な
ど
ウ
オ
ー
ル
街
の
匡
際
ハ
ム
地
表
と
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関
係
か
決
ノ
＼
外
債
借
り
情
状
よ
ら
な
ど
に
も
鑑
み
て
、
国
際
会
川
融
支
の
ヲ
ム
ゾ
ト
7

ク
の
協
調
か
ら
も
合
解
禁
は
必
要
〆
判
断
仁
一
え
い

し、

心 λ
こ古

ノu

Mとえ
I勺j、

丹
江
円
、
津
島
一
占
有

財
務
冶
を
述
｝
、
日
世
v〈
か
ら
伊
】
精
一
億
円
の
ク
レ
企
、
ノ
ト
会
一
成
す
さ
せ
、
へ
ま
帝
京
を
F

七
ワ
て

一ール二一

C
年
九
RJ
に
は
、
第

川
四
四
分
刊
μ
ヲ
凡
人
笠
公
演
の
恰
鳩
町
に
成
功
す
る
〉

て
に
人
り
に

し
か
し
、

民
円
均
一
閣
が
「
わ
っ
た
旧
ポ
T
悩
に
よ
る
金
併
せ
ボ
は
、

丘
業
界
い
と
一
つ
一
J
L

は
献
し
い

実
質
的
に
一
一
容
の
切
り
L
し
げ
を
古
味

L
、

杭
果
を
生
む
可
能
主
が
あ
り
た
。

そ
の
た
め

主
解
禁
政
策
が
支
持
き
れ
い
る
と
捻
仰
が
て
落
し
ん
よ
、
つ
い
対
存
は

κ安
に
つ
つ
ま
れ
亡

い
七
。
刊
に
村
際
競
争
力
の
弱
い
礼
仙
刷
業
な
と
は
汗
片
品
い
桁
ゐ
干
し
l
L
M
Y
予
想
さ
れ
た
の

〈

C
M肝
た
が
表
明
さ
れ
た
と
き

拭
什
叩
目
別
府
ー
に
お
い
て
い
九
確
な
え
持
去
明
を
わ

J

七
心
は
銀
行
業
奴
ハ
旬
、
あ
／

J
L
h
l

一t
u

也

九
r
T

ふ
帯
同
川
ど
が
続
表
さ
れ
る
と
点
早
大
一
以
ー
ち
「
尽
の

γ三
ン
ケ
1
L
銀
行
凶
は
人
L
ト
ド
伶
制
私
持
支
炎
の
山
下
ム
寸
せ
を
か
1

訳
し
て
い
ゐ
）
浪
わ

界
が
金
融
恐
怯
救
併
の
逃
任
じ
生
じ
一
一
余
剰
資
企
の
海
外
へ
の
投
討
を
求
め
た
こ
と
、
外
債
の
信
換
の
た
め
じ
同
金
本
市
一
制
の
採
射
が

v日
要
で
あ
る
ト
Y47χ
ご
y

れ
ん
～
こ
し
y

、
緊
縮
財
政
ふ
之
持
〕
た
こ
と
な
？
と
が
そ
の
川
崎
山
L
P

て
あ
げ
ら
れ
る

J

位
ん
立
作
業
界
に
主
い
て
バ
ヒ
成
相
川
W
R
A
C和
財
政
と
令
叩
明
日
祭
政
策
支
持
い
を
明
碍
に
衣
川

J

た
の
は
人
阪
財
界
の
有
力
V
ペ
け
か
ら
な
る
石
川

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

済
更
新
会
」
で
あ
る
じ
経
治
史
新
会
は
井
城
相
手
」
市
一
〕
て
－
引
け
内
閣
ノ
緊
掃
な
悶
係
一
千
持
つ
こ
こ
に
な
y

ぺ

脳
部
の
ぷ
は
斗
ヨ
沼
司
運
動
の
そ
れ
と
も
共
通
し
と
い
た
（
ご
め
経
済
更
新
会
ム
午
、
江

J

た
大
阪
引
川
県
の
支
将
会
決
い
い
汁
明
、
特
に
j
l

L

し令官
mmは
重
視
す
る
n

の
発
足

ym勤
及
び
以
礼
〆
の
相
対
日
m
を
通
じ
て
、

川

A

バ
L
1
γ
5

1

b

v

f

b

t

 

人
以
一
川
界
L

浜
は
可
制
引
の
所
殺
人
川
河
係
を
検
討
す
る
。

経
浩
更
新
会
の
設
立

小
評
の
川
巾
内
陣
の
予
言
ザ
げ
て
投
ム
仏
に
r
L
円
山
内
関
心
成
す
は
好
汗
の
う
h
に
成
立
し
た
が
、

特
に
よ
佼
財
界
は
金
解
決
と
緊
縮

m
E
 取人法羊JG2 (2 'IJ:l) 2!l'.l「2(112.7J 
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山
町
政
を
か
か
げ
ゐ
内
出
に
大
き
な
期
待
命
的
く
｝
〉
に
な
ワ
た

ト
ヘ
阪
毎
り
は
、

J
A
C内
浦
ソ
財
界
川
｜
新
蔵
相
を
…
心
に
同
一
也

ホい洞門丸山恒

yttM3一」（
7
へ’号

九
一
一
主
r
r
L
1
月
二
日

r
同
一
山
財
界
ハ
一
新
川
潤
へ
の
期
待
を
紹
介
し
て
い
る

μ

経
済
史
新
会
内
－

で戸、、
問

心
と
な
る
干
川
！
も
こ
の
吋
政
友
会
の
「

1
暴
な
る
人
事
行
政
、
傍
若
主
人
な
る
利
k

弘
、
ム
衰
の
切
売
、
時
敗
fMrw
一
〆
一
対
立
ぷ
＼
只

政
党
刈
詞
の
成
J

ム
九
九
好
ま
し
い
と
日

L
ど
い

他
刀
、
政
府
首
脳
も
、
内
山
間
以
す
ゴ
丁
令
米
政
lJ
て一一

h
d
会
な
ど
を
行
い
、
歓
迎
会
受
け
て
い
る
n

桁
問
問
も
な
い
じ
ハ
に
川
じ
、
日

口
肯
川
町
ら
は
伊
勢
神
百
五
ノ
恒
け
の
従
米
以
し
、
人
以
践
で
会
一
義
一
吋
に
い
れ
ご
人
一
祝
経
一
討
会
、
犬
山
k
i
業
ん
ペ
ト
人
…
以
尚
ア
し
会
長
所
中
川
山
内
佐
治

口
品
目
山
去
に
お
い
て
主
解
決
に
問
問
オ
る
泌
泌
を
お
て
な
っ
て
い
る

一
征
何
に
一
目
口
弐
M
v
J
h
H

問
自
に
し

一
院
刊
の
涼
一
討
に
対
し
て
半
生
ほ
、

て
長
国
の
減
い
を
以
て
山
川
巨
の
精
神
を
以
て
身
の
利
宵
告
別
み
ず

記
の
利
点
本
汁

LLL止
越

L
て

路
公
解
禁
の
実
行
に
向
ひ
っ
つ
め
ふ

F

工
一
を
祉
オ
る
も
の
）
↑
し
て
、
廿
ハ
誠
主
と
骨
H
4
と
は
尖
ト
山
首
、
昔
、
h

植
す
る
も
の
」
と
感
想
を
コ
ル
し
、
軍
記
h
z
h
感
を
h
也、
v

ま
れ
除

僚
で
は
汁
i
nは
柑
の
ほ
n
J

、
安
、
点
山
円
相
な
い
と
も
主
内
に
京
阪
九
新
内
問
の
方
針
の
宣
伝
に
努
め
て
い

山
間
以
千
江
阪
の
首
脳
の
来
阪
は
、
日
比
政
党
内
阪
の
院
有
地
ん
の
4E
悦
本
一
か
ゴ
、
、
い
司
令
、
か
〆
一
μ
占
；
内
隠
下
に
も
h

い
く
も
稲
灼
、

波
位
、

（
大
阪
窃
船
仕
長
）

ら
長
老
の
肝
い
り
で

1

戊
長
会
」
が
刊
ら
れ
る
f
d
ど、

人
阪
財
界
／
内
凶
の
交
刊
は
J

付

わ

；［＇；；忌
iJ、J:l 

ぶ人
J

も
そ
の
区
長
線
！
に
あ
っ
F
と
も
一
百
え
る
c

そ
の
p

め
手
4
一は、

ヰ木版

p

－
札
口
自
制
に
は
い
灯
苦
心
を
抱
い
た
も
の

の
そ
の
政
J
一p
d

が
稲
川
川
ー
ベ
商
会
一
間
ら
に
d

っ
て
王
位
ろ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
ド
ホ
上
市
酬
を
抱
い

rt
）
稲
池
J
U
Y

「
止
弔
問
的
根
性
を
以
て
－
一
川

壇
い
独
り
精
子
に
企
し

ヴ
ハ
》
ハ

広
々
と
許

L
ど
い
る
L
L
う
に
、
宮
川
川

H
な
政
策
均
H
ハ
烹
に
基
づ
く
ち
の
ご
は
な
い
と
平
生
は
与
、
ス
た
の
で
あ

こ
れ
に
刻

L
亡
、
私
極
』
i

叫
に
全
解
決
と
滋
縮
財
政
を
I
え
持
す
る
た
め
の

経
ud
出
ん
新
会
が
組
織
さ
れ
品
。
こ
の
会
が
井
叫
－
杓
と

ムへ仮引則
M
hパ
と
を
結
ぶ
正
要
な
沿
人
主
な
果
た
す

2

こ
と
に
L

ノホる「
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も
う
f
j
m
井
ー
は
入
閣
弘
一
初
か
ら
子
放
し
で
支
戸
を
ぺ
け
て
い
F
わ
け
で
は
J

な
か
っ
た

最
初
は
字
解
説
出
h
J

付
一
品
店
〆
〆
て
加
ム
れ

た
川
し
蔵
相
の
ん
針
が
予
測
勺
き
な
か
っ
人
／
か
ム
で
あ
る

二
九
作
ハ
山
野
＼
は
－

H
上
新
蔵
机
は
杭
ケ
刊
な
八
方
十
九
人
、
今
度
な
こ
も
う
ま
く
泳
い
だ
2
い
ろ
と
こ
ろ
が
ろ
う
が
、
僕
は
、
級
統
の

試
情
慌
が
こ
こ
じ
府
わ
れ
て
い
一
ゐ
と
い
う
「
点
か
ら
JY
、
っ
し
ご
う
も
解
攻
d

」
れ
ぬ
こ
と
を
遺
憾
と
す
ふ
。

ヘ
一
六
日
間
巴

九
や
八
年
】
刀

戸
い
）
と
そ
の

「
八
方
尖
人

大
阪
」
件
ロ
レ
の
一

h

川
も

井
ー
の
山
一
字
削
カ
ら
の
全
解
決
へ
の
能
u
皮
ト

小
川
河
併
を
「
慨
し
く
批
判
し
じ
い
た

市

rF」、
1
J
 栄
一
作
か
り
内
問
に
加
わ
っ
た
占
、

さ
ら
に
伎
の
そ
れ
ま
ヴ
弘
傾
内
長
さ
、

才
i

郊
の
人
と
い
う
人
格
的
印
象
と

u
fあ
い
ま
っ
て
当

初
は
井
十
山
内
金
解
禁
ヘ
の
取
り
組
み
の
立
一
定
さ
に
つ
い
て
疑
わ
れ
て
い
た
と
回
相
r
Lて
い

川
と
は
旧
知
の
間
柄
一
℃
ゐ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

T
生
も
必
ず
し
も
最
初
か
ら
八
十
川
前
に
井
を
料
用

L
と
わ
け
ご
は
な
か
り

た

k
u
い
す
相
の
ー
へ
人
叩
降
下
が
あ
勺
た
時
点
に
お
い
て
、

の
財
政
道
ご

J

1

4

、、

μ円
炉
工
Y

ド
斗
ら
ト
ヘ
収
ク
ラ
ブ
有
志
は
、

民
政
党
丘
中
明
日

あ
る
対
械
を
υは
柑
仁
起
川
十
る
こ
と
を
浜
口
、

z
概
に
決
円

ν
て
い
た
川
上
の
夜
間
就
任
は
半
ペ
ー
を
田
川
比
い
さ
せ
、
金
制
町
村
u

慎
重
論
の

H
1
上
が
急
に
泌
を
川
仕
え
る
と
は
い
回
、
て
ど
な
い
の
で
れ
オ

J

内
相
が
金
解
uh
の
五
剣
ふ
ハ
子
ズ
た
の
か
と
そ
の
古
阿
ふ
縫
っ
た
っ
↓
4
1
f
ん
は
す
ぐ
に
、

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

バ
上
に
お
ぷ
、
ー
御
就
任
を
叫
し

踏
ん
一
解
禁
の
さ
h
に
ち
ま
よ
ご
」
ど
を
市
禁
す
」
と
定
夜
を
う
ち
、
さ
ら
仁
大
阪
同
出
通
刈
窃
／
山

常
務
副
寸
の
名
「
、
以
1
、
ト
ハ
上
じ
あ
と
〈
似
合
は
泊
者
向
門
司
J
正
郊
に
御
｛
川
口
市
あ
る
調
f
J
M
今
週
k
アイの
f

仕
に
L

恥
か
れ
、
る
を
河

主
一
北
前
川
山
川
円
祈
念
を
表
す

r

願
：
以
刻
代
刊
紙
済
界
の
安
～
＋
を
に
く
桜
川
た
る
ふ
γ
の
輸
出
話
d
じ
川
け
し
一
平
忠
仰
川
林
市
の
伝
準
請
を
願
び
、

一
日
い
も
干
／
＼
玄
実
存
字
げ
ら
れ
ん
こ
し
を
切
望
す
一
と
、
全
削
船
主
所
行
を
h

慢
す
高
司
を
ん
け
ん
だ
祝
一
治
を
F
J

円
〉
た
た
だ
し
、
ギ
司
は
Uい

ぉ

口
、
井
1

十
い
か
坊
は
の
緊
結
、
出
演
整
却
を
結
に
お
い
て
い
る
て

2
は
河
川
師

L
て
い

こ
の
よ
、
つ
な
消
極
的
な
月
】
へ
の
印
象
も

H
十
が
民
一
弘
一
党
に
人
党
L
C
w正
日
川
宇
一
出
し

まれ
J

一
川
円
九
組
に
去
っ
乙
ん
か
鮮
山
れ
の
た
め
の
げ
「

椛
と
し
て
叩
述
、
十
μ
リ
の
料
九
一
昔
え
な
実
／
打
L
亡
、
戸
式
的
活
動
を
起
こ

7
1久
勢
を
不
し
た
こ
と
に
よ
り
立
わ
，
て
ゆ
く
ο
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平
止
は
、
川
ヒ
ア
れ
た
政
制
発
表
ど
川
い
ず
に
民
政
党
に
人
だ
し
え
役
、
「
民
政
党
ζ

進
系
を
共
に
す
る
一
什
覚
悟
一
今
川
三
、
J

人
吉
八
の
政

J
h示
、
こ
〆
て
し
討
す
べ
く
河
ぷ
の
引
や
や
以
て

U
ら
任
じ
誠
レ
誠
意
ヨ
家
の
片
的
じ
吋
、
叫
す
る
の
決
心
一
を
国
め
ル
ー
と
与
え
、
ア
ハ
に

で戸、、
問

満
一
九
況
に
荒
へ
さ
る
な
り

〆
一
記
〕
と
い
る

J

ド
牛
は
、
日
ト
が
1

人
f
じ
ま
ご
め
川
ノ
＼
白
川
じ
の
栄
え
の
た
め
に
fMrh
又
は
将
済
界
の
瓜
籾

話

mwを
印
叶
屈
せ
ん
と
す
る
知
さ
能
度
を
ト
r

っ
と
い
ぐ
は
間
円
以
内
情
訟
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
2
記
L
、
こ
の
「
心
機
転

に
士
川
、

ー
芭
ハ
に
こ
の
心
を
以
て
設
か
づ
べ
か
：
h
メ
る
む
と
し

ん
か
、
一
λ
は
荷
J

敬
一
一
パ
ヲ
ベ
さ
右
力
な
る
政
治
京
と

L
て
口
八
終
を
ふ
工
小
f
ベ

き
か
一
と
つ
山

L
て
い
る
り
ポ
γ
半
は
井

の
と
め
に
ー
し
を
す
て
て
川
い
択
す
ゐ
こ
と
を
期
待
し
、
役
に
直
村
松
会
：
L
M
H
ロいの一引

ド
キ
」
直
べ
る
つ
も
り

P
あ
っ

川
ム
時
下
市
は
一
以
円
吉
川
↑
つ
つ
い
て
八
け
が
十
ば
↑
関
西
全
旅
口

L
、
演
説

L
C
ま

わ

七
c

同
日
に
は
、

Fi絞
か
ら
犬
山
以
内
て
会

議
所
何
忠
誠
九
百
に
川
内
し
f

九
時
間
ト
わ
た
り
涜
イ
記
し
た
付
限
、

ト八
i
h

帆
官
民
～
同
日
明
戸
Z
L
N
に
出
席
、

3
ら
に
人
以
九
時
円
人
材
院
、
王
恨
の
請
出
余

に
お
い
て
一
凶
川
良
部
一
叶
の
廷
出

υ
と
主
鮮
折
、
」
と
思
ー
て
講
川
会
を
行
っ
た

j

山
中
に
中
央
公
会
主
で
わ
わ
札
九
誠
治
会
で
は
丘
了
1
4
八

が
つ
め
か
け
「
り
維
の
余
地
の
な
い
慌
伐
と
な
り
、

こ
の
防
白
井
l
内
相
の
間
対
旅
れ
に
ド

h

い
け
一
ム
ピ
川
以
は
、

そ
の
金
解
林
市
常
備
へ
の
熱
？
ロ
と
試
れ
に
d

り、

ー
八
一
］
束
十
割
汗
さ
い
J
L
いふ／に

ん
～
ふ
J』
｝

人
阪
の
士
ア
f
7
は

ん
で
止
！
と
夜
山
川
デ
ム
T

解
い
刊
で
リ
時
期
を
あ
き
ら
か
仁
セ
ず
、
そ
の
た
め
の
準
備
と
〕
ご
「
緊
尚
一

が
け
て
い
る
？
一
ど
に
は
い
ら
と
っ
て
い
た

J

た
〆
え
ば
ド
ヘ
阪
叫
戸
ト
の

F

出
出
汁
ハ
山
町
〉
は
、
ー
八
止
の
市
禁
を
伴
わ
ざ
る
川
財
政
経
治

の
緊
惰
は
、
れ
J

だ川川

R
を
し
て
緊
縮
叶
に
い
保
利
す
る
E
L
影
響
の
抗
出
し
珂
わ
し
む
む
結
果
じ
泊
り
、
川
以
的
存
い
対
す
る
転
機
乃
語
拍
的
構
成

チ
t

同
車
す
る
動
川
刊
を
な
す
に
比
ら
ぬ
ヘ
十
八
杭
九

九
二
九
件
十
七
行
人

と
述
べ
て
い
る

f
Mじ
粍
戸
、
毎
戸
い
で
も
、
穴
政
就
い
い
、

大
一
以
勾

U
は
東
京
初
日

東
京

U
Uよ
り
も
ヘ
ム
凶
桂
川
問
題
へ
の
ボ
ル
チ

1
3ン
が
高
く

令
解
禁
則
行
事
？
？
」
担
え
乙
い

平
生
も
井
、
凶
柑
が
全
府
川
議
の
時
骨4

を
明
ら
か
に
し
な
い
占
に
批
判
的
で
あ
う
た

F

↑
生
一
ほ
旧
見
合
九
政
党
議
は

づ
川
房
次
郎
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汀
川
阿
川
引
退
町
一
を
訪
問
し
、
井
ト
の
大
阪
に
お
け
る
府
間
は
白
々
の
味
合
で
あ
つ
う
に
が
、
「
如
何
に

の
嫌
あ
り
て
＋
八
版
人
の

期
待
に
反
J

す
る
も
の
あ
り
し
今
以
て
新
同
紙
な
と
も
少
L
ノ、冷

J

ノ
パ
昧
と
な
り
た
る
4
一
あ
け
」

と
伝
え
て
い
る

U

こ
の
円
4
υ
r
f
一
は
、
刊
帆

初
の
金
一
群
公
を
な
す
も
杭
ν

円
準
備
え
r

え
w
m
m，
あ
れ
ば
金
流
出
の
恐
な

L

と
の
に
～
併
一
い
触
れ
と
、
現
状
で
も
余
の
流
出
を
恐
れ
る

立
要
は
を
く
「
何
手
丸
山
れ
ぐ
全
併
設
を
臨
時
す
？
G
A
O
－
レ
意
見
守
一
述
べ
て
い

そ
れ
で
ム
京
パ
や
お
に
令
府
同
一
で
た
r
一
税
引
は
を
支
将
し
、
む
し
ろ
井

d
I告
書
紋
諸
CF
る
た
め
に
妊
治
主
説
会
一
一
一
r
治
成
主
れ
品
川

そ
の
小
心
と
な
っ
た
の
が
、
巳
生
と
司
外
部
時
次
郎
、
伊
藤
忠
一
式
内
ら
ず
あ
っ
ロ
ハ

杭
止
ベ
小
～
新
ん
な
同
、
当
初
政
危
へ
と
な
っ
た
井
－
の
支
持
者
に
よ
り
そ
の
釦
ヘ
的
な
筏
技
会
ー
と
し
て
一
清
紋
ぷ
こ
が
企
位
さ
れ
、

引

で
い
る
そ
の
忠
君
主
ー
を
J

パ
士
勺
干
牛
は
、
川
間
人
の

む
し
ろ
政

ニーと

附
の
政
策
会
一
支
持
す
る
政
派
ふ
ん
ι
記
去
ら
い
れ
大
阪
叶
川
県
人
の
へ
山
手
竹

ψ
i
M机
斗
l

生
は
小
机
f
U
H

松
円
波
大
阪
l

マγ
ム
「
長
な
と
に
も

l

t

r

：
 

M
仙
づ
1
4
V
F
4
カ

九
月
末
ギ
サ
は
よ
仮
ク
ラ
／
に
お
い
て
刊
際
、

中
恨
は
す

tJ上
去
に
は
山
作
品
つ
れ
な
ipd

った〈

阿
部
と
会
ム
ド
♂
て
、
会
の

発
足
b

決
め
て
い
る
υ

こ
の
い
出
切
に
お
い
て

yv／
は

～
日
間
政
党
政
派
手
超
法
、
ν
個
人
院
一
怜
ト
b

b

縦
脱
、
ν
日
明
門
院
が
行
は
ん
と
す
る
財
界

(i) 

政
お
に
口
、
明
1

〕
之
長
支
持

4L之
会
応
伐
し
又
時
に
被
じ
拾
を
加
へ
て
dハ
）

f
hを
紅
送
す
べ
当
一
日
間
一
今
治
る
こ
と

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

山田川一

で
あ
る
と
い

7
E見
今
述
べ
て
も
保
ら
の
け
ん
ι司
を
い
行
て
い
2

心
こ
こ
の
時
、
川
R
♂
仁
川
部
、

y
f
と
、
安
色
弥
口
、
片
刻

F

火
、
坂

同
伴
太
、
古
各
三
蔵
、
白
柳
f
M
h

郎
、
村
田
省
政
ら
を
発
起
人
？
〆
一
寸
る
こ
こ
、
第

に
1

円
高
～
日
目
員
よ
り
は
た
費
を
獄
収
せ
ず
、

人
よ
り
支
出

Tノ
耐
火
悼
式
と
涜
付
金
と
に
絞
る
」
こ
と
、
第
二
に
伐
兄
成
派
に
調
節
あ
る
も
の
は
涼
外
す
一
ム
ゼ
一
L
一
、
川
知
川
に
ュ
刊
hv

↓

の
会
H
H
J

募
集
治
の
」
は
汚
円

ιμ午
、
井
両
指
】
L
U
T

招
さ
て
本
会
設
斗
の
担
比
門
書
公
会
何
日
ト
於
て
出
品
し
て
山
え
の
一
r
M
鮮
を
戸
け
る
こ
し
と
、

何

人
で
渋
だ
し
た

f

第
五
に
一
本
凶
体
が
い
六
合
同
し
I
d
出
川
す
九
州
川
州
政
ん
f
h
山氏
J

達
成
せ
ら
れ
た
る
と
J
J
U

は
本
刊
は
日
散
す

る
こ
と
や

は
山
通
商
起
動
な
と
に
お
い
て
常
持
な
関
併
に
あ
る
村
田
を
訪
ね
て
協
川
を
依
頼
し
、

平

生

ノ
＼ 

て
の
埠
叫
に

J乙
し

のし！）
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お
い
一
ふ
立
は
終
済
更
新
会
発
足
の
話
闘
を
次
の
工
、
〉
じ
説
川
し
て
い
る

f

「
京
厚
の
完
楽
家
が
1

廿
に
権
ん
に
山
内
閲
し
て
円
じ
の
功
利

v討
を
両
い
E
t
L
め
ん
と
し
い

i

の
攻
出
じ
盲
従
す
る
を
川

AfA川
々
た
る
J
M
、
人
阪
は
れ
斗
円
引
を
以

cf
へ
叩
と
せ
る
完
業
の
市
、
止
人
何
一

で戸、、
問

那
と

J

て
伝
統
的
の
名
誉
を
維
持
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
た
に
は
政
応
の
政
治
と
し
と
国
家
の
出
利
仰
向
進
の
と
め
直
ψ
」
こ
え
た
る
も
の
は

ツ
ん
い
民
吟

L
、
之
ム
九
九
支
持
し
、
ょ
に
援
助
し
日
戦
擦
を
恥
へ
以
C
？
人
政
実
業
家
内
城
戸
旧
安
保
持
す
る
こ
と
仁
M
力
め
さ
る
べ
h
d
ら
す
。

に
は
悟
ー
へ
の
役
提
九
日
と
か
又
は
政
山
川
内
山
女
人
を
d
穫
に
初
刊
さ
で
さ
を
張
り
ご
巳
民
主
交
換
す
る
好
き
松
的
ん
山
台
や
九
日
町
長

M
は
之
を
選

け
八
戸
川
市
た
る
凶
什
仰
を
以
ご
公
然
と
民
主
張
を
羽
カ
ト

L
て
以
て
d
々
堂
々
パ
…
ぷ
人
世
末
永
の
態
度
を
不
さ
ざ
ゐ
べ
か
ら
ず
r

釈
の
舵
き
パ
川
町

。

例
を
叶
る
に
は
本
会
の
蛇
さ
ほ
pp一
向
の
会
な
り

c

一
怯
力
に
阿
仙
川
」
す
る
点
京
の
財
界
に
対
一
閃
し
て
、
独
占
げ
の

つ
－
汁
ケ
堂
々

十
八
絞
実
業
家
の
怒
段
」
ヰ
前
九
己
か
に

L
ご
政
府
J

印
刷
相
指
し
よ
う
と
し
う

γぺ
「
の
喜
一
間

μ
、
こ
の
後
も
繰
り
返
し
衣
則
三
れ
る
c

平
生

伊
藤
の
人
が
山
中
日
と
な
勺
ん
の
い
、
第

に
彼
ら
が
川
上
と
川
川
川
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
仁
よ
る
つ
一
U
U
伊
丹
同

阿
部
、

あ
ま
り
去
に
川
ご
し
な
い
が
、

レ

キ

唱、

" 
よ
λミ

（ま
しず

前
川
白
と
関
係
が
涼
ム
デ
つ

相
干
時
は
阿
探
と
も
毅
？
〕
く

ポ
i

牛
と

川
市
志
川
川
介
斗
9
J
Y役
割
L
M
F
3
2
／と
H
P
わ
れ
る
｝
川
町
仙
ば
、
金
融
恐
慌
時
町
に
お
け
る
近
江
川
弘
行
的
批
理
の
際
、
ハ
ペ
上
l
こ
交
み
を
も
っ
と

以
ヘ
仇
穀
交
を
深
め
信
頼
関
係
長
築
い
て
い

旦
長
一
j
土、

一
が

7
5
？：

伊
藤
、

阿
部
ら
総
業
界
に
州
勢
々
を
が
っ

近
い
高
人
」

の
機
関
銀
行
の

ー
は
初
守
山
市
た

L
て
い
た
〉
ド
ハ
L
L
の
お
U
昨
日
正
人
と
し
と
の
側
山
が
、
紡
伝
来
日
什
の
支
局
と
河
連
が
あ
っ
た
こ
と
は
て
一
め
な
い
っ

ま
た
市
川
ら
が
政
策
的
に
只
政
責
内
閣
の
そ
れ
や
、
特
に
い
い
向
上
JUM
伐
を
支
持
し
て
い
た
の
は
一
叫
ろ
ま
で
も
な
い

こ
f
J
、
左
京
都
勺
f

7
父

7
万
五
万
台
白

l
t

沿
い
刻
わ
る
こ
と
ド
践
跨
が
あ
っ
た
の
は
当
然
と
あ
っ
た
っ
v

て
の
意
味
で
こ
の
人
山
に
悦
も
山
市
バ
肉
的
で
あ
っ
た
の
は

平
生
C
あ
ろ
、
っ
。

F
生
は

r況
は
の
ボ
仮
／
f
d

一
庁
「
吉
六
回
目
な
る
政
p

出
を
行
は

L
め
は
汗
の
病
尽
を
邦
法
せ

1
－
め
ん
2
せ
ば
、

ι
日川州に

μパ

hv羽以
可

P
しい

ど
当
証
日
の
ム
し
は
弘
八
で
去
を
禁
り

べ
し
と
ま
じ
ざ
え
る
よ
、
つ
に
な
乙

G

川
ナ
パ
ー
は
よ
…
以
斗
円
新
田
川
社
料
品
川
部
氏
ト

川
同
の
指
値
付
の
昨
守
、

村
田
ら
に
こ
の
主
張
を
の
べ
た
由
、

一
ー
去
に
付
し
か
る
γ
は
意
外
」

1
1山
ず
ほ

占
「
ツ

μH’

i

l

7

 

J
1勿
川
川
、

1
1
J
 
中
恨
、
パ
古
い
争
、

J、
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ど
、
台
、
剣
に
浜
打
内
閣
や
正
反
す
べ
き
灯
、
あ
る
こ
考
え
て
い

lよ

リ
上
夜
間
が
金
解
決
の
た
め
の
注
侃
ニ
し
て
節
勾
な
ど
を

抗
き
な
が
ら
、
な
か
な
ん
r
評
判
市
の
時
期
を
明
一
し
な
い
こ
と
な
ど
に
は
批
汁
的
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
み
と
つ
で
あ
れ
ば
こ
，
？
会
経
於
に

! j 

べ
主
↑
月
、
あ
る
と
ぷ
ナ
、
の
ご
ふ
の
ろ
、
っ

平
生
は

ぶ
の
認
案
い
も
か
か
わ
り
ず
桁
泊
ら
さ
次
品
川
咋
の
い
氏
名
を
メ
ン
バ
に
か
え
な
；
か

J
T
一

稲
川
川
仁
は
人
斗
7
m刊
の
い
忙
話
人
は

ー

γ

ん
老
併
の
山
神
地
、
認
辺
、
帰
如
、
渇
川
、

M
b式
会
除
い
て
も
ー
の
人
々
与
も
℃
一
工
寸
心
一
と
一
説
叫
す
る
こ
と
と

ギ
ペ
は

保州市
ι十
L

誌
の
都
地
と
で
は
円
三
件
れ
九
%
か
っ
た
ο

r－x
去
を
は
ず
す
こ
と
ト
」
「
内
り
が
一
阜
市
の
小
火
と
の
述
給
と
は

司
リ
リ
二

1
3
1
t
 

潟
を
山
川
す
F
O
と

1
1つ
雪
山
九
い
を
強
詞
1
ょ
う
と
し
わ
と
也
わ
れ
る

位
ん
こ
の
ん
U

が
民
政
党
の
民
策
T
支
持
す
る
以
十
、

そ
の
政
的
性
を
き
戒
さ
れ
る
こ
と
レ
も
な
り
、
こ
の
内
J

は
半
門
店
主
れ
ゐ
と
こ
λ

でふ持、人～～へ〕

れ
と
ぞ
山
一
h
T生
は
八
代
住
f
札
談
わ
常
務
に
も
詩
い
4
か
け
る
が
、

何
人
と
し
て
は
腿
宵
仁
賛
成
で
あ
る
が
、

i

、
hE3ルホ、

ノ
イ
J

、

友
ー
と
の
関
係
で
政
治
と
の
関
係
を
持
つ
「
一
と
は
で
失
な
い
と
距
離
を
置
い

平
生
以
ム
百
円
相
肥
党
派
的
行
倍
を
強
制
利
下
J
J
品
川
も
を
き
込

も
う
と
す
一
ゐ
が
、
結
局
彼
ら
は
名
判
ふ
ん
己
「
さ
な
か
ハ
た

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

平
止
た
ち
は
、
発
起
人
や
4

ぜい
H
の
選
定
を
辺
め
る
一
ト
片
付
で
、
起
%
一
派
れ
政
府
の
υγ
私
財
政
、
主
解
禁
政
策
を
主
討
す
る
会
を
オ
ブ

ン
に
す
る
た
め
、

也
市
公
道
、
附
況
約
」

Z
Cだ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
r

そ
の
私
来
て
J
月
の

説
約
九
三
定
的

に
は
火
の

、
札
別
訪
状
を
発
す
る
こ
こ
に
な
っ
一

思
意
書

合
へ
は
現

i
の
経
↑
凶
一
回
離
を
什
慢
す
る
為

判
件
直
を
杭
u
珪
し
幸
村
出
解
禁
を
に
釘
行
し
利
家
財
政
の
本
践
を
荒
川
な

ら
し
む
る
J
尖

h
h弐
点
打
弓
史
新
の
治
会
一
有
か
八
と
F
F
る
現
殴
町
の
政
策
に
」
ハ
dFヮ

L
h雛
を
ふ
刊
し
て
之
が
だ
現
に
将
注
せ
ん
こ
l
L
を
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以
戸
、
会
こ
し
怒
仁
同
志
相
誌
け
ぐ
い
尚
之
い
史
新
会
を
組
織
す

す
人
は
尖
一
元
凶
汁
に
身
を
声
き
」
何
一
れ
の
主
足
式
円
品
川
に
も
…
同
日
時
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず

U

間｛
J

と
羽
山
リ
叫
ん
市
川
叶
ん
三
一
ム
〈
守
党
と
必
す
｝
も
信
一
て

で戸、、
問

の
政
見
を
川
ふ
す
る
も
の
に
あ
h
ず
こ
イ
叫
ん
対
J
X
怠
惰
に
此
引
っ
し
当
局
を
十
円
回
収
せ
L
7
す
る
も
の
に
あ
り
ず

r

伏
、
も
敢
て
本
公
を
羽
織

し
羽
政
計
一
の
民
政
経
法
一
以
策
E
長
な
り
少
し
と
進
ん
で
I

／
を
よ
ス
持
ぜ
ん
と
す
む
一
川
以
の
も
の
は
支
に
討
す
以
の
市
途
に
涼
妄
を
山
き
尚

〕
河
川
悦
の
途
、
他
に
之
を
求
む
父
か
ら
さ
る
や
伝
川
ず
る
が
め
に
外
な
ら
ず

同
一
五
一
同
感
の
舎
つ
一
に
よ
汗
同
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
ー
す

f

沼
約
は
、
J
7
ペ
の
よ
う
に
｛
疋
め
－
つ
れ

rc
、
本
会
は
口
判
済
出
血
司
会
？
と
私
し
事
務
川
を
大
級
山
花
い
小
の
嶋

ー
ヨ
大
似
経
済
人
ム
事
務

巨
人
一
1

い
招
く

、
本
会
は
国
家
則
政
の
緊
縮
と

R
R
h日
立
州
の
史
γ

殺
を
は
的
と
し
之
に
ん
1

致
す
る
政
策
を
支
持
し
穴
、
ぺ
行
を
叫
伐
採
寸
F

プ匂

も
の
と
ず

、
本
ム
の
と
己
は
引
に
政
戸
川
政
派
に
関
係
な
き
も
の
を
以
て
矧
紋
す

凶
、
本
会
に
ヂ
ム
「
買
と
干
名
を
旦
一
き
一
以
般
の
十
一
税

か
処
却
す

h
、
本
土
人
会
yJ
ば
一
定
一
討
の
推
t
F
W

い
い
依
る
べ
き
も
の
し
f

す

E

ヘ
、
平
会
の
い
訟
費
は
寄
附
今
季
一
以
て
之
を
支
弁
J
1
3

平
止
は
、
こ
の
肢
が
一
山
去
及
規
約
を
日
て
す
れ
ば
、

ー
に
阪
に
於
て
特
に
政
友
人
品
／
一
の
併
長
な
る
関
係
あ
リ
て
い
民
政
史
内
閣
に
多
少
こ

い
へ
ど
も
綬
幼
を
ロ

J

p

h

る
事
一
好
ま
ざ
c
る
利
権
尽
又
は
陪
H
A
L
P川
田
川
係
あ
る
人
λ

々
の
外
は
る
ず
賛
加
を
践
伴
せ
い
と
る
べ

と引此
1

）

、
ぃ
フ
匂
っ

政
ム
ん
公
明
日
仏
W
Eを
除
い
た
超
党
内
的
な
い
ト

L

民
政
均
支
持
剖
体
が
可
能
で
あ
る
よ
、
与
え
た
の
で
あ
る

そ
の
役
、
さ
ら
ド
調
主
を
か
え
に
ひ
日
六
円
経
済
支
総
会
の
発
起
人
が
集
ま
り
、
税
約
な
と
が
託
表
さ
れ
る

u

L
Z
F
〉

j
1
l
i
j
d
ー、
J
J

プ刊河山
f
J新
会
の
発
山
一
人
マ
安
川
以
会
の
メ
／
ベ
ー
の
杭
刊
は
、
平
生
ら
の
科
由
通
い
間
違
致
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
－
ブ
プ

の
河
係
者
と
司
郎
ら
の
綿
業
涜
係
杵
レ
ぐ
な
っ
た

U

充
記
一
ヘ
に
は
、
半
パ
ユ
と
一
ソ
刊
の
ほ
か
、

川
沿
川
政
次
川
刷
、

h
y
岡
安
、
弘
世
助
広
一
ぷ
、
安

じ
弥
l
u
が
な
り

一
つ
月
六

U
に
大
阪
ク
一
ノ
プ
で
向
か
れ
ι
円
安
H
H
A
式
に
以
、

以
H

ー
の
議
ぶ
れ
の
ほ
’
刀
、
t
石
川
勝
次
郎
、

栗
ふ
勇
之
助
、
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阪
川
幹
太
、
喜
多
ィ
人
民
、

に

u

r
R将
美
刀
川
町
し
、
趣
旨
去
、
刻
め
を
免
れ
れ
す
る
ο

こ
の
へ
ち
、

上
町
靖

崎
市
川
持
、
十
周
T
A
巾
利
太
、

町
、
向
原
は
た
阪
神
H
の
、
ハ
吋
官
、

「
け
は
i

人
阪

K
Hの
幹
部
で
お
リ
、
彼
ら
仕
阪
三
ブ
ハ
ア
と
の
鴻
力
は
白
泊
五
互
訪
ζ

ベ
叶
税
に

経
済
史
新
会
の
む
和
感
券
市
め
る
要
制
と
な
る
〉

こ
の
間

T
4
は
l
k哉
門
川
い
と
同
会
L
妊
治
吏
ぷ
去
の
趣
旨
を
説
明

L
て
訳
円
総
司
刊
の
来
阪
吃
び
発
公
式
へ
の
参
加
い
つ

日一一－
K
2

3
i
↑

l
u
 

一
万
、
読
河
更
新
会
の
発
公
式
に
渋
円
、

H

を
お
き
、
政
持
j

阿
川
胞
と
の
密
接
仕
悶
託
会
不

こ
う
L
亡
ド
生
た
ち
は

Jq
こ
と
に
な
ゐ
に
ま
た
そ
の
出
徒
に
半
引
は
、
半
「
吋
問
題
と
な
っ
て
い
た
J

口
火
減
俸
に
つ
き
、
井
比
四
に
中
川
を
勧
告
す
令
書
簡
を

込
J

J

I

、
い
る
し
書
簡
の
中

F
F生
は
大
阪
の
実
業
界
一
じ
の
撤
同
命
、
犬
山
内
部
J

円
、
ト
ヘ
一
収
勾
U
の
社
説
な
ど
十
円
相
介
し
て
、
不
人
気
な
政

取
の
俗
説
は
発
足
す
F

る
経
凶
疋
示
会
へ
の
人
え
に
も
注
し
ー
チ
ん
る
と
意
見
し
允
、
「
生
は
、
一
口
一
〕
吏
減
悼
の
仁
、
つ
な
一
小
間
出
」
の
介
め

に
、
大
手
な
政
策
が
限
引
拡
ナ
喝
ぬ
こ
と
を
恐
れ
た
う
平
生
は
経
消
更
新
へ
μ
発
足
の
平
和
ん
か
一
注
め
る
ん
で
、
川
上
蔵
相
と
の
連
絡
を
計
↑

Y

J

よ
λ
し
y

ぷ
パ
；
J

と
も
二
え
ふ
だ
う
7
ぃ

ム
ん
こ
の
町
、

政
府
は
、
全
部
い
川
U

川
山
政
用
問
柏
市
一
一
を
包
い
だ
洪
ゴ
舟
［
相
、

リ

政
府
は
17

バ
上
蔵
相
の
京
阪
直
前
の
一

日

年

月

け
に
A

一
輸
出
の
M
F
店
長
行
う
と
戸
明
会
」
党
衣
？
い
て
い
る
c

川
丹
、
対
民
恥
大
版
・
名
古
屋
の
シ
ン
ジ
ウ
v

ト
凶
が
ん
γ
ぶい

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

別
組
持
L
勺
人
様
円
一
一
戸
別
を
光
氏
L
P

｛

半
ρ

は
屋
皆
川
出
汁
の
安
定
の
h
J

め
余
マ
ザ
イ
J

掠
カ
附
ノ
れ
を
主
張
L
L
る
全
市
砧
一
7
J
O
人
出
来
年
月
一

へ川町

R
Kゼ
ゴ
て
沢
打
せ
ら
A
V

る
こ
と
な
り

rる
は
実
に
仲
一
日
快
此
ト
な
き
こ
己
主
り
い
一
戸
之
に
£
し
て
い
る
c

当
時
γ
八
円
札
省
の
対
仙
波
（
h
で
あ
っ
た
岸

ι

一口何十
V

の
U
相
u
L
よ
れ
ば
、

主
UF柱

i

小
に
相
刊
す
ム
州
政
刊
の
当
初
の
刀
計
は
、
事
年
「
打
に
実
施

γ

る
と
何
時
に
解
常
の
古
ふ
ー
を
交
r
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ハ
ん
刀
、

に
心
さ
れ
C

「
吋
と
公
＋
仏
本
『
め
て
い
に

u

「
駅
間
の
宅
ノ
h

そ
の
た
め
に
井
比
恒
は
閉
山
系
絞
り
一
替
結
引
の
七
め
の
小
賞
金
者
弘
に
－
L
じ
る
た
め
没
一
月
に
一
一
コ

l
ヨ
l
Lウ
ノ
で
の
ク
レ
ヂ
ソ
、
i

設
定
父

慢
を
い
め
る
工
、
つ
宮
田
に
し
て
レ

二
ー
ふ
か
一
信
一
も
、
主
解
禁
山
発
去
を
U

め
る
一
位
同
の
山
気
」

部
を
此
つ

。コ

上
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ーい
2
J
f
い
え
で
つ
じ

,,ii で戸、、
問

設
立
総
会
と
浜
口
首
相
の
来
阪

十
円
刀
法
の

川
円
ド
j
上
は
来
阪

L

経
済
吏
ぶ
た
の
ν
円
以
す
山
し
一
七
円
の
な
す
総
会
の
れ
ち
行
わ
せ
や
「
わ
っ
て
い
，
ω。
竹
内
泌
が

U

乙
に
来
m限
L
h
J
井
」
上
、
柴
凶
九
円
一
郎
式
市
此
附
川
河
事
、

F
生
、
布
日
時
、
に
T
小
、
村
出
、
佼
川
内
ら
経
済
更
新
ム
ム
の
世
話
役
を
山
聞
い
た
の
一
V
あ

マ
イヨ

そ
の
、
っ
、
ズ
て

七
日
目
一

ι
に

uuf引
か
じ
ふ
阪

L
、
経
r
u
叶
市
ん
止
ノ
ム
古
の
長
員
が
山
迎
、
ス
た
「

打
任
以
民
館
1

市
区
～
一
て
絞
っ
し
し
引
見
し
「
へ
寸

同
ト
八
！
日
以
に
於
打
る
有
力
な
る
商
l
業
背
が
一
凶
と
な
り
て
が
肝
川
河
川
市
人
討
会
を
わ
八
ん
辺
し
以
て
域
政
府
の
絞
計
政
治
を
i
ペ
持
L
校
援
せ
ら
？
／
7ω

F

工
一
は
突
い
i
人
な
る
助
rd」
ポ
あ
る
l
y

対
立
を
述
べ
た

こ

れ

に

汁

て

T
4ー
は
、
白
柑
の
京
阪
仁
吋
当
を
述
べ
る
し
y

阿
叫
吋
仁
、

一
本
会
の
如
え
破

l
t
k
m
凶
ぃ
停
が
生
じ
た
る
坪
山
」
に
つ
い

の
よ
う
に
淫
べ
た
一
大
阪
に
日
け
J
切
実
業
家
即
九
以
上
業
在
日
大
小
強
弱
の
差
こ
そ
あ
れ
独
リ

U
H
いJ
h
ぜ
る
も
の
に
〕

C
R
］の

旧
民
幹
戸

γ
心
い
す
る
も
の
に
し
て
者
午
↓
ぷ
に
あ
ら
ず

J

又
大
阪
は
r
白十一
γ
町
人
の
wむ
と
い
じ
に
烹
に
従
宮
市
4

ず
る
人
々
は
み
な
ず

5
5
2
f
E
C
で

あ
る
う

T
5
5
3
1？
？
？
故
じ

r
c
E
2刀
L
河

J

て
は
鋭
敏
明
限
に

L
f
J北
ノ
、
白
己
の
取
う
ー
ん
一
い
討
す
る
資
力

7
杭
店
店
内
在
広
場
一

地
J

却
す
る
の
明
を
吉
す
る
を
刀
て
々
に
遇
措
せ
ず
：
・
（
山
！
略
）

e
o

－
－
：
か
く
て
ド
ヘ
阪
じ
於
け
る
同
工
ま
’
宣
は
ヨ
じ
の
安
心
↓
し
伏
リ
絞

ruを
な
さ
メ
る
べ
か
し
つ
広
る
よ
ろ
に
余
儀
な
く
せ
ら
れ
あ
る
を
以
て
比
較
均
保
氏
堅
主
な
れ
ば
金
解
禁
い
対
し
て
も
f
J
は
経
済
J

直
し

の
た
め
立
作
業
界
の
安
疋
の
た
幻
必
然
の
も
の
な
る
こ
と
を
花
ヨ
し
、
多
少
の
捻
牧
は

る
J
h

の
と

1－C
立
ハ
断
行
を
ヂ
世
し
h
J
る

な
り
。
よ
れ
本
〈
以
が
引
他
人
と
商
業
者
の
全
部
を
凋
擬
し
て
成
立
せ
し
自
由
仁
あ
る
一
二
れ
に
対
し
て
、

ド
収
用
い
於
け
る
安
楽
家
の

多
数
」
は

1

吹
出
じ
終
3

内
政
咋
に
依
μ
較
し
て
事
業
を
な
さ
ん
レ
に
し
、
計
れ
J

ザ
芝
山
併
せ
ん
と
し
、
椛
川
仙
人
ム
と
か
れ
1
1
杭
資
金
と
か
保
護
関
税
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乙
か
奨
励
金
一
か
何
れ
に
し
て
も
同
家
の
保
護
に
依
け
と
汽
己
の
さ
戸
内
ロ
止
を
権
設
問
ん
と
す
る
の
念
日
目
き
を
M
M
て、

F

こ
へ
現
政
府

の
改
定
が
去
な
リ
と
ゼ
ず
る
も
反
対
ip
が
之
に
以
対
の
克
一
も
を
古
｝
出
品
る
を
知
リ
た
品
川
上
中
止
ん
で
ん
ぷ
を
支
将

L
校
長
す
る
こ
と
が
で

主
一
、
ぬ
「
何
と
な
れ
ば
問
内
閣
が
削
れ
て
反
汁
党
が
栴
に
l
i
t－
七
る
ャ
と
き
に
よ
義
的
報
／
せ
を
な
さ
ん
こ
y

を
～
芯
る
れ
ば
な
れ
一
、
平
生
以

大
波
に
お
い
て

L
た
理
由
を
そ
の
符
済
的
問

υ一
性
か
り
恥
川
し
た
の
で
あ
る
口

乙〉

は
さ
ら
に
係
議
政
治
、
特
に
保
護
刈
怜
批
判
を
展
開

L
、

人
f

じ
主
為
政
省
デ
試
し
り
た
る

E
菜
採
厄
ハ
の
的
策
は
〈
心
ハ
リ
ト

ハ味
4

誌
に
阿
川
も
刊
行
る
も
の
ご
あ
る

f

然
九
州
に
現
内
問
問
ト
於
て
川
悦
荒
川
悦
の
拡
尽
を
同
川
す
ち
た
る
こ
と
が
立
に
悦
守
的
処
青
と
い
ふ
、
へ
く
ヘ
ホ

等
の
ん
も
ム
ロ
V
H

ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
c

「巾
m町〕

6

人
ぷ
は
川
内
種
協
和
山
の
紅
き
は
漸
次
じ
軽
減
し
て
ぎ
長
山
台
理
化
、
科
、
イ
J

此
い
い
制
営
法

在
来
出
什
じ
め
て
以
て
外
巨
リ
山
に
対
流
せ

L
む
ス
の
基
を
造
ノ
J
G
こ
と
に
お
唱
せ
き

4
べ
か
ら
ず
と
苓
ふ
と
述
べ
て
い
る
c

約
一
ヘ
l
y
T
h
わ
た
り
、
日
山
／
池
百
躍
動
と
院
出
νご
す
な
が
ら
、
経
斉
更
新
会
の
航
可
を
均
相
に
説
い
た
の
で
あ
る

ド
l
z

、
Y

1

l
－

こ
の
代
以
！
大
阪
ヲ
ラ
ァ
に
お
い
て

井
！
の
演
説
と
宮
市
川
予
行
わ
れ
た

γ

渋
川
吉
川
刊
の
出
対
応
は
、

八
必
前
明
禁

併
の
一
次
斗
、

断
行
伶
も

の
緊
縮
の
継
続
に
よ
り
、
物
仙
の
低
落
を
促
V
F
f

、
け
只
と
活
の
脅
威
を
除
〈
と
戸
時
仁
、
愉
白
山
地
刷
、
輸

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

人
の
杯
制
を
は
か
り
、
仙
台
及
、
「
阿
以
の
助
伶
刀
一
打
L

L

4
り人
H
誌
の
苔
段
、
国
力
培
止
の
共
泌
を
作
る
方
針
一
号
継
絞
↑
l
b
こ
）
、

ら
に
す
汁
業
貿
易
の
M
2
4
え
な
る
完
成
キ
行
為
ノ
止
め
に
産
業
ム
ロ
4lr
化
、

4
1
京
地
一
進
、

ヨ
際
貸
借
の
改
雷
、
叶
仕
の
パ
人
助
、
交
げ
止
政
夫
一
の
品
以
韮
門

な
〆
を
行
う
ど
辺
、
「
＼
最
長
に
経
済
更
新
会
の
政
肘
の
政
F

苛
へ
の
支
持
に
説
日
争
点
す
る
も
の
と
あ
っ

二
刀
井
上
依
ね
は
、
内

相
川
成
立
一
り
の
在
札
止
ι
p
d
f
i
u江
、
札
法
借
検
よ
八
の
必
要
、

ク
レ
市
ノ
ト
設
定
な
と

こ

5
I旬
け
る
ま
一
＼
の
古
川
力
仁
川
を
一
品
川

f

j

v

、、

ム
灯
、
バ
F
J

ハ）
λ
日

岡
安

1i1 

宋
本

車

ρ
J
殺
は
ム
じ
却
化
、

能
率
化
一
い
よ
る
声
業
、

輪
山
の
転
興
が

uh要
じ
あ
る
な
と
と
抗
ぺ
仁
川
マ

川、

J
ム
七
、
初
出
、
町
出
辰
f
J
防
門
！
レ
〈
井
政
州
↓
と
の
閉
じ
符
育
、
時
来
、
市
舵
一
河
原
市
仁
河
ず
る
質
疑

M
径
が
な
さ
れ
士
。
単
結
に
勺
一

更
新
会
の
お
に
お
い
て
口
ン
下
シ
抑
平
軍
縮
会
宇
治
一
川
町
、
百
る
計
郡
山
へ
＋
権
に
取
引
の
主
却
を
送

J

て
い
る

寸

f

人
毎

L
r
k
片山、

fミ
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,,ii 

一
一
品
レ
ヰ

Fl 

か
j
J
J
て
経
済
史
祈
r
ぷ
り
が
す
総
’
誌
は
ふ
人
盛

v
の
う
F
つ
に
巡
行
J

一
札
口
白
相
月
身
、

i
t

－
－
、
一
一
、

7
1
3
7
f
I
T
1

！
L
壬
日
ト
長
4

し
て
一
μ

A

4

1

K

1

7

と
1
4
J〆イ

で戸、、
問

非
U
2
「
山
引
似
た
け
町
の
山
間
会

の
な
カ
咋
l
此
松
と
こ
も
に
一
喝
の
議
演
を
な
し
た
と
そ
の
感
銘
を
去
二
、
い

二
刀
法
非
l
A
L刊
の
閣
凶
銀
行
大
会
の
た
め
の
心
不
況
」
あ
わ
せ
て
経
済
更
叫
ん
ム
の
ベ
会
が
十
可
作

一
日
仁
司
倍
さ
れ
，
士
一
と
に
な

そ
の
ほ
か
に
も
井
」
ば
ド
ー
の
来
阪
の
際
に
は
絞
円
一
史
刻
会
と
の
懇
談
会
な
ζ

が
閃
か
れ
、

ま
た
ギ
ペ
を
は
に
め
割
以
即
日
に
よ
る
東
？
以
内

ハ
十
訪
叫
町
が
頻
繁
円
、
な
る

井
一
司
栴
と
じ
由
通
商
畑
中
耕
レ
J

関
係
修
復

イ

経
治
更
u
糾
へ
山
い
い
い
叫
け
る
亀
裂

こ
の
上
、
、
に
井
上
成
川
刊
を
中
心
と
j
る
ヘ
ム
解
禁

J

以
後
、
緊
縮
川
出
此
を
支
援
j
p
Q
同
体
と
し
て
山
川
泌
の
内
に
成
立
し
た
T
M
済
区
新
会
で

あ
る
が

ぞ
の
内
部
は
ub
「う

J

も

枚
岩
で
な
か
ハ
た

ま
ず
会
の
校
一
志
る
附
町
市
ら
総
業
関
係
主
こ

U
出
通
稲
荷
准
主
す
る
ω
β

の
関
係
は
凡
主
的
f
d
も
の
で
は
な
か
っ
た
れ

川
什

um円

m
U午
、
の
わ
合
せ
に
お
い
、

円
価

4
u糸
v一
一
且
ハ
な
ど
を
み

t
む
れ
た
ド
社
は

～
仰
い
山
刀
打
州
3
4
人
の
巾
を
伝
へ
た
る
町
人
ー
の
士
会
慣
と
て

然
利
に
散
に

L
亡
己
満
足
に
耽
る
こ
と
は
免
る
能
は
さ
る
人
な
れ
ば
、
数
十
万
全
を
安
工
、
内
町
を
購
び
十
口
近
打
ア
γ
先
輩
す
る
に
ι町

中
L
7
れ
ど
も
、
長
幾
分
ゐ
一
刊
さ
て
伺
約
千
一
政
治
す
る
八
子
て
宇
ザ
一
き
る
は
如
何
に
も
院
は
し
き
こ

2
な
り
一
と
そ
の
富
山
一
市
ぶ
り
を
士
川
々
し

げ
に
裕
い
じ
い
る
u

抑
糸
関
～
雨
時
題
を
か
カ
え
る
紡
績
楽
界
は
、
当
初
必
ず
し
も
れ
山
辺
商
注
致
ャ

は
な
く

こ
の
凸
4
9
も
い
ド

饗
し
て
い
た
て
あ
ろ
う
り
ポ
γ
主
は
、
紡
績
染
者
に
つ
い
て
一
ベ
パ
見
の
明
な
く
し
て
綿
糸
持
悦
の
撤
符
f

人
は
鮮
減
を
恐
れ
て
次
々
の
送
卦

と
不
械
や
も
、
て
い
わ

J

そ
れ
で
も

F
生
と
阿
部
の
関
係
が
破
綻
す
る
ご
と
は
な
か
っ
七

た
と
え
ば
東
沖
伯
仲
！
仙
の
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児
玉
と
五
月
的
関
係
は
ム
バ
の
江
川
足
当
初
、
か
ム
更
し
に
し
こ
い

れ
店
内
ん
新
九
五
に
お
い
て
は
、
財
政
士
、

1
Lを
支
持
す
る
こ
と
右
ど
で
は
一
致
し
て
い
た
か
、

Y

ー
た
ち
の
日
｛
寸
司
湖
窓
訪
が
す
べ

7J人
持
さ
れ
て
い
れ
わ
け
で
は
な
い
コ

上
い
ん
川
せ
に
お
い
て
干
生
が
羽
ね
問
題
を
回
向
之
」
い
／
一
市
L
川
た
の
L
対
〕
＼

カ
ら
は
、
一
抗
争
一
異
ド
す
る
人
も
い
る
の
で
い

iLη
わ
せ
る
」
つ
に
と
い
う
ぷ
兄
が
あ
い
川
、

抗
日

* ／，← 

,,, 
は
附 lq 
問
し
寸p
'd. 

L、

」ト
よ,, 
：、引？？
。凶

収
問
、

川
刊
に
お
け
る

μ由
通
商
に
関
す
る
ギ
刊
の
1
1い円ノ自
T
r
i

べ
の
呉
市
は
、

実
際
、

吏
新
人
h

に
も

一
公
の
お
で
な
－
ふ
り
に
の
て
は
な
か
て
た
り

小
川
川
淑
之
助
（

U
本
ベ
ィ
ン

P
社
長
、

な
ど
保
護

r
義
背
が
存
立
し
ご
い
た
。

J
3
a

わ～、

一匹
U
自
柑
千
礼
工
蔵
相
が
為
替
の
b
J
衡
を
念
頭
に
匡
立
ト
ド
店
長
川
市
平
消
当
節
約
を
説
い
て
い
た
こ
と
い
は
U
号
沿
が
倍
、
T
J
J
h

J

則
刊
以
ノ
ベ
感

J

は
私
二
日
曜
引
が
、

凶
一
説
川
出
を
役
刑
ー
さ
一
え
JJF
れ
ば
、

ー
半
々
と
外
凶
品
？
と
ι
一
下
山
山
本
る
と
い
っ
て
い
る
そ
の
弘
一
：
円

が
府
川
ら
な
い

割
安
の
外
国
日
が
あ
る
以
、

剣士「ハな

E
F門
川
で
説
中
川
本
る
と
い
う
干

l
y

王、

か
れ
わ
れ
の
4

宮
山
戒
の
た
さ
ぬ
と
こ
ろ

ご
あ
司
令
」
（
J

八間引い

ノL

川
中
年
八
月
日
）
し
）
述
べ
て
い
る
い
担
刊
の
背
景
に
は
関
税
評
議
余
で
合
同
町
禁
対
散
と
？
〕
七
、
保
設
問

税
が
山
北
り
手
一
一
j
f

さ
れ
一
に
い
た
こ
と
が
あ
う
た
υ

）（政立J何日，J>: ¥:Ji羽村（）

川
出
ぷ
に
お
け
る
一
Z
J
九
日
出
一
に
お
ド
て
も
、

利
主
す
ぎ
て

井
上
の
治
虫
節
約
高
に
だ

J

て
岐
出
、

「
余
り
約
九
百
節
約
の

」
行
財
は
、

芸
い
相
退
去
に
陥
リ
為
め
に
産
烹
の
振
此
ハ
を

M
2す
る
の
対
あ
れ
ば
、
批
じ
に
印
円
高
ゼ
ら
れ
た
レ
一
反
論
気
味
ド
注
意
を
が
〈
起
1

二
、
ぃ

る

合
一
れ
に
汁
し
て
干
生
は
人
の
曲
、
も
い

h
R川
甘
く
れ
ば
ィ
人
々
心
緩
み
、
消
官
以
制
約
を
U

却
す
る
ド
ム
土
ハ
リ
切
惜
の
W
Z
H

張
味
を
尖
r
h

川
二
あ
れ
ば
、
政
有
と
し
と
は
ど
こ
ま
で
も
消
費
節
約
の
商
店
十
品
、
L

共
に
力
行
を
奨
励
し
て
以
て
医
薬
の

、aj
山一一品一一一

1
1
よ
よ

i

1：干し
し／二
亡し
f1l1 
裁

人緊
結

ては
る，；，， 5J~ 

うr

叫、
?, 

識
の
ヌコ
日；f
f戸

れ

ど
は
ン
こ
ま

ル
ニ
ー
と
を
荒
司
一
工
す

と

芹

を

支

一
一
七
日
の
総
公
に
お
け
ゐ
井
一
と
の
質
疑
U
答
で
も
泊
費
節
約
＼
の
疑
問
が

一
の
会
員
か
り
山
て

政
町
山
財
以
零
紘
を
I
J
一
持
し
て
も
、

同
い
弐
に

一
川
費
節
約
」
を
求
め
る
こ
と
は
不
況
を
悪
化
さ
せ
る
で
け
で
あ
る
と
の
日
必
は

一一「
L
I
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約一
hJ
ワ
レ
f
一
の
で
ム
め
る
じ

,,ii 

こ
の
内
山
に
ワ
い
て

、

＼

【

h
け
よ
本

の
サ
ン
ソ
ム
児
科
守
会
ポ
ヲ
ハ
出
向
C
m
C
M
官

M
P
5
0
5
～
が
井

λ
炉内門
ml
と
会
円

主人

:Pi<」、法学＇ r:2¥2116) :m 〆.2ill2.7 

で戸、、
問

金
解
禁
政
策
と
自
民
通
商

改
礼
ど
大
阪
州
問
の

？
交
い
ム
訂
正
い
の
原
川
刊
の
つ
は
、
金
本
ド
刊
を
夫
弛
す
る
立
場
い
あ
一
リ
た
成
有
問
の
川
出
際
収
又
へ
の
配
間
か

h

リ来
vt
い
た

［
て
そ
の
令
都
一
一
開
設
に
関
す
る
見
断
を
問
い
た
だ
し
七
結
果
の
報
出
か
ム
検
討
す

山
町
山
間
占
ー
が
い
問
慌
に
指
い
和
さ
れ
、
そ
れ
に
対
」
一
一
ヲ

る
川
の
口
川
ん
が
り
か
る
か
ら
で
あ
ノ
ベ
」
位
刊
に
術
援
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

川
町
ゲ
収
I
ん
の
赤
山
J
l
y
u
貨
の
流
出
の
間
山
出
口
で
め
ゐ
乙

前
半
む

川
川
際
以
支
の
関
係
に
つ
い
て
の
応
答
や
一
山
i
v

勾をご
ヲマ

に
、
サ
ン
ソ
ム
は
問
題
ー
と
ご
み
に
ョ
安
に
つ
い
て
数
年
に
わ
た
る
リ
人
了
の
国
際
以
メ
の
み
ナ
に
よ
る
も
の
で
あ
了
、
の
ぶ
広
三
一
歩

入
品
く
ー
か
減
ム
す
作
目
一
や
ご
ら
な
い
限
り
、

会
解
禁
は
↑
円
、
駄
で
は
と
v
い
か
こ
問
い
丈
で
し
て
い
る
c

井
上
は
、

夫
元
ヂ
コ
ゴ
、
止
、
き

1
1
i
f
v
L
v
l
d
 

の♂凡
h
ノ
で
ふ
も
る
と
川
合
え
て
い
る

止

E
r
L

幼時
υ
は
明
ら
か
？
は
な
い
い
叫
ん

約
三
行
五
千
刀
円
の
ナ
小
山
j

で
は
な
い
か
レ
の
作
ン
ノ
2
A

の
伺
い
ド
ド
は

井
上
は
、
’
k
u胤
省

は
貿
易
統
計
に
、
け
い
主
主
仏
コ
て
こ
な
か
っ
た
と
し
つ
つ
、
組
に
つ
い

t
は
お
お
も
ね
同
意
し
た
〉
し
か
し
円
本
の
へ
は
と
玄
か
ら
与
え

l
k
釣
り
A
i
い
な
救
出
J

、
は
＆
い
と
井
は
答
え
ご
い
も
り

第
＝
に
、
も
し
亦
h
j
を
な
く
す
か
減
益
レ
ヲ
必
安
が
あ
ゐ
と
し
た
ら
、

丹
市
中
仏
な
手
段
と
し
て
は
、
外
冨
カ
ら
の
愉
人
ゼ
減
ら
す

i
R

：
J

ミ
〉
、

こ
と
己

ιな
し

刀

と
ザ
ン
ソ
コ
H
H店
主
川
し
た
、
ー
バ
r

～川、

そ
の
足
り
て
あ
り
、

現
政
附
成

J

リ
ム
筏
八
〈
ド
〉
日
間
の
数
字
ご
は
、

貿
易
は

τ



ー
い
の
白
山
ナ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
け
脅
す
ぐ
J
え
で
あ
る
し
r
J与
え
た

第
刈
い

そ
の
数
字
は
い
か
い
説
明
す
て
き
か
と
い
、
つ
サ
ン
ソ
ム
の
問
い
に
は

一
坂
什
河
の
即
抗
日
結
ム
マ
バ
究
会
知
っ
て
い
る
怜
人
長
主
は

湾
外
へ
円
、
引
ヶ
宇
一
知
刊
し
減
ー
り
〕
と
い
る
と
北
L
し
は
答
え
た
ラ

ル
E
市

τ凡い、

ぞ
れ
は
じ
川
崎
必
心
球
的
安
利
で
は
な
い
か
、
哉
ur－
－
は
そ
の
よ
つ
な
輸
入
の
傾
臼
は
持
続
す
る
と
考
え
る
か
と
の
サ
ン
ソ

ム
の
向
い
に

井
」
は
心
法
的
夜
間
が
大
き
い
こ
と

政
い
川
に
J
っ
て
糾
殺
さ
れ
た
フ
ィ

l
リ
／
ゲ
の
持
続
は
川
難
で
あ
ろ
う
こ
と
を

JjJU

、ノ、」

引
が
ふ
寸

が
円
の
為
替
の
引
き
？
一
げ
を
仏
い
い
っ
て
ハ
ゐ
こ
と
、
M

貯
山
刊
川
、
削
の
川
川
正
月

l+ 、2え

L二

輸
入
業
者
の
注
文
抑
制
の
明
確
な
珪
山

間
に
つ
い
て
は
用
除
に
円
及
し
な
か
っ
た
乙

第
六
に
安
行
，
十
M
U
引は、

本
ψ
ー
に
ハ
帝
断
材
イ
を
促
進
L
9
る
の
か
、

為
法
〔
に
は
話
相
一
ア
し
な

そ
の
資
金
は
川
内
で
げ
川
賛
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

い
の
で
は
な
い
か
と
の
A
J
J
ソ
ム
の
町
、
＼

政
山
川
の
～
ヱ
出
的
会
航
u
A
に
は
輸
入
も
丹
念
ふ
れ
る
、

し
か
し
卜
又
出
の
緊
縮
の
T
t

上

ご
河
市
川
は
人
々
り
よ
よ
ゲ
一
不
す
こ
と
に
あ
り
、
以
山
川
す
出
の
減
少
は
人
々
の
個
人
支
出
の
減
少
を
も
た
つ
す
で
あ
ろ
う
、
と
ん
行
、

z
r
d

山
南
同
じ
に
ザ
ン
ソ
ム
の
輸
入
は
少
政
争
、
の
一
部
と

J

て
、
山
同
拾
の
4
B
T

川
女
な
準
見
J

み
一
考
え
て
い
る
か
と
の
悶
v

に
、
パ
し
は
い
次
の
よ
う
に

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

川
将
、
え
た
）
そ
れ
は
私
の
政
治
ず
は
な
い
c

最
終
的
立
者
に
安
価
な
も
の
を
供
給
す
る
こ
と
が
口
氏
い
こ
伝
じ
て
い
る
／
｝

J

、
副
議
を
例
こ

L
て
ル
め
げ
ノ
た

井
と
は
関
税
奔
品
会
じ
は
、

討
が
上
が
礼
ば
p

何
人
川
河
の
値
段
九
九
J
F
1
p
n
円
六
の
産
業
が
れ
乞
さ
れ
る
と
主
張
す
る
セ
ク

ン
ョ
ン
が
あ
る

）か

ν
井

i
斗
骨
は
、

そ
の
」
う
な
じ
い
訪
で
珂
税
引
さ
上
け
の
改
刀
を
／
「

J
一
〆
に
は
反
対
で
あ
け
、

長
国
内
緊
急
斡
八
糾
臣
法
（
出
h矛先
5
4
L
E
m
h止さ

の
よ
う
必
刀
品
川
に
貸
成
ご
あ
る

そ
れ
は
、
議
会
に
諸
る
こ
と
な
し
い
あ
ゐ
透
の

閉
山
惜
の
変
更
を
ノ
f
う
権
限
を
は
守
に
与
え
ゐ
。
こ
れ
は
多
く
の
凶
で
導
入
一
ご
れ
て
い
る
ア
ン
千
ダ
、
〆
ピ
J

グ
法
に
臥
析
が
あ
る

時）。
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金
制
炉
ハ
川
市
を
尖
施
す
る
ず
人
め
に
国
際
収
支
の
ぶ
つ
J

の
僻
れ
が
主
要
で
あ
る
こ
の
汚
識
は
、

汁
ン
ゾ

L
Y川
什

L
l
蔵
相
ニ
の
川
向
ご
共
ふ
れ
イ
」
れ

亡
い
る

〆

47J輪
日
け
の
忽
聞
が
ヨ
め
な
い
現
状
で
は
、

を
叫
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

貿
易
心
収
支
を
口
4
｛

J
化
す
る
た
め

で戸、、
問

L

し
は
河
税
に
ト
ふ
る
輸
入
抑
川
を
公
定
し
J
L

い
る
が
、
な
ん
ら
か
の

H
法
て
月
間
出
収
支
の
ベ
ラ
／
ス
を
さ
七
こ
し
一
歩
一
干
視
二
、
い
る

J

つ
は
、
泊
費
の
ん
州
司
で
あ
る
つ
政
付
文
向
、
出
川
氏
丹
市
安
土
山
刊
の
仰
刊
が
役
の
ん

FHmに
あ
一

J

一
た
ラ
ま
た
l
ト
は
－
一
般
的
な
刈
悦
引
き
上

げ
を
九
日
常
し
つ
つ
も
、
京
共
同
に
刈
砲
を
引

3
L
げ
る
也
限
存
一
政
府
に
号
、
え
る
種
の
伸
縮
閣
悦
の
苧
入
者
ほ
の
め
し
か
し
て
い
る

U

ー
ル
『
羽
刻
叉
ノ
は
成
町
の
荒
川
化
財
政
に
は
拍
子
を
送
り
な
が
ら
、

uhん
の
約
交
を
抑
ズ
ゐ
考
え
に
は
異
論
が
強
か

J

七
コ
ま
た
、

u
h
y
h
 

十
日
一
沼
動
の
鋭
I
円
か
ら
、

関
税
引
き
l

げ
に
つ
な
が
る
杭
皮
め
導
人
に
は
、

次
に
同
院
長
一
＝
叫
ん
日

強
い
反
対
日
か
あ
二
た
〈
二
の
点
に
プ
ベ

の
動
向
合
口
川
て
ゆ
く

' 

口

山
川
税
容
哉
、
山
と
亡
山
崩
函
連
動

一
片
山
斗
門
院
は

dJυ
士
山
止
後
の
八
月
ド
L

仁
会
政
反
容
一
J

話
会
、

悶
際
パ
H
M恰
峯
読
人
山
と
村
ぶ

十
人
審
ぷ
会
の
一
っ
と
下
二
、
一
山
問
攻
詳
説
ん
h
」
歩

民；：

ベ
う
月
以
内
に
答
巾
を
出
す
〆

υ
て
い
た

J

内
問
v
わ
い
い
脳
問
的
関
投
問
忍
を
一
ム
一
祝
す
る
姿
勢
を
ぷ

L
Iも
の
で
あ
っ

内
J
句
会
長
に
就
任
L
ナ
浜
口
が
ね

孔
の
総
会
す
、
月
九
け
）

に
h
い
ご
「
広
世
犬
伝
議
設
誌
を
い
畑
ヰ
ィ
ド
崎
直
す
る
の

h
引
を
以
て
屯

行
司
抑
制
度
を

ー
山
憤
主
に
昆
出
す
べ
き
時
期
℃
は
主
い
ふ
り
工
、
記
ふ
の
で
あ
り
ま
す
一
？
こ
挨
ぷ
〕
て
い
ゐ

E
lヘ
計
プ
北
九
ノ
文
例

τ

：F

一

日
干
U
K州
1
1
l

市
一
一
置
く
こ
少
を
一
不
峻
じ
て
い
た

J

ふ
安
門
叶
（
の
哨
I

ぶ
れ
は
、
帥
町
除
4
5市
川
ル

、
井
上
準
之
効
（
丘
病
）
、

T
臼
弘
前
r

良
林
）
、
依

d奇1

大
橋
訴
ん
部

弐
内
作
川
1

衆
掃
討
叩

民
政
吋
元
）

か
ら
小
山
仏
、
芳
、

（
加
問
［
ム

の
四
人
目
、

度目

じ〉

[' . 

州
市
街
半
f

／
」
徒
、
以
啄
十
一
ア
九
日
付
州
、
山
聞
か
り
山
Ur

侠
次
針
、
児
玉

ほ
（
東
洋
同
伶
ム
以
E

台
、
問
地
主
門
市
郎
－
綿
織
物
輸
山
尚
）
、

口
f

九
郎
（
＝
キ
ァ
同
事
へ
h

子
、
安
川
佐
之
助
一
束
、
J
レ
1
3
J
会
「
む

川
五
一
一

urn九
印
さ
れ
仁
い
れ
J

の
立
昔
、

こ
の
う
む
よ
ル
リ
リ

:Pi<；.、法学Jr:2 "2 11sJ :rn 〆2ill2,7 .I 
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山
川
法
、
£
川
は
F
J
H
m
山市
ρ

古
河
運
動
の
九
一
ハ
起
人
で
あ
り
、
関
税
整
問
に
叫
泌
を
一
小

L
た
凶

f

ぶ
れ
で
あ
る
c

門
司
足
羽
子
設
の
苦
ご
日
／
方
は
、
す
訪
日
民
主
足
結
党
時
の
政
綱
に
は
辺
れ
い
ご
い
な
い
が
、

以
人
司
一
犯
菌
防
刷
訟
に
か
な
け
」
仏
4
4
J
て
い
？
と

苦
え
ら
れ
る

J

す
で
に
言
及
〆
た
よ
う
に
一
九

八
年
九
月
、

子
是
正
す
る
刊
門
戸

浜

μ
総
裁
は
、

凶ほの
A
成
主
P

I

1

補
ゅ
は
読
の
倣
U
J
宝口

？ ;¥' 
り

同
様
い
岡
山
山
間
泌
尚
主
誌
の
世
相
J

伸
一
か
必
要
で
あ
る
と
川
吋
で
へ
ど
い
た
っ
た
だ
し
「
古
人
は
症
と

J

仁
絶
対
向
由
貿
易
平
義

ち

r
i
張
せ
ら
と
す
る
も
の
で
は
な
い

情
々
の
羽
川
畑
山
川
町
川
は
政
y
日
比
刊
誌
査
会
戸
J

の
叫
究
を
ね
ち
た
い
と
も
店
べ
亡
い

と
ωH戸
工
会
つ
一
け
、

持
事
訴
恨
は
、
こ
の
日
け
の
演
説
を
同
政
党
の

自
由
上
主
へ
の
似
ー
一
一
を
ぷ
す
も
の
と
論
じ
て
い
る

ま
た
特
河
川
書
且
お
外
町
も

一
我
医
に
於
て
も
事
情
の
討
す
限
り
、
経
併
の
鎖
店
、
よ
義
を
棄
て
、
引
符
と
の
間
い
什
白
石
町
れ
わ
給
会
一
弘
一
行
ふ
基
慢
の
一
に
、
海
い
外
貿

H
切
の
発
［
喪
徒
一
期
し
て
ム
ー
刀
を
よ

れ
ば
な
り
ま
廿
ぬ
」
（
一
九
一
心
江
一
汀
一
二
川
栄
訳
版
一
じ
め
演
一
試
）
と
通
商
に

t
ふ

出
家
全
パ
止
の
日
比
店
し
を
述
父
、
f
パ
ぜ
る

？〕
1
p
u
な
が
円
、
い
れ
議
の
流
れ
は
必
ず
し
も
、
関
税
民
下
、
戸
川
由
通
尚
に
一
ー
巧
的
に
方
向
付
け
ら
れ
た
も
の
仁
ば
な
ら
な
か
一
つ

rd

間
説
日
談
会
の
諮
問
第
（
川
’

d

は
、
「
我
内
政
行
問
詩
ポ
ー
に
は
北
九
に
過
当
主

は
す
で
に
立
（
の

E
4訟
を
F
K
ひ
た
る
に

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

拘
は
る
す
尚
之
を
改
二
山
せ
さ
る
も
の
な
き
ゃ
之
に
討
す
る
改
正
の
ト
り
引
如
何
L

ν

一
世
当
主
川
町
」
識
の
1

干
叫
な
陀
一
夜
間
抗
は
な
い
か
）
諮
問

L
、
諮
問
わ

号

、
：ま

J

関
山
内
政
J

君
、
卜
主
主
叫
す
へ
主
一
事
草
川
叫
が
い
一

と
ん
ム
鳩
山
叶
解
祭
L
と
も
な
う
同
校
拾
置
を
問
、
つ

、
い
た
っ
諸
問
第
一
せ
が
司
税
低

h

、
片

m
2
5
出
に
沿
う
諸
問
で
あ
る
の
に
対
し
と
、
諸
問
第
二
号
？
は
、
金
仰
川
林
市
政
円
九
一
い
よ
る
＋
4
7
d
R
上

の
パ
ザ
梓
！
引
え
い

l
げ
ド
よ
っ
て
打
撃
や
受
け
る

M
W永
を
潤
杭
で
保
」
苦
悶
す
る
－

L

ア
ン
ス
を
ん
け
ん
で
い
た
の
と
あ
一
ゐ

こ
の
審
誌
の
動
什
に
つ
い
て
、
一
村
山
岳
同
淫
致
測
が
強
い
湖
、
心
を
ね
っ
た
の
は
斗
然
で
あ
る
f

一U
山
品
凶
協
会
は
、
河
川
畑
幸
吉
一
叫
ん
以
内

渇
税
寄
与
司
会
に
お
い
て
、
議
事
の
山
川
谷
の
公
表
、

υ山
混
商
上
煮
の
出
仰
げ
一
を
い
本
め
ゐ
決
議
を
行
行
て
い
る
ο

一議

に
持
し
て
、

市γ
の
公
表
を
求
め
た
の
は
、

一
政
咋
が
打
命
せ
る
委
員
巾
に
は
こ
の

に
し
て
公
開
け
ら
れ

γ
る
を
好
機
と
し
て
札
口
的
士

取人法羊JG2 (2 : I!)) ：； 日「21112.7J 
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hKを
示
し
て
不
公
汁
九
ふ
る
在
孟
が
勝
を
制
す
る
の
恋
な
し
と

一げい

し
告
か
一
っ
た
か
ら
で
あ
る

関
誌
高
一
詠
人
山
の
践
つ
の
公
衣
に
つ
い
て
は

す
ぐ
に
一
ス
け
人
れ
ム
れ
ナ
っ

で戸、、
問

片
目
玉
品
川
伯
協
会
は
、
芯

7
t達
一
新
を
と
り
、
ま
た
見
解
を
公
表
し
つ
つ
、
さ
ら
一
い
井
l
ぬ
栴
い

位
持
意
見
共
け
を
行
っ
と
還
討
を
甲
山
約
ど
ゆ
く
こ
と
に
な
る
つ
他
h
H
U
U
’
も
、
作
訴
の
ι部
下
河
に
つ
き
汁
1

司
な
ど
と
情
報
交
川
品
川
を
行
い
、

者
一
長
会
が
諮
問
の
検
討
に
人
る
と
、

大
沢
白
川
出
直
同
協
九
日
の
メ
ン
バ
ー
か
’
ら
も
楽
界
の
事
告
円
を
抗
日
出
帆
し
て
対
策
を
た
て
て
い

諮
問
第
一
号
と
綿
糸
関
税
問
題

ま
す
諸
問
一
一
ー
す
仁
関
し
て
、
召
一
ハ
什
い
れ
い
は
、
綿
糸
、
生
糸
、
半
山
内
、

右
油
採
掘
削
弘
一
一
、
市
議
、
セ
メ
ン
予
の
問
松
川
引

J

九
円
、
撤

廃
が
ぷ
践
と
さ
れ
れ
ん

3

特
に
持
糸

T
内
市
内
税
に
隈
す
る
ud
請
が
紛
糾
し
た

止,, 
勺寸

でのい計刊肝末、

B

リ一品、、

rw
料小，ォ

生
糸
関
税
に
一
1
J

し
て
は
、

話
ハ
刀
的
川
U
z
下
付
仁
と
と
ま
る

こ
こ
で
は
I
八
版
経
J
A
ト
限
係
の
泌
い
JLh
糸
川
同
税
制
撤
川
崎
問
題
を
と
り
ふ
い
げ
る
ー

約
ιγ

小
院
持
に
つ
一
い
て
ば
、

従
肯
へ
か
2hJ

’
ぷ
「
J
d
m

同町山しし

九
六
ご
お
リ
、
関
税
務
凶
を
、
訴
す
る
綿
織
物
楽
界
一
円
木
崎
出
柴
犬
小

の
利
害
が
対
す
｝
ご
し
た
、
常
晴
ム
以
内
、
も
、
リ
パ
で
の
紡
詰
w
L
た
は
す
で
に
同
佼
の
抗
日

R
ム
ヤ
逐
げ
て
い
る
の
で
保
設
は

y
病
、
三
直
3
3
L
ぃ民
1
P
Q
M初
給
尖

界
（
初
給
庄
一
ハ
川
九
百
）

ι
川
要
き
あ
る
な
三
こ
し
て
九
廃
品
が
忠
I
U

、
町
山
波
か
f

川
上
張
さ
れ
れ
の
に
対

L
て
、
中
川
叫
一
糸
の
前
川
へ
会
噌
に
よ
る
出
川
な
と
を
～
炉
問
す

る
招
ス
指
示
論
が
に
正
委
員
が
ら
、
一
日
以
さ
れ
た
υ

結
果
内
に
は

出
向
六
十
分

J

山
元
c
T

げ

村
氏
耳
打
r
h
h勺
委
け
カ
ら
刈
税
引
が
f

力
的

ー
引
が
提
出
え
れ
て

J
Z言
：
：
当
、

i
も

一

ZJ民
古
川
μ
カ
レ
れ
え

一
常
岳
会
に
お
い
て
す
じ
す
ら
が
綿
糸
持
州
全
設
イ
認
を
必
し
て
い
る
こ
と
わ
：
何
分
か
ふ
よ
う
に
、

U
山
浪
商
協
会
い
お
い
て
は
、
全
発

人
柄

4
h
」
「
汁
扶
…
強
か
へ
ノ
た

生
も

支
出
糸
の
流
人
な
と
41
恐
れ
る
別
に
ま
づ
同
九
刀
存
一
の
経
山
門
力
刊
い
を
計
界
的
に
し
て
司
令
ゐ
が
よ
い

:Pi<；.、法学） (i2 <2 120) :110 〆.2ill2.7 .I 



ら
口

mv
化
宇
乙
m
J
L
骨
、
を
ム
バ
仰
い
す
る
が
よ
い

士
ど
こ
か
廃
品
を
え
辻
？
と
、
ぃ

綿
糸
河
ね
を
全
紙

L
亡
も
そ
の
影
響
は
J
、
き
く
な
い
の
で
は
訟
い
泊
と
い
う
諒
一
前
は
、
縦
士
宇
一
界
を
知
忍
し
て
い
た
伊
哉
竹
之
湖

藤
吉
商
事
ド
一
高
、
に
阪
日
山
通
商
協
九
訂
州
事
）
も
綿
糸
阿
川
税
閣
…
溌
賀
川
口
川
門
前
一
に
お
い
て
述
べ
と
い
る
、

L
4
J

〕
泊
五
と
が
桜
は
結

崎
を
明
言
す
る
二
と
は
避
け
、
ム
同
市
川
通
商
協
余
が
、
州
半
引
の
言
い
分
を
刈
い
ぐ
八
ム
ド
な
判
併
を
す
必
烹
が
あ
る
ど
結
晶
つ
け
」
い
ゐ

川十～はー丈
m限
U
H
巾
昂
尚
協
会
で
七
、
綿
糸
判
税
問
題
に
つ
い
じ
は
、
法
論
が
紛
糾
し
し
い
た
ハ
抗
野
岩
一

は
、
綿
糸
問
削
は
催
、
政

大
山
取
を
収
μ
択
一
す
る
閣
内
税
ご
あ
る
と
じ
て
ん
十
先
訟
に
川
山
執
し
た
が
、
全
体
力
議
論
は
結
局
持
悦
軽
減
論
に
持
ち
着
い
て
い
る
。
一
H
由
通
尚

、
正
義
の
山
間
占
か
ら
は
、
綿
糸
関
税
は
一
い
よ
哉
と

L
て
は
之
を
敬
市
出
す
可
3

も
の
で
は
あ
る
が
、
ー
今
や
紡
総
業
に
於
て
も
深
ー
笠
常
階

J

げ
実
行
尚
後
に
あ
り
公
開
川
禁
実
行
の
時
機
必
迫
し
あ
り
、
ー
く
出
レ
一
の
通
尚
条
約
改
訂
の
煎
も
到
来

L
つ
つ
あ
ソ
ら
を
以
ご
b
l
i
J
疋
的
に
其
税

－

1乞
れ
U

J
は
オ
マ
九
州
二
と
を
以
て
機
山
ト
述
J
q
る
川
沿
崖
と
し
て
／
tM一
公
表
す
る
こ
と
ト
決
す
山
し
て
其
波
利
U
F
r

は
説
伏
の
宍
’
立
シ
ー
即
ち
白

－
ー
に
つ
き
Y
5
B
o
b－￥
2
0
υ

り
と
す
る
が
を
桜
キ
と
す
る
こ
と
と
な
プ
「
の
で
あ
る

ιド
レ
由
通
山
間
協
ム
H
J
も
、
す
ぺ
て
の
関
税
の
撤

馬
を
主
張
ャ
ニ

1v
た
の
て
は
な
く
、
ま
た
I
八
阪
に
お

ν
て
有
力
な
持
り
で
あ
る
が
戸
経
業
主
の
主
伝
を
全
ノ
、
加
世
間
す
る
わ
け
に
も
い
か
な

ミ

〉

守

刀
2

アハ

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

こ
の
よ
う
に
綿
一
ミ
界
内
お
、

ま
た
刈
門
ヨ
通
3
4
運
動
と
引
制
緩
業
界
の
ほ
に
は
、
綿
糸
同
一
杭
を
め
ぐ
っ
と
緊
張
問
係
が
存

ι
J
c
し
か

J

、
氏
定
的
な
け
は
に
は
京
句
ず
、
安
協
に
J
勺
て
関
税
粁
減
か
な
さ
れ
た

F

〕
ご
に
よ
り
、
京
消
を
残
し
つ
つ
も
、

τ叶
者
の
対
リ
山
rf
悶

れ
J

と
い
う
州
川
西
が
あ
っ
介
。

諮
問
第
二
号
と
付
加
関
税

古
川
南
通
商
運
動
日
と
2

て
ほ
、

ふ
市
舶
会
に
と
も
な
う
対
策
に
問
、
す
る
諮
問
第
一
ソ
の
方
が
町
内
出
は
ょ
う
か
っ
た

f

小
況
に
己
し
も
鉄 へ伊
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鋼
業
界
な
こ
の
鋭
、
子
イ
一
日
同
一
五
に
、
令
解
村
小
の
よ
む
山
田
卓
会
」
川
昨
4

夜
間
犯
に
よ
3

て
救
併
す
フ
一
ω
官
官
凶
が
あ
る
の
て
は
な
い
か
ニ
疑
わ
れ
ど
c

業
界
は

刊
門
ぴ
同
税
干
さ
上
げ
の
お
き
を
強
め
と
い
が

川
上
蔵
相
も
為
啓
対
ι
丸
か
ら
輸
入
防
迅
に
つ
拐
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
駁
念

で戸、、
問

も
存
ん
竹
〕
た
J

P

ザ
ハ
作
ハ
Hmい
＼
は
、
＃

i
A桔
が
、
戸
川
中
力
主
解
合
時
間
朋
に
つ
い
て
説
閉
し
れ
と
こ
ろ
に
よ
る
v

三
物
問
低
品
、
前

人
減
一
一
品
川
大
勢
が
現
わ
れ
ぐ
来
て
こ
を
、
為
芯
が
収
町
h

リ
、
全
削
船
主
が
出
来
る
の
だ
と
あ
る
ο
用
不

L
仁

L
か
ら
ば
、

れ
て
の
閣
制
改
け
と
は
、
お
ユ
寸
片
付
入
防
湿
を

H
m
Fと
し
た
も
の
だ
と
い
つ
こ
と
い
な
り
は
付
ぬ
か

（

f
八
品
引
い
」

一
九
九
庁
七
［
ぺ

円
）
と
早
く
も
枇
「
一
惑
を
示
し
て
い
れ
f
G

議
付
の
立
一
訟
を
懸
念
し
た

F
生
は
一
八
月
の
へ
仮
絞
清
会
に
お
い
て
井
に
一

の
た
め
f

外
ド
輸
入
長
が
牒
L
V
と
な
り
山
川
地
長

在
任

μす
る
介
め
牛
ず
る
打
開
J

を
山
川
税

せ
ふ
！
と
ぷ
ふ
め
る
が
旬
、
京
一
ボ
J
q
る
に
あ
ら
丈
一
ふ
か
」
ー
と
一
市
町
川
応

意
図
を
買
収
し
て
い
る

か
か
る
川
開
唱
慌
を
h
有
す
る
よ
な
る
従
業
な
〔
と
E
b

ふ
が
成
は
干
〕
の
為
仇
門
の
せ
し
ハ
が
出
減

こ
れ
に
川
対
し
て
井
ー
は

オ
る
た
め
共
差
引

htr出
ん
ド
慨
に
仰
ず
ぺ
〈
＼
レ
か
も
H
J
r
業
は
司
本
の
た
め
有
読
な
る
も
の
と
い
ふ
如
夫
？
小
さ
な
事
業
で
も
な
え
や
を
主
主

家
の
長
匡
た
る
－
昨
設
へ
山
に
訪
問
ぜ
7

r

訳
た
り
」
と
答
え
て
、
一
平

ιTゲ｝
J

千
七
さ

J
」

ー
γ
か
し
実
際
の
否
議
会
に
お
け
る
井
ー
の
苦
渋
は
か
な
り
一
宮
町
、
で
、

、
一
江
主
斗
品
、

l
y
l
 井
ー
が
叩
パ
に
詩
つ
み
／
こ
こ
と
戸
大
際
は
か
な

い
け
／

u
宰
冶
つ
1
f

成…一
I
J

て
い

hvr之
さ
れ
ー
と
お
り
詳
同
第
二
ロ
ワ
に
対
す
る
答
中
こ
午
、
段
以
に
す
む
関
税
を
課
す
悦
視
を
号
、
え
る
ん
永
が
、
七
係
議
会
一
い
提
出
さ
れ
た
、

第
六
回
特
別
委
員
会
（
一
口
同
一
四
－
n
h
閣
信
）
に
お
い
て
バ
古
川
委
員
か
ら
、
ー
革
安
自
作
采
山
叩
ム
I
V州
発
泌
内
中
九
四
刊
に
pt
る
も
の
一
と
「
令
解

設
の
為
υ
何
人
品
の
任
拭
山
山
山
形
に
因
り
危
害
を
被
る
出
町
あ
る
も
の
に
対
し
て
一
従
f

山
一
誌
の
範
判
一
内
ご
日
間
以
打
仰
い
き
の
’
ド
ル
河
川
怖
を
課
f
心情

棋
を
一
ば
山
川
に
り
、

x，Q
、
と
川
、
つ
宗
が
提
出
さ
れ
た
の
と
あ
る
fυ
ム
川
は
、
付
加
調
税
対
主
品
川
ー
と
し
て
、
設
、
続
安
、

hhMハ
ポ
素
、
化

学
肥
杯
、
制

F12T担
問
一
J
町、

jト、
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こ
れ
に
討
し
、

山
川
は
が
山
パ
開
通
刊
の

υ助
か
ら
、
主
崎
川
解
禁
に
際
し
関
税
ヒ
与
崩
寸
べ
1
4
1

工
事
去
は
主
ド
／
工
f
b山
菜
を
山
川
し

た
J
H
斗
＝
し
て
、
公
輸
出
昨
日
た
じ
際

J

、
同
税
f
A
民
に
よ
り
特
殊
の
虻
主
を

μ議
す
る
」
こ
と
は
不
可
で
あ
る
と
〕
ど
い
た

〆
）
に
、
政
府
に
期
恨
J

叩
き
の
μ
一丸山小関税を／、

ιー
す
る
り
切
で
い
対
し
て
は
、
そ
の
、
水
絞
化
の
危
険
、
ー
比
一
法
ー
の
手
ド
ヘ

muu一
を
金
解
説
い

対
L
7
フ
匂
時
ぬ
け
川
浪
？
と
し
ぐ
ー
さ
行
す
ゐ
三
レ
r

は
適
当
に
な
い
、
と
し
と
反
対
L
7
い
た

ヨ
才
一
山
門
会
［
日
目
白
刀
ふ
り
九
九
ん
訟
の
々
木
洋
を
及
川
韓
よ
り
も
依
し
く
し
た
者
が
山
さ
れ
、
こ
れ
が
お
八
日
特
別
委
員
会
ノ

。
月
九
日
間

催
）
に
お
い
て
多
数
を
江
け
て
係
uUA
れ
た
、
与
党
出
身
委
員
で
あ
る
弐
内
は
、
巾
問
自
な
業
を
出
す
こ
と
に
よ
：
1
f能
、
を
収
拾
L
よ

っ
と
し
た
り
て
あ
ろ
、
っ
こ
の
業
は
「
誌
作
の
為
芯
川
場
は
数
〆
干
引
続
き
低
落
し
た
る
た
め
に
之
に
よ
り
て
必
業
の
発
注
し
た
る
も
の

あ
る
べ
く
f
川
1J
て
内
法
f

絞
尚
円
ぞ
っ
」
九
め
に
む
輸
出
問
川
村
示
の
民
ト
い
一
て
翰
マ
ん
は
凶
の
r
川
山
川
悦
落
に
同
り
当
該
差
ト
木
が
危
害
み
と
れ
む
る
場
合

に
は
政
山
川
は
当
該
輸
入
け
山
が
有
税
門
川
れ
る
よ
畳
一
税
品
た
之
と
ふ
一
向
は
ず
相
当
の
範
附
川
内
仁
於
て
ー
一
定
の
北
川
m
M
を
付
し
た
る
付
加
山
和
い
を

d
T司
令
の
権
限
を
政
府
に
対
？
付
ム
ハ
I
j
る
は
長
も
遊
山
ー
な
る
L
H
葉
と
訟
も

v

同
日
戸
、
ェ
パ
に
関
ず
る
ふ
出
油
川
宝
需
を
次
期
守
r

国
議
会
に
提
山
吠
円

れ
ん
一
、
ー
と
を
さ
む
」
と
い
う
も
の
で
、
日
川
象
を
ノ
一
洋
岬
禁
以
鳴
の
J

旬
以
刊
紙
恭
刈
に
出
品
川
と
7

J

J

心
J

主
主
対
に
以
一
疋
〆
、
し
か
っ
実
際
に
愉
人
口
山
白
紙

落
に
よ
け

を
変
る
い
場
合
に
発
動
ホ
き
る
こ
い
コ
ー
で
あ
っ
た

f

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

L
Lヂ
｝
九
斤
品
刊
の
条
引
を
欣
し
く
に

J
Y
C
コ
と
も
ら
日
市
に
河
私
が
き
！
げ
に
関
す
る
ほ
浪
J
T
h
t
議
J
q

ゐ
以
上
、

府
印
さ
れ
る
危
険
は
存
柏
L
た
っ
司
市
町
通
向
村
防
災
は
、

山
｝
似
内

n
t
l
J
P
ご
で
J
J

1
；
r

〔
’
f
M

わ
別
委
『
（
会
の
什
む
関
税
刊
以
来
じ
対
す
る
反
対
漂
一
拐
を
川
何
人
如
す
る
）

A
O
月

A人
じ
ド
は
γ

八
市
川
岡
山
山
間
泌
尚
協
会
、
村

j
U自
治
凶
協
会
が
反
対
決
一
読
み
γ
行
い
、
川
刈
税
晶
談
会
仁
そ
の
何
存
を
一
店
げ
リ
し
れ
J

O

大
沢
一
日
出
直
同
協
九
日
は
止
対
坪
山
と
し
て
、
第
一
に
「
珂
椅
審
品
会
設
笠
の
い
口
約
は
閉
会
特
頭
に
M

昨
日
け
る

J

阿
析
の
挨
拶
小
に
も
あ
る
が

知
ノ
＼
刈
刊
山
政
策
に
持
す
る
恨
木
々
出
レ
ぐ
し
て
保
護
政
肢
の
整
州
を
攻
究
す
る
に
～
あ
る
べ

1
0
然
る
に
t
u
決
議
官
ぶ
は
保
理
政
策
の
促
進
に

［
て
蛇
何
な
る
怠
味
に
於
ぐ
も
件
川
辺
と
研
一
ヲ
ス
ω
能
は
ず
〈
ロ
ヒ
れ
関
税
喜
ぶ
会
設
出
山
総
～
v
J
u
h
h
i
h
T付
す
ふ
も
の
な
り
、

2

－
 

M

叫
1

い

「
令
解
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H
f
に
国
け
て
特
殊
往
来
が
れ

4

立
を
被
む
る
こ
せ
ば
之
針
。
が
抗
日
は
さ
ず
｝
丁
判
υ
関
税
に
国
ら
ず
こ
も
仙
叫
に
ト
刀
法
あ
る
べ
し
に
快
る
に
共
丘

業
に
わ
巣
｝
て
河
川
杭
仁

4
7心
I
防
護
い
併
す
べ
き
や
否
や
や
一
九
九
め
ず

J

て
包
括
的
に
課
税
の
ほ
涙
を
設
店
に
一
汗
す
る
が
如
き
は
ぶ
主
川
町
一
例

で戸、、
問

の
立

J

き
ら
の
な
り
n

伐
に
令
解
任
の
影
響
は
一
舵
的
な
る
い
特
浜
虚
去
に
対
し
て
の
み
矧
説
を
以
一
て
之
れ

す
る
は
村
会
人
＋
伎
の
司
託
JLγ

ヤ
混
し

お
染
者
に
の
み
八
ー
の
当
恵
を
う
ふ
る
う
ち
の
人
法
リ

第
一
に
「
判
悦
政
設
は
河
川
費
者
の
J

場
を
ν今
、
い
貿
易
の
引
に
枕
を
白
川
崎
と
J
f

メ
る
べ
か
り
ず
の
然
る
に
閣
制
醤
一
読
ん
山
山
河
川
委
員
会
の
え
誌
案
は
八
十
＼
比
目
坊
に
足
行
す
る
も

の
な
り

f

」
と
述
べ
て
い
れ
て

政
均
へ
の
権
限
付
与
が
政
咋
と
結
び
つ
い
た
一
部
の
戸
業
に
の
み
関
税
保
誌
の
r
E
T
を
7
え
ゐ
粘
双
山
」
対
す
る
校
念
が
反
対
の
強
い

動
機
を
な
し
て
レ
た
な
ぜ
関
税
整
引
を
は
的
と
し
た
帝
議
会
戸
＼
保
f
h
関
税
へ
の
傾
さ
の
あ
Z
伏
談
が
な
さ
れ
と
の
か
、
ま
た
東
京

円
山
問
、
店
街
協
会
の
理
事
で
あ
芯
古
川
う
院
税
引
き
上
げ
に
凶
約
寸
る

h
v

広
告
羽
起
し
た
の
か

ポ
ア
止
は
、

で
の
坪
山
間
を
以
訟
を
刊
也
生
l
－す

る
業
界
を
相
ス
る
財
閥
中
山
の
京
店
則
界
の
あ
り
方
に
ぷ
め
犬
、
中
T
ヨ
は
、
各
↓
初
歩
中
川
v
t

／
↓
オ
る
私
的
な
い
V
4

食
会
に
お
い
七
、
次
の
よ

ス
ノ
な
観
察
そ
挑
露
｝

J

一
に
い
る
代

井
物
産
の
安
川
、

二
菱
夜
T
Y
心
主
川
、
取
戸
柿
f

化
の
児
じ
れ
ら
辻
一
寸
貿
易
仁
従
汁
才
、
一
。
公
社
の
ム

脳
害
」

で
あ
る
の
で

1

関
税
引
ト
に
賛
成
す
る
ヰ
ら
ん
ど
の
吉
岡
を
い
ブ
、
委
員
に
任
命
引
一
し
も
の
な
ム
ん
に

J

か
し
彼
ら
は
「
二
井
、

安
と
い
ふ
大
ベ
の

一
告
示
か
終
営
す
る
他
の
い
す
え
が
伝
説
ム
ザ
一
夜
す
る
こ
と
人
な
り
い
ど
せ
ば
山
H
E
の
立
に

伎
に
担
当
、
ず
、
い
い
ム
ー

!{ 

る
べ
？
小
ら
さ
る
い
匿
に
あ
る
人
々

川
州
此
主
一
許
税
υ巾
f
J
γ

「
王
！
す
る
は
止
を
得
ず

J

干

で
あ
る
の
で
、

生
以
、
立
川
の
す
1
拐
を
「
京
京
い
於
け
る
対
問
介
の
人
？
が
独
立
せ
る
恭
程
一
一
有
せ
ず
、
他
h
切
に
絵
り
て
い
什
』
仁
斗
て
る
下
を
却
す
る
も
の

に
ふ
均
、
hリ
J
7
Jや
一

「
弔
問
先
ぺ
は
常
い
割
以
一
判
的
豆
一
一
一
品
全
終
給

貫
廿
具
、
い
で
誌
を
え
れ
己
の
〆
イ
殺
に
依
リ

F

、
去
一
汁
せ
る
へ

と
痛
烈
に
批
汗
し
、

な
り
。
川
し
て
東
京
に
於
け
る
実
業
界
の
税
他
中
ト
は
廿
ハ
門
弟
た
る
人
々
も
心
ノ
な
か
ら
さ
乙
に
社
八
ト
円
d

h

h

於
て
は
？
一
方
百
六
と
－
泊
り
れ
一

方
町
人
と
ー
な
ら
れ
た
る
た
仮
人
に
劣
も
て
」
若
件

d

な
る
は
札
判
」
ー
と
保
設
宅
表
的
な
点
尽
別
間
以
を
和
沢
諭
口
の
以
立
将
i

作
を
牛
八
J
J
h

も

" q、
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の
ど
1

〕
三
浦
即
時

J
J
じ
さ
ら
に
そ
の
場
に
い
た

1
郎
芯
力
一
一
長
松
、
～
A
K
y
ま
叩
げ
に
「
一
4
l

生
氏
の
如
ろ
－
汁
々
五
々
の
d
H
山
口
手
古
川
汁
自
に
吐
露

L
得
る
人
い
が
丸
一
－

u
r
，T
リ
て
一
見
尽
の
突
業
J1を
主
ニ
コ
号
、
じ
で
は
如
K

1

1
二
挑
脅
さ
し
れ
る
い
f

、
mTυ

は
ぞ
の
よ
う
な

f
b吋
J
Y
す
れ
な
す
之
、
J
J

も
「
実
力
、
一
誌
を
ぷ
ご
各
日
一
主
末
を
耽
み
つ
つ
あ
る
関
門
丈
業
家
を
連
街

L

泊
ハ
ペ
主
義
に
氏
リ
て
ぶ
誕
の
t
u
k
↓
し
耽
リ
病

れ
る
京
以
実
米
軍
手
し
と
口
ら
倒
れ
し
む
る
の
策
一
を
せ
一
時
ず
る
こ
と
が
実
業
手
郡
古
川
の
た
め
徒
任
な
り
と
回
「
ふ
一
と
芯
じ
て
い
る

が
、
こ
こ
王
て
也
需
で
き
た
の
は
、
私
的
な
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
、
松
｝
一
も
む
し
ろ
円
山
混
同
注
針
に
好
左
前
で
あ
つ
に
た
め
で
あ
ろ

う
わ
戸
、
流
釣
に
、
実
力
＋
f

義
の
持
丙
の
J

太
宗
太
j

を

し
て
、

不
足
の
富
貴
に
耽
り

F
れ
る
東
川
の
実
業
家
を
粛
！
止
す
る
と

1
1つ
彼
の
吾
、
え
が
現
れ
て
い
る
c

こ
の
上
弓
な
f

じ
旧
活
商
協
会
の
反
対
戸
一
勤
に
も
か
か
わ
ら
「
、
審
47
叫ん
μ
の
総
会
へ
一
一
月

日
開
催

で
も
政
的
に
付
加
山
同
税
の

権
限
を

7
久
マ
ア
比
内
山
久
ん
が
採
択
5
れ
わ
っ
賛
ほ
し
た
の
が
、

：
、
、
｜
、

江
一
人

i
fメ

i

ー
ト

J
j
j

二占イ一
h

川川、

町
山
、
反
対
は
わ
lv
、
斯
波
の
二

ι

一
て
あ
っ
た

付
加
関
税
法
案
の
帰
島

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

同
町
川
審
ぷ
ん
だ

h

決
議
さ
れ
た
寸
J

組
が
実
効
判
い
や
も
つ
た
め
に
は
、
ぷ
人
以
の
決
誌
や
何
け
川
る

ι裂
が
あ
勺
た

え
ト
州
叶
一
一
こ
ん
す
Q
h
J
J

止に
λ

1
1
v
l
t
f
v
d
〈

l
j

品
川
が
決
晶
子
法
案
化
L
ザ
ム
コ
内
会
い
提
出
す
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
）

中
」
初
殺
で
一
は
付
託
関
税
法
案
を
次
の
一
一
誠
会
に
廷
判
す
ぬ
準
仙
を
進
め
て
い
た
c

川
上
蕊
ね
は
胡
続
審
誌
会
内
ん
を
中
の
件
後
↓
し
そ
の

記
週
が
非
常
に
円
以
さ
れ
ぐ
い
ふ
か
九
三
の
特
段
カ
潤
抗
出
上
悔
や
一
ヘ
ヤ
UF禁
と
い
、
つ
異
常
の
場
合
に
取
り
す
以
清
仁
任
「
る
こ
と
は

U

い
ー
と
し
て
は
賢
以
で
あ
る
か
ら
下
巾
山
肌
に
は
そ
の
災
現
に
努
む
る
与
え
と
あ
る
（
一
大
好
』

r, 

ij 

じ
に
へ
し
じ
）
と
述
べ

μ＃々

1
V人
々
に
は
（
涜
ね
引
げ
権
の
は
討
委
任
案
成
る

ぺ
市
川
町
制
民

月

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
、

し
l、
る

こ
れ
に
刈
し
て
は
由
品
商
協
去
は
、

総
選
挙
J

ゲ
牛
乳
洞
L
f
長
動
ー
と
政
府
に
働
売
か
げ
を
行
っ
た
c

月

片
山
町
通
帳
協
会
は
、

rv一己

↓F

（
 

1
4？
 

9
F
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口

／

と

、1
R
明
一
一
チ
品
川
川
す
る
と
同
時
に
、
仇
話
人
品
会
日
い
て
川
上
蔵
相
の
川
山
山
を
安
請
し
た
の
C
あ司令）

,,ii 

大
阪
、

と
へ
声
明
～
を
党
〕
全
司
の
侯

川
押
川
、
じ
早
川
仙
の
ロ
サ
鴻
高
司
刷
会
は
月
潤
円
、

仏
部
印
有
以
凸
ア
に
対
す
る

U
司
通
指
の

ー上土

で戸、、
問

桁
半
む
に
日
げ
つ

宣
言
で
は
ー
一
、
製
詑
て
楽
そ
川
市
J

2

：ι
い
す
る
が
た
め
原
料
品
一
い
対
十
る
輸
入
税
を
九
＋
廃
r
人
以
転
減
す
る
こ

、伊

グ）

シ

、
川
川
民
の
牛
川
市
空
を
減
ず
る
が
た
め
バ
ー
活
必
市

1

」
岬
に
対
す
る
怖
人
総
会
一
九
花
又
は
軽
減
す
る
こ
と

泊
市
川
μ
易
の
川
円
引
を

間
ず
る
が
た
め
同
陪
問
に
於
け
る
刈
砲
の
引
下
や
は
か
り
、

廿ハの川山

匂
千
と
し
し
珂
椅
体
じ
門
川
川
J
W
b
一
成

υ
庁一

L
む
る
こ
と
と
丘
業

仏
関
、

E
同
負
担
の
M
n
J
氏
、
回
読
協
調
の
彼
自
d

カ
ら
白
山
地
げ
附
の
原
引
と
当
面
の
課
題
を
述
く
て
い
る

f

き
た
い
十
ヘ
内
止
（
街
、
ヤ
州
市
ら
が
原
案
折
J
M
に
関
与
し
七
戸
π
山川

J

に
お
い
て
は
、
戸
業
政
策
、
村
公
開
仲
間
一
川
闘
に
対
ず
る
対
策
J
し

て
門
市
減
問
の
必
山
ノ
〈
を
的
調
l
て
い
た
｝
声
明
は
、
間
史
的
将
殺
か
ら
不
安
な
関
税
が
多
数
存
七

L
、
そ
の
た
め
一
ヰ
は
育
成
の
片
的

で
ハ
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
コ
亡
も
、
ム
7
は
カ
ル
一
フ
ル
市
内
税
！
と
な
っ
て
～
ヱ
く
特
梓
的
川
刊
誌
の
苛
】
比
〔
か
な
し
も
の
が
多
い
勺

こ
れ
は
袋
一
せ
る

に
ん
じ
費
背
の
汚
説
仁
お
い
r

生立川
H
V
H

が
l
k
逸
を
む
さ
は
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
？
と
述
犬
、
い
る

、
〆
か
も
そ
札
、
つ
の
悶
伝
的
共
一
下
に
お

V、
、

発
奮
の
助
伐
を
欠
く
も
の
で
あ
る
か
ら
迭
に
は
現
引
の

い
易
い
に
試
み
に
問
、
つ
紡
引
限
切
荒
川
は
引
向
、

織
物
ば
如
何
、

却
し
て
ピ
7

ル
リ
如
何
、

y
b
m
は
如
何
、
鉄
剣
は
如
何
｝
関
税
保
誌
の
監
禁
政
ノ
前
ー
の

て
い
る

他
方
で
戸
明
は

社
会
問
訟
と

L
て
U
斗
見
品
開
忍
を
拾
い
詞

1

弘
之
’

H
z
A
1
に
お
け
る

h

抗
日
氏
本
の
μ
？
活
ど
需
品
に
い
刈
J

す
る
山
同
校
リ
円

γLd川H
T
Y
N

杭

が
川
仰
向
一
い
多
ノ
＼
H
H

つ
正
い
か
を
つ
ぞ

ν
え
ま
た
そ
れ
よ
り
来
品
代
川
町
門
刊
の
十
一
冊
、

カ
ル
フ
ル
師
法
ー
の
維
刊
に
よ
る
物
航

J

品
の
抑
止
学

が
川
州
何

K
M偽
お
農
民
、

俸
給
生
日
者

中
小
泊
仁
業
者
の
生
f
仏
を
止
迫
し
ご
い
る
か
や
ο

週
一
知
は
如
何
、

国
草
は
如
何

川
ク
お
与
「
！
「
小
川
凶

E
K川；
JR

旬
、
肉
類
は
釘
何
、

小
麦
は
俳
句
、

本
は
許
何
、

立
時
ゴ
一
は
相
旬
、

木
廿
刊
は
俳
句
、

す
べ
て
こ
れ

小
支
持
い
は
社
旬
、

山
辻
旧
領
土
叫
町
、

f
l
i
J
9
r
p
 

λ

守
の

U
市
平
に
刈
1J
て
は
、

社
（
恒
停
の
ト
泌
を
阻
止
す
べ
く
調
悦
が
古
川

L
て
U

る
で
は
な
い
か
、

L
か
も
こ
の
多
数
川
賞
者
ょ
っ
微

山
肌
せ
？
ん
〉

－
ノ
れ
つ
つ
め
る
か
と
十
日
え
ば
そ
れ
は
少
数
の
牛
涼
哲
い
対
し
て
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
＝
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戸
明
は
そ
の
ー
で
、
関
従
宮
内
誠
会
に
あ
ム
わ
れ
と
川
昨
夜
l

誌
の
動
向
を
批
判
し
て
い
る
そ
こ
で
は
合
解
禁
慌
の

μτ日
危
機
の
な
古

で
は
、

l
防
護
子
設
の
へ
円
相
r
J
令
一
促
進
〆
や
す
し
、

な
ぜ

4
ら

1
l
開
業
に
よ
勺
て
そ
の
〈
叩

J

立
や
繋
い
で
米
ル
寸
ノ
ハ
は
ま
た
町
防
護
に
ド
か
つ
て
一
丹

の
背
悼
を
川
た
ん
こ
す
る
か
L

り
で
あ
る

こ
述
べ
、

E
T
0
1
関
税
審
議
会
の
成
結
を
ロ
そ
の
ド
八
切
な
る
た
一
誌
は
た
だ
徒
に
主
解
れ
の
計

？
を
お
そ
れ
る
い
阿
倍
な
さ
企
業
家
内
誌
庁
以
自
の
治
淀
川
付
何
に
川
為
に
し
て
終
り
、

民
本
来
の
使
ヘ
F
C
あ
る
べ
き
日
山
内
U
商
＋
f

瓦
の
如
き

は
遂
に
実
刑
川
付
ら
る
る
に
1
h
v
な
か
っ
た
て
は
な
い
均
一
と
業
芹
の
圧
力
に
よ
り
、

相
判
椅
審
ぷ
ん
口
が
末
以
に
終
わ
〉
た
と
荷
治
し
て
川

マ
イヨ

以
の
よ
う
に
巡
苧
手
前
提
に
内
由
連
山
内
協
A
4
4
h
、
激
し
い
州
問
ね
番
談
会
心
判
41
反
出
し
て
い
た
〈
こ
の
よ

7
な
次
況
の
小
、

し
た
井
哉
川
は
、
け
壮
一
計
史
新
会
一
山
府
し
た
翌
日
、

じ
由
説
商
協
公
的
時
松
戸
ノ
ム
に
も
出
席
し
た
（

q
じ
円
）

そ
こ
で

l
生
は

扶
械
の
山
中
で
、
諸
民
事

ユワの

ty中
に
削
れ
、
一

E
r寸
什
川
関
税
に
い
依
り
口
白
の
rkl大
ふ
念
品
川
れ
人
介
す
る
世
山
中
山
？
っ
鉄
湖
、
川
本
、
心

ー
、
、
t
土
l

、

川
H

L

J

J

d

日
以
主
干

J

氏
九
円
児
炉
原
和
、

人
造
針
。
千
及
般
化
字
杭
九
日
の
町
長
法
家
は
ト
ヘ
に
政
併
に
毘
動
、
三
＼
ば
功
ぜ
ん
と
努
刀
〕
つ
つ
あ
る

と
開
く
庁
よ
い
ト
刈
ー
す
る
政
府
の
成
句
作
一
何
」
と
一
問
問
、
三

え
ら
に
一
浜
斗
総
理
の
治
状
方
引
の
～
川
♂
ハ
に
も
川
上
十
八
歳
大
巨
の
仏
枚
以
に
も

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

門
て
山
U

一
喝
の

jzhり
は
ヰ
パ
口
仲
析
を
市
め
た
る
の
み
人
あ
ら
ず
呉
川
精
神
の
吋
在
さ
え
牒
気
に
も
泣
る
と
〆
刀
店
、
当
な
い
が
、
代
々
の
関
税
政
お

に
つ
い
て
井
！
北
相
の
窓
回
一
今
問
主
た
い
と
述
、

平
去
の
J
M
川
刊
は
民
f
A
J丸
川
一
閣
は
古
当
に
fd一
司
追
い
相
や
片
品
策
の

h
引
？
こ
す
る
の
か

こい、ペノ』明日川
4
1
、ふめつム～

こ
れ
い
け
川
し
て

J
上
北
犯
は
、
「
我
々
は
山
川
な
明
科
は
サ
ソ
吋
と
た
い
て
／
わ
か
う
、
又
州
民
の
生
活
安
に
直
接
影
響
す
る
や
、
つ
な

も
の
に
’
ヘ
し
い
て
は
点
る
だ
け
fiを
泣
く
す
る
口

γつ
に
閣
悦
会
減
免
し
ゃ
う
一
と
い
、
っ
芳
ス
だ
と
関
税
低

J
b
政
策
2
す
る
こ
t
t
を
背
’
て

L
、
犯
々
で
お
二
号
川
口

4

題
に
つ
い
て
は
、

八
正
年
後
に
出
て
き
七
わ
ー
っ
な
泌
物
で
、

四
一
句
乃
伝
六
分
の
仮
設
持
説
が
あ
る
叫
に
発

返
し
た
り
れ
ど
も
、
ま
だ
定
か
の
年
間
出
む
あ
っ
て
、
十
分
に
健
全
な
禿
遣
を
遂
げ

t
出
な
い
も
の
が
、

の
ね
に
打
撃
を
絞
っ
て

~（ 
M》L
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法
れ
る
や
う
な
三
と
？
な
い
の
か
一
片
条
件
を
取
し
く
摂
氾
ー
し
て
い
る
の
バ
あ
っ
と
、

rの
よ
、
ぺ
な
町
駅
品
の
竹
前
川
は
一
出
て
一
、
な
か
っ
た

と
述
べ
p

c

で戸、、
問

だ
質
的
に
諮
問
第
り
の
趣
旨
に
沿
っ
て
保
設
に
が
す
フ
訪
日
弓
は
な
い
こ
い
）
川
上
の
符
弁
は
、

？
一
司
一
コ

セ
ナ
ム

お
け
る
忙

i
の
米
以
は
、
混
学
域
内
慌
て
あ
円
と
。
み
の
の
山
工
＼
刈
悦
谷
読
ん
山
の
科
卒
を
強
ノ
＼
批
判
し
て
い
る
円
市
開
通
＋
制
限
会
の
市

同
総
会
に
あ
え
て

H
一
が
出
荷
す
る
以
、
ノ
て
の

Z
に一
r
山一
9
L杭
論
を
表
号
づ
る
こ
L
k
は
あ
り
得
必
カ
っ
h
J

で
九
？
？
っ
ハ

い
加
川
川
、
世
間
挙
後
四
戸
J

に
向
か
れ
た
特
別
式
ん
だ
い
、

ん
成
有
ー
は
干
し
の
付
加
河
税
を
J
い
宋
化
し
ご
絞
山
1
9
る
こ
と
は
な
か
「
た
。

そ
の
花
井
以
柑
は
同
苧
五
月
に
向
か
れ
た
大
仮
日
山
間
活
必
山
川
会
の
総
会
に
も
出
席
l
て
い
る

J

そ
こ
じ
平
牛
は

政
吋
が
付
加
用
問

税
法
山
広
告
提
山
し
な
か
た
の
は
、
井
民
福
の
に
、
リ
の
お
か
げ
で
あ
り
、
次
の
談
会
仁
も
提
出

L
な
い
こ
と
を
雫
む
！
と
述
べ
、
ま
た

一
現
山
一
隠
は
山
仇
し
て
保
設
γ
L

謁
で
は
な
、
v
と

rhこ
と
は
令
ノ
＼
明
ら
か
で
あ
ρ
り
ま
す
」
と
挨
校
し
た
の
ト
一
サ
ー
し
て
、
蔵
相
は
一
あ
の
山
氏

議
の
則
さ
か
い
Ar
を
更
に
認
め
ヘ
ホ
ー
か
J
L
r
」

r
c一
特
別
議
会
l
提
出
し
な
か
っ
に
の
で
あ
り
、

次
の
議
会
に
つ
い
～
も
阿
析
で
み
Q
ト

y

え寸

リー
l
蔵
相
い
か
わ
さ
わ
ど
、
定
も
大
阪
守
悶
か
れ
に
ι日
山
川
述
内
油
会
に
川
町
1

ぷ
＼

は
ぽ
そ
の
H

内
に
沿
う
刊
住
一
A
Z
h
J
て
い
る
こ
ど
は

意
味
が
大
主
し
｝

川
上
は
、

円
斗

fdo吋
山
品
川
去
の
計
山
川
ム
ザ
一
F
視
｝

C
い
た
の
で
あ
ゐ
ペ

ノ、

総
選
挙
へ
の
文
誌

H
ー
が
大
阪
を
中
心
と
す
る
由
市
川
混
同
送
致
に
記
事
を

7
〉
た
の
に
は
、
仁
八
き
な
珂
山
間
が
あ
一
二
ru
総
選
挙

γ
際
し
て
経
済
烹
h

叫んム

一
刀
ら
の
支
援
を
閉
口
し
た
か
ら
で
あ
れ
M

G

ん
将
済
史
新
会
の
幹
部
の
閥
ご
は

主
解
禁
後
の
対
泌
に
つ
い
て
か
巳
門
ん
が
一
パ
刀
か
れ
て
い
た
r

}" 
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九
二
九

1

月
附
託
、

阪
可
、
竹

β

、
｛
つ
河
川
…
出
更
新
会
の
一
以

v
に
ー
一
川
レ
的
な
役
割
を
Fd
？に

L
F
メ

ド片

p 
自i

口市ぺ、
五
円

r

勺山川、

ン
パ
が
荒
ま
っ
て
ん
ぷ
λ

討
が
羽
上
か
れ
h
J
C

今
後
に
コ
い
て
は
会
解
渋
伐
の
成
り
（
れ
き
を
口
君
、
対
ノ
＼
一
と
が
多
数
意
見
を
占
め
が
、

聞
は
、

金
一
群
林
小
校
内
混
乱
七
千
」
川
注
す
る
た
め
に
「
政
肘
に
向
っ
し
金
解
時
一
小
中
山
一
札
果
が
多
心
は
っ
き
り
す
る
ま

の
解
散
を
泊
予
す

、
、
ノ
＼
U告

L
て
は
如
何

全
市
議
に
対
す
る
行
き
過
シ
苛
け
た
が
怖
が
あ
，
ω
の
は
事
災
だ

と
青
E
N

～J
L
4
u也
、
へ
て
い
る

F
Z
H
に
対
L
キ
ヨ
は

が
、
半
い
JV
九
尻
市
を
延
ば
し
て
も
「
二
の
γ

へ
勢
を
括
判
す
る
能
は
ず
、
も
し
ろ
「
じ
も
宇
ノ
、
機
会
チ
捉
〈
て
剤
散
を
町

f
L以
て

nJいのハハ
ι
崩
を
d
性
的
村
氏
の
信
任
昔
日
付
ず
る
ベ
カ
ら
ず
一
と
、
い
い
1
期
解
円
以
名
巡
幸
町
内
訟
を
尾
一
閉
し
て
ハ
品
。
ま
た
村
川
は
、

n 

一
日
の
金
崎
山
解
禁
と
門
戸
山
経
済
開
ん
vtゃ
ん
試
を
解
散
す
る
民
一
見
を
志
べ
た
が
、
こ
れ
に
対
寸
ゐ
賛
成
苫
は
で
な
か
っ
た

η

平
川
斗
は
、
台
の

明
散
は
一
政
瓦
八
七
一
脈
絡
を
迫
ず
る
H
b

2

一日、、
丈一カ

沼
氏
も
れ
に
す
と
と
こ
ろ

1
1
H
H
Z
 

i
f－
－

 

制
ト
ハ
パ
巾
橋
氏
に
主
主
人
門
め
ら
れ
た
る
に
あ

ら
ざ
る
か
」

k
折
測
し
と
い

一
井
物
差
山
身
の
司
王
は
政
f
係
会
の
止
半
条
太
郎
会
と
l
y

の、

人
阪
市
加
の
村
山
は
小
松
ー
と
の
関
係

ド
佐
川
さ
れ
る
の
は
と
民
一
ヤ
必
つ

、J
f

い

し

二

V

戸、
J
り

1

1

4

l
一

i

総
一
足
併
を
前
仁
川
性
r
h

川
更
新
会
の
い
民
政
党
支
持
が
漂
わ
に
な
る
一
、
し
y

に
対

ν

て
、
信
仰
崎
寸
F
G
戸
が
あ
勺
た
こ
と
は

U
良
い
な
い

J

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

令
解
体
立
げ
も
あ
く
ま
で
絞
済
叫
ん
新
会
予
維
持
す
る
志
向
で
あ
つ
み
J

巾

J
た
ち
に
と

7f

の
対
応
は
斡
し
か
う
た
〉

一
月
じ
明
か
れ
た
会
の
帰
述
、

d

，〉、一】、

山
川
十
ん
す
い
品
川
付

ALV

一

と
み
♂
は
「
史
祈
会
の
古
υ
ρ

は九

伎
を
河
川
て
井
i
比
企
民
政
党
を
日
扶
助
す
ぺ
主
や

こ
EUU凡J
付
れ
診
さ
れ
て
、

T
生
は
「
多
少
／
一
も
何
か
の
ぼ
式
J

P

一
以
て
効
心
す
る
L

考

、λ
で
あ
る
が
、

ー
ノ
」
は
尤
も
必
品
を
褒
す
ゐ
も
の
に
し
て
決
し
と
多
数
の
会
口
に

FFF一
ご
主
て
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
、
設
い
桝

J

弘
が
唄

川
十
～
と
在
日
ゐ
王
一
じ
は
他
言
せ
ざ
る
に

U
か
ず

と
や
口
げ
し
い
る
n

反
政
止
に
毎
日
企
伝
助
を

1
う
と
し
て
も
ヘ
ム
に
は

yJdな
い
こ
t
t
は
、
同

j

i

l

戸
；
ょ

j

’

市
も
同
感
心
あ
っ

実
際
刑

4
i
一
月
辺
町
T
h
h
一
議
会
が
解
散
さ
れ
汚
挙
戦
が
活
発
化
オ
ゐ
ー
と
、
干
牛
L

だ
ち
も
対
応
を
泊
ム
れ
る
に

不l
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一
一
月
に
は

度
井
l
政
相
を
「
引
い
て
治
説
会
を
ね
う
て
い
る

井
ー
の
米
阪
は
れ
ー
口
屋
か
ら
同
町
い
ん

J

自
に
お

,,ii 

こ
の
と
き
、
絞
恒
一
見
新
会
に
お
け
る
手
前
一
打
ち
合
わ
で
に
際
し
仁
平
止
の
我
々
攻
河
沼
が
〕
日
明

け
る
E
Z
品
川
絞
め
一
環
て
あ
っ

で戸、、
問

せ
る
出
作
政
治
の
抜
本
方
針
に
汁
ハ
鳴

る
の
い
的
を
以
ご
k
f
ム
山
手
組
織
ぜ
る
け
1

ハ
i
説
内
閣
内
存
続
Jγ

品
川
山
で
山
じ
さ
る
h
r
一

川
河
「
一
を
と
問
、
、
は
党
支
持
を
月
維
に
述
べ
る
丈
一
言
を
含
む
い
川
拶
眼
帯
に
け
刈
し
、
片
間
安
は
「
民
政
克
己
い
乞
助
勢
す
る
が
如
LA一
意
児
は
絶
対

に
之
を
怠
一
け
る
上
う
、
技
し
、
杭
」
叫
ん
で
れ
り
の

f
J
L

二
円
を
削
る
て

2
に
な
っ
た
。
民
政
ー
一
品
幹
部
パ
岡
芭
拐
の
前

J

ナ
で
あ
っ
た
一
ハ
岡
の
方

l
J
J

、
LP才
」

刊

、

！

huy

一
－
附
一
船
系
に
属
し
日
本
柏
町
化
」
E
M

多
げ
パ
ベ
の
派

の
如
き
は
ば
友
た
と
州
国
じ
て
更
新
人
山
内
解
散
を
A
A
唱
し
打
与
山
川
策
し

一
、
い
る
の
で
、
刺
激
し
な
い
よ
う
、
一
張
し
た
の

大
坂
に
い
お
に
る

時
経
系
」
町
九
政
ト
民
人
山
の
五
銭

ょ
の
や
り
と
り
か
ら
は
、

と
な
っ
て
い
介
巾
拾
の
影
響
刈
が
ま

γ
法
制
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
う
ド
が
え
る
と
円
吋
九
そ
れ
ゆ
え
保
守
仁
氏
政
党
支
出
什
を
表
明

、
｝
舎
、
三
、
、
、
一
i

f

、
i

F

すヲ
fq
～
よ
一
人
正
出
】
／

7r幻丸
山
J

M

A

へp
l

カ
〉
つ
よ
々
ト
刀
、
え
る

も
っ
と
も
、
井
上
の
末
以
が
選
手
出
動
の
一
刊
様
で
あ
る
こ
と

の
件
に
問
、
ν
－
L
T生
の
挨
mw
が
ー
江
一
f
h
M
川写

政
治
的
色
彩
な
か
り
、
J
V
以
と
ム
日
分
し
仁
、

d

て
も
よ
に
答
弁
7

〆
汀
甘
か
り
、
と
山
地
べ
て
い
る
の
で
あ
る

一
1

l

J

1

、斗一ぷ

j

f
、川ノ
h

一J
注伏

ω
l、ふ川仇け

露
骨
な
v
d
持
表
明
は
不
必
で
あ
っ
た
て
あ
ろ
う
へ
）
後
円
川
上
は
、

ま
た
芹
ー
の
が
い
約
更
新
会
へ
の
期
待
ば

一
月
吋
ば
井
ー
は
黙
な

や
は
り
単
な
る
モ
ラ
ル
サ
ボ
！
の
獲
判
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
す
人

窪
設
に
際
二
＼
資
人
二
集
め
一
今
「
経
済
史
祈
去
に
期
待
仁
、
半
乙
に
そ
れ
を
法
相
し
と
く
る
一

日
T

！
の
私
邸
ド
お
け
る
会
ぷ
じ
お
い

＼

F
生
は
、
金
解
禁
刊
行
、
流
済
界
の
法
定

L
へ
の
え
持
が
経
済
史
新
公
判
織
の
趨
ヒ
じ
で
あ
る
の
で
、
ぞ
れ
を
克
行
ず
る
民
政
党
い

五
一
以
約
十
河
川
川
会
な
す
）
と
が
中
」
渋
で
あ
る
が
、

ハ
ム
叫
ん
凶
と
こ
れ
を
吏
耕
会
ド
は
か
れ
ば
、

f

以
友
プ
九
リ
人
は
か
か
る
資
金
の
隊
出
を
好
ま
さ

ヴハ》！へ々

の
h
J
めい
h

解
散
に
J
I

る
l

t恥
ヰ
が
あ
る
の
亡
、

ぬ
企
は
判
明
題
と
し
て
取
ハ
リ
扱

/; 

し晶

、巳

は

刈可r

しに
と
フk口

談
る

お：
ズ 古手
戸会f

kυ4  

い 更
ムー日

心伐材T
ノ＼
ヱフミ
h与

ブ
】レ
+i 

ポ

止
め

g) 

yJη 

妊
治
市
ん
γ
4
d
l
A
t
－
は
別
に
資
〈
士
官
長
め

市
く
し
て
ド
生
た
FJ
は、

づ勾ヲ）ーと日いかりで
rJ
：

JL

レ〉
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平
止
は
、
井
ー
が
泊
1
九
九
歩
期
待
J
T
抱
い
て
い
る
の
で
は
主
い
か
こ
庁
）
恨
し
つ
つ
、
伊
藤
、
阿
部
こ
相
該
し
て
叫
食
品
川
崇
め
一
い
か

3ν
一った、

い
ほ
ら
は
大
阪
の
資
差
止
ぷ

万
H
つ
つ
や
手
付
け
〕
て
呆
め
る
升
一
週
か
た
ー
に
も
が
、
資
会
出
来

コ
ハ
ゲ
告
は
ど
を
〈
に
〉
ク
ア

y
ゾ

L
＼

ノ、

め
は
子
相
b

J

M

り
鮭
抗
す
る

υ

た
と
え
ば
、

7
4向
吋
が
防
主
を
依
約

J
f、バ
V
H
仏
ザ
ル
此
戸
内
外
山
川
…
伊
良
二
武
州
民
共
散
っ
此
川
長
共
庁
前

百
戸
当
ド
工
〕
、
岸
本
古
f
ハ
衛
門
戸
j
l

川
本
ム
柏
戸
社
長
、
一
、
片
桐
出
刀

（
？
を
人
夜
九
持
久
山
長
」

な
ど
か
ら
は
、
政
治
式
調
f
J
の
家
訓
を
河
出
に
謝

制
さ
れ
い
ゐ
か
、
巾
十
郎
慣
に
わ
悩
坊
h
v
れ
る
か
、
岩
山
川
刊
寸
を
絞
わ
れ
る
な
ど
し
て
い

一
戸
一
末
、
集
ま
っ
た
ヘ
レ
寺
町
宮
藤
を
述
じ
て
咋
の
も

と
い
送

bm、
ヤ
牛
は
一
符
沼
市
～
者
会
の
一
名
簿
に
依
り
再
羽
を
な
し
た
る
も
、
と
て
も
多
額
の
金
umv
集
め
、
h

，
る
る
見
込
み
な
き
こ
と
は

問
自
と
な
れ
り

J

右
し
川

i

工、

一応
U
え
に
し
て
大
阪
に
於
C
多
数
の
全
員
が
同
日
仏
前
け
能
と

6
へ
居
る
に
於
て
は
京
外
と
思

：
；
〕
〆

1
J
L
T
一
？
l

f
、
い
ス
ω
一

阿
部
ら
紡
績
業
側
は
相
当
の
資
金
を
明
寸
に
じ
さ
た
り
能
性
が
あ
る
が
、

「
生
の
も
と
に
安
が
一
に
長
ま
と
柑
料
金
は

l
ハ
ん
で
は

な
か
た
よ
、
ノ
で
め
る

結
果
的
に

。
司
ぺ
の
第
じ
阿
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
政
l
公
式
の
七
回
議
席
仁
対
r
j
、
民
政
党
は

七
議
席
歩
一
段
阿
川

ν
何一

円

勝

J

－
ム
の
四
品
μ
？
山
刊
に
い
心
い
て
、
経
済
出
足
甘
ん
又
一
体
と
7

〆
て
は
、
で
品
目
な
民
政
記
入
持
ι
ゲ
一
表
明
す
る
こ
と
は
川
雑
で
あ
J

た
も
の
の
、

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

バ
上
院
政
＼
の
ー
支
払
武
明
を
通
じ
て
E
フ
ル
庁
ボ
？
卜
を
ノ
山
口
、
っ
と
川
時
に

コ
ア
ζ

な
る
メ
ン
ヴ
は
け
什
L
l

の
要
請
に
応
じ
て
本
よ
仰
の

多
専
は
〆
も
か
く
限
公
を
行
っ
て
い
h
J
C

ゼ
済
見
川
刷
会
戸
川
上
蔵
相
を
通
1
7
J

民
設
す
付
唱
と
の

wrは
強
化
さ
れ
た
と
い
ツ
て
ふ
い
ι

の
答
中
に

J

た
が
一
門
戸
〈
μ
1
U
関
税
法
京
軒
立
法
化
し
主
か
う
た
坦
肘
も
問
ら
か
で
あ
ろ
、
っ

件
恥
選
羊
一
い
お
い
て
尖
自

内
い
民
政
党
を
支
援
し
た
符
沼
恒
新
会

判
出
）
迎
荷
遂
到
に
対
し
て

井
上
は
配
芯
什
ミ
し
る
を
得
な
か
っ
た
の
ご
あ
る
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拝
中
山
更
新
去
の
円
円
明
と
M
F
校込山

,,ii 

金
解
禁
支
持
の
再
声
明

で戸、、
問

一点

μ
内
閣
は
r
U
T

解
禁
九
A

行
い
選
手
で
も
吟
利
ゃ
収
め
た
が

U
A
C

世
界
訟
は
れ
が
い
本
将
済
を
飲
み
込
／
υ
明
、
ゆ
く
速
度
は
急
燕
で
あ

ii 
' 

九
一
口
午
J
は
カ
ら
は
伶
献
の
暴
終
と
悲
hv川
弘
一
州
が
れ
け
消
界
を
覆
ペ
て
ゆ
く
。
そ
れ
レ
と

b
に
均
引
引
が
「
わ
っ
た
相
手
価
に
よ
る
金

好
位
ih

を
批
判
f
る
金
輸
出
可
同
一
方
止
プ
明
、
新
僻
解
禁
議
が
ム
日
泊
し
て
＼
る
H

M

吋
い
石
崎
沼
山
、
尚
一
世
可
屯
宅
け
ら
の
耕
平
級
制
宗
治
は
論
頃

を
「
杭
わ
し
た
れ

「附
L

作
地
ん
て
も
山
市
川
’
A
b
＋
礼
に
よ
る
い
U
慾
は
へ
一
さ
イ
＼

九
二
九
ノ
i
か
ら
一
二
年
ま
で
の
闘
に
、
へ
川
悦
山
山
業
生
芹
叡
は

六
三
コ
JJ
円
か
ム
八
億
五
日
コ
ロ
J
川
円
ヘ
レ

%
の
山
内
心

2

を
み
る
こ
J
に
な
る
つ
吐
刊
仁
山
中
小
主
君
へ
の
れ
容
は
強
め
て
十
八
さ
か
っ

大
手
の
U
M
川
結
長
に
お
い
て
も
、
小
向
イ
ン
ド
川
り
の
輸
出
が
激
減
〔
よ
さ
な
打
田
一
会
人

の
叩
dbp
卜

J

日
J
L
主
主
っ
，
d

汁
い
と
〕
て
寸

一
of回
日
に
た
’
苧
識
が
起
二
ラ
て
い
た
ま
た
小
限
に
陥
っ
た
大
阪
九
円
同
情
緒
は
、
東
洋
紡

沖
慌
に
吸
収
支
、
れ

J1

三

J
P
ス
の
急
激
な
悪
化
一
や
J

H

去
に
川
川
町
む
も
村
氏
ロ
川
士
山
会

を
ヨ
い
る
武
絡
が
、

か
つ
て
の
ほ
平
価
解
禁
論
古

一
中
べ
者
川

l

ふ
ん
以
の
後
身
）

て
、
説
会
の
対
外
で
ド
ハ
上
蔵
相
キ
激
〕
ノ
＼
訓
脱
し
て
い
た

－v
l
J川
似
小
川
内
J

ノ判
h
j
j
h
m
唄
ニ
ー
吋
し
川

J

T

＼

ォ

1
i
j
J

：：
I
i
j
j

－

。
円
九
じ
叉
刊
許
更
新
会
は
沼
ド
伍
に
－
二
三
斗
仰
川
禁
政
宗
へ
の
＋
人
行
を
あ

づ～、〈ソ
f

l

J

－J
L

－

L
l
J
b
↑
／
イ

y

次
設
の
な
か
と
「
金
併
設
が
深
刻
な
る
将
泊
呼
出
境
内
玉
川
判
な
る
か
の

f

一
大
判

一
九
三
（
ノ
ノ
ヰ

A
O
H
f

）
い
い
）

υ

舵
き
守
之
斗
い
伐
す
る
も
の
あ
わ

王

" 
部
の
論
者
は
合
輸
出
4
リポ
d
論
斗
止
に
訴
干
位
脱
出
ヘ
訓
を
設
唱
し
て
世
人
を
注
わ
し
て
い
る
、

思
う
に
ム
J
Uえ
財
凶
作
れ
の
会
は
尖
能
、
以
ー
に
こ
れ
を
悲
開
削
し
て
徒
h

に
刻
民
J

撹
乱
者
の
乗
ず
乙
と
こ
ろ
と
な

n
つ
つ
あ
る
占
に
あ
る
、
一
以

（

3
J
F
N
；i

、，

i

r
↑

ιμ
俗川レ
M
l
，LJ
刷
♂
品
川
一
一
こ

間
パ
柱
一
小
前
の
山
間
出
ー
と

L
一
に
な
ら
ば
～
山
は

け
す
ー
と
い
た
と
も
、

良
一
川
パ
佐
市
を

T
U
H
Lた
る
へ
寸

磁
の

法
立
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丹
、
改
め
て
こ
れ
や
捉
附
「
る
が
州
主
一
は

同
際
河
川
…
出
の
…
オ
阿
を
す
視
j
る
の
悼
人
閣
で
あ
っ
て
、
財
界
の

セ
ャ
ム
矧
仙
川
－
1

I
L－
－
r…
 

川
久
的
r
A
定
を
苅
る
の
所
以
勺
は
な
い
一

J
L
V＼

J
L
亡
、
己
主
ミ
二
、

J
υ
A
C
L
A
 

そ
れ
は
利
平
仙
単
小
林
立
川
を
批
汁
1
J
j
l
ト
お
攻
を
一
附
議
す
る
も
」

こ
を

f
的
と

L
亡
い
た

r

ま
た
伎
「
で
は
中
績
に
よ
る
民
力
休
交
の
主
張
を
お
こ
な
叶
し
い
る
、
｝
以
一
孔
ド
当
た
っ
て
ド
生
が
浜
山
知
の
中

c述
べ
て
い
る
よ
う
ヘ
ポ
況
の
原
例
は
背
界
均
な
っ
ノ
メ
J
カ
の
円
泌
い
よ
む
糸
川
仙
の
h

品
t
m訟
の
足
需
に
よ
る
綿
業
の
木
版
と

が
そ
の
、
土
な
る
県
川
で
あ
り
て
、
対
日
「
の
人
ム
解
禁
政
策
の
変
史
は
治
乱
み
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
と
い
う
の
が
従
汚
吏
訴
会
の
、
一
目
以
で

あ
J
J

た
主ヘ門前ハノ品切官官比三、

：：
f
i
i
1
b
 
平
生
一
工
れ
ば
、
「
一
点
京
株
み
寂
活
の
た
め
窮
境
に
硲
れ
る
宍
主
訟
の
ロ
ト
一
以
述
巾
が
、

何
と
か

L
C
二
の
高
指
よ

り
脱
し
て
時
の
急
を
設
は
入
と
し
て
、
実
茶
店
J

の
一
部
と
投
狐
慌
の
一
部
に
古
川
相
山
？
っ
之
、
金
陥
山
－
円
禁
庁
、

鳴
し
て
式
実
現
を
希
望
す
る
の
ヘ
ペ
種
々
の
f

川
青
世
話
や
一
発
ち
、
反
対
え
と
リ
ハ
認
し
て
干

の
宣
伝
に
刈
め
っ
、
あ
る
」
状
況
の
な
か
e
E
、

外
国
総
行
に
よ
匂
N
h

ル
民
い
が
生

υ
、
ま

武
藤
氏
の

U
き
は
公
開
法
一
説
会
を
聞
き
て
桁
り
に
思
民
を
似
到
す
る
如
き
訟
ー
な
」

て
い
る
の
で
、
二
れ
を
一
抑
制
民
打
開
す
る
の

vu安
あ
り
」
と
判
附
、
〕
た
か
ら
で
あ
う

の
数
、
ν
い
H
パ
上
批
判
は

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

も
刈
激
し
、

w

れ
た
九
は
ほ
V
7自
作
の
動
悩
を

必
要
が
あ
る
こ
判
断
し
て
い

p
c

L
Lヂ
ス
経
済
史
新
会
に
も
新
一
γ
価
解
公
論
を
検
討
に
鮎
ず
る

y
＃
え
る
有
力
メ
ン
パ
、

J
M
T
品
れ
ご
み
♂
て
い
た

μ

次
ぃ
訴
の
数

uポス
r

済
支
新
会
の
委
員
仁
声
明
案
を
活
つ
れ
と
主
、
十
出
は
、
委
討
会
で
決
定
さ
れ
た

t
の
じ
反
対
は
じ
な
い
と
し
な
が
ら
、
新

dTm解
禁

崎
は

「

J
ι
H
J入
れ
ゆ

yuv

い
L
J
L之
に
昔
J
E
を
去
せ

ωも
の
も
あ
る
の
で
、
「
分
の
刷
究
を
な
さ
「
し
」
中
ド
新
司
記
者
千

学
者
の
杭
之
、
L
L～v末

γ畳
…
関
心
在
日
心
人
々
や
、
戸
工
倹
ム
ム
引

U
U
J川F
J
Z
Z
社
の
蛇
き
民
相
青
少
な
さ
九
々
の
宅
の
み
に

C
判
断
す
る
こ
t
t
は
、
似
れ

し
！
の
嫌
な

R
に
あ
ふ

J

ず

と

述

べ

L

い

こ
の
ハ
ム
解
ご
を
支
刊
す
る
刊
声
明
案
は
一
ハ

Jruh以
丁
乞
集
め
十
一
説
所
更
新
会
心
総
会
に
お
い
て
と
伊
場
一
致

U

そ
れ

取人法羊JG2 (2 : :nl :¥2'.l「2(112.7J 



子

》

占

〉

〉

、

ι

主

一f
b
J千ーャ刀
J
h付
ナ
ん

A
l
ν
J
9

川
崎
山
行
的
に
は
川
崎
に
い
川
す
る
ギ
満
が
昇
り
つ
つ
あ
一
っ
た
と
弓
わ
れ
る

決
議
の
前
に
は
政
友
会
の
代
ぷ
？
十
立
批
准

,,ii 

上
や
ら
と
あ
る
が

F

件
訴
の
で
経
済
史
新
会
は
民
投
犯
の
攻
策
主
体
安
一
支
弓
ー
す
る
の
か

消
資
節
約
論
に
は
R
t
M
ず
る
の
か
な
ど

で戸、、
問

FI隷
な
問
問
M
h
J

山
て
い

武
捺
は
、
東
洋
絞
ipr副
報
に
お
い
J

し
こ
の
以
誌
に
つ
い
て

1

符
済
史
新
会
は
景
気
が
jR：
な
る
p

井
ト
此

hm！
が
一
口
は
れ
人
J

か
ら

集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
へ
r
カ
や
う
な
将
済
吏
新
に
は
京

I

世
一
成
の
遠
山
中
デ
パ
多
数
と
あ
っ
て

会
民
小
に
は
経
治

支
訴
を
、
内
問
吏
一
品
t
t
改
め
た
が
良
い
l
l

円
ふ
も
の
す
ら
あ
る
と
河
川
ノ
＼

U

そ
れ
で
も
表
同
ご
は
あ
の
よ
う
な
決
訟
が
出
ポ
る
の

V
あ

ε
 

る
と
述
、
へ
て
、
長
際
に
は
経
済
更
新
令
の
中
ご
も
ボ
迂
成
の
者
が
多
料
品
C
あ
る
と
庭
肉
コ
ご
い
る
。

そ
れ
で
ー
も

二
の
吋
f

川
、
で
は
ご
輪
山
刊
だ
け
新
平
日
開
併
た
人
刊
の
彰
F
Y
は
限
ら
れ
て
い
た

は
j

禁
輸
出
再
禁
川
・
一
品

ヘ
剥
忠
J
f

ハ感／

守
仙
川
肝
渋
み
を
批
判
し
て
之
f

山
、
日
明
治
怖
に
よ
る
事
業
経
聞
の
だ
訓
く
学
ら
ん
と
す
る
に
当
り
、
」
一
一
ら
に
財
界
的
動
揺
を
招
夫
、
人
い
の

小
安
を
助
一
文
せ
し
め
る
仁
、
つ
な
1
4
命
を
持
川
す
必
要
が
休
い
こ
に
あ
る
の
ぞ
私
は
、
京
i

江
へ
の
躍
飢
振
り
仁
対
人
大
阪
人
ん
j
e

作【

と
駅
北
村
的
思
度
を
持
し
て
い
る
の
古
、
九
州
め
て
賢
町
ペ
に
あ
り
天
際
的
で
あ
る
と
計
し
た
し
（
ト
八
切
P

カゐ

ハハ忽

（
ハ
）
円
パ

レ
二
ー
じ
〆

f
、、

ip
一U

ー
も
一
T

n

v

v

！

v
J
f

平
止
は
伶
け
井
仁
川
叫
川
引
に
経
出
更
新
会
の
決
議
の

て
「
I
八
阪
に
て
も
株
式
卜
拾
の
た
め
迷
惑
せ
る
九
多
少
あ
る
が
、

夫
等
の
人
ぺ
は
表
面
、
玉
、
羽
手
価
解
体
J
P

州
を
有
唱
セ
さ
る
も
、

川
一
、
い
は
こ
の
2
2
4

め
れ
か
し
L
f

念
ず
る
も
の
な
さ
ド
あ
ら
苫
れ
ば
、

決
議
は
パ
K

J、
無
駄
ヘ
品
川
と
は
思
は

と
述
べ
て
い
白
。
符
店
主
新
去
は
、
｝
机
干
一
札
幌
山
主
人
州
の
｛
1
川
知
を
封
u
i
止
の
る
た
め
い
以
一
一
間
h
r
一

4

J

：
）
芯
一
〉
｝
ι

？ト
J

J

L

J

d

L

カ
三
ら

解
散
論

他
f

々
、
不
川
出
じ
か
深
ま
り
社
会
不
久
が
」
問
ま
る
中
、

月
一
山
川
背
任
が
机
川
草
さ
れ
て
可
山
鳴
を
何
ハ
い
、
叫
市
市
町
日
mv
臨
吋
山
U
F山
代
割
引
に
な
る
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乙
河
内
の
ほ
こ
ろ
び
ザ
J
H
4
つ
一
で
つ
に
な
る
c

同
時
に
符
沼
史
新
ι誌
の
解
散
」
請
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
、
ぺ
じ
な
る

r

A

九
二
年
一
月
」
は
γ
州大

41一
日
！
万
九
店
長
の
一
日
以
相
介
し
か
ら
、
「
ド
勺
一
氏
が
稔
裁
を
務
め
る
一
む
済
白
人
新
会
も
「
九
回
溶
けd
？
〆
一
決
し
た

る
と
聞
く
が
如
何
こ
質
問

3
れ
る
占
、
、
ー
は
統
括
支
新
会
に
は
総
裁
も
会
長
も
な
い
と
芥
、
ぇ
、
ま
た
杭
沢
ド
「
大
阪
人
も
民
政
党

の
甚
h
M
な
ふ
じ
失
望
し
た
る
た
め
な
り
一
と
白
川
い
と
い
る
と
一
吉
わ
れ
る
と
、

ド
牛
は
経
済
更
新
会
は
政
冗
政
派
い
開
制
係
な
＼
「
防
防

の
政
均
の
は
は
川
社
九
州
以
誌
が
適
当
と
見
れ
ば
之
L
U
T

支
持
し
然
ら
ざ
れ
ば
反
対
づ
る
の
み
じ
し
て
政
え
の
俳
何
を
時
は
ず

と
ゾ
ハ
い
よ
／
て
川

、／
ιL  

7
4
政
府
の
弘
罰
的
悦
引
き
げ
政
指
へ
の
対
泌
に
み
ら
れ
る
よ
う
一
、
将
済
史
新
会
は
与
此
党
内
械
の
政
止
取
を
ヨ
ベ
て
支

持
し
た
わ
け
で
は
な
い
っ

し
か
し
経
済
更
新
ヘ
日
；
カ
氏
政
党
の
支
持
凶
休
J
m
U
＼J

れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
「
あ
り
、

内
問
へ
の
支
刊
が
地

れ
之
1

い
つ
れ
て
、
解
散
論
が
い
伴
、
な
勺
て
も
不
思
一
訳
い
な
か
っ
た

J

恐
慌
が
は
ま
る
中
、

人
阪
ご
も
井
1
則
政
へ
の
不
満
が

m
kな
っ
て
い
た

ノL

一
公
川
月
の
第
次
計
機
内
問
の
成
立
に
汁

ν

）（政立J何日cl,,¥:Ji羽村（）

て
よ
阪
上
業
会
は
、
「
此
い
げ
の
非
宗
倍
、
工
一
煮
を
凶
状
す
る
こ
と
な
く
」

r

一
手
の
促
込
の
緊
会
措
置
を
行
勺
位
町
「
九
日
浬
的
活
習
は
こ

一
札

れ
が
佐
佐
を
閃
」
る
よ
う
に
主
一
百
す
る
意
込
書
会
交
1

ぷ
、
い
る
c

t
＼
阪
の
が
業
凶
作
J
V
J李
白
川
士
去
、
法
貨
節
約
主
／
一
の
政
策
一
ハ
V

I

引
を

修
正
す
る
で
つ
に
公
然
と
ぷ
め
る
よ
、
、
に
な
コ
と
い
が

そ
れ
で
も
い
社
拍
手
一
祈
た
は
が
教
事
れ
な
か
コ
ル
人

什
い
口
ν円
机
の
病
状
量
化
の
た
め
内
閣
が
総
計
時
卜
す
る
直
前
、

平
生
以
井

l
ぬ
栴
を

訪
ね
＼
後
緋
升
閣
の
準
仙
を
進
↓
門

γ
る
ト
r

州
防
ト
、
将
済
史
新
会
に
つ
い

三
一
せ
る
古
F4を
か
え
て
い
る

u

平
バ
リ
ユ
は
、
主
催
ハ

栄
作
ん
一
？
後
年
た
つ
亡
焼
以
市
ー
も
あ
る
が
、
「
解
決
守
し
て
効
果
あ
り

L
め
立
町
山
始
末
を
完
成
A
い
ん
に
は
m
A
r
じ
の
事
、
リ
を
以
て
十
分

ず
る
干
｝
と
は
で
き
1
9
、

故
に
ム
ム
同
一
茶
の

2
5日
r
g
E
が
古
〈
ヱ
に
品
川
む
せ
ら
る
る
を
待

J
J

て
も
迂
く
は
な
い
ま
た

ふ恒
h
リーに」

一
独
立
せ
る
火
山
叫
t
尚
一
業
者
の
堅
堤
な
る
段
完
政
一
点
に
関
係
な

3
凶
休
い
と

L
て
「
政
府
に
対
一
J
G
一
敬
ド
と
し
て
十
分
年
心
を
発
問
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｝J

て
H
豆々々
門店一夕日日了’

ζ
L非
を
屯
千
戸

υ
、

ロ
ー
か
ら
も
存
続
さ
せ
た
い
と
述
べ
＼

円」’
ζ

い市川
4
9勾
政
治
子
実
行
す
る
も
の
は
之
一
千
ど
が
パ
ザ
之
に
以
す
る
も
の
は
排
一
三
1
0
仙川u

t
－
－
此
州
聞
の
司
有
今
行
た
）

科
会
？
？
併
出
す
る
p

一
と
に
な
れ
は
、

ワ】
パリ

μフ－

M
H
己
の
攻
円
以
ト
対
す
る
大
阪
の
経
済
田
庁
内
主
将
の
喪
失
を
古
味

L
好
ま
し

r
な
ト
一
っ
た
じ
あ
ろ
う
吋
L
 

A
 b
 

丹

JG
 

L
芋

J

，
 

？刷
仁

で戸、、
問

符
済
対
新

7
に
〆
三
一
＼
川
上
萩
ね
を
迫
ヒ
ル
人
内
閣
ピ
の
パ
ィ
ザ
は
主
お
声
有
名
も
の
で
あ
一
ツ
た

J

日
ト
故
N
引
に
こ
っ
と
も
粁
凶
一
見

た
し
〈
よ
八
ば
川
時
事
訴
判
一

に
お
い
て
弐
牒
は
、

井
1
L
M叫
1
v
f

の
令
明
日
祭
政
肝
心
引
の
た
め

ノ｛

Jc 

「
i

J

d

J

f

ノ
l
／
、

i

》
↓
一
〉
、
A

A

「ノコ
J
1

、

し
／
も

t
v
M
T
A
U

カ
オ
C
J
9

丈
一
以
川
内
？
有
力
者
が
こ
れ
に
詮
成
し
、
～
7
U
に
一
し
［
る
も
い
川
、

un八
A
F
L
を
改
め
ず
政
州
を

1J
ご
誤
っ
た
比
日
出

を
「
わ
刊
は
し
め
て
い
る
の
は

広
と
し
て
は
実
に
解
す
べ
か
ら
ぎ
る
能
ぷ
民

で
あ
る
と
述
べ
て

以
U

占
門
店
ん
新
会
日
mv
存
続
［
て
い
る
こ
J
を

!lie 
怖

に

" 妊
治
吏
一
討
会
の
存
U

況
は
、
そ
の
た
々
作
々
の

υ引
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
リ
i

一
の
財
政
政
宗
へ
の
支
村
や
ロ

休
し
て
L
だ
の
ぜ
あ
る

以
し
倹
前
｝
〕
た
よ
λ

に
、
日
付
け
涜
更
新
会
し
し
ヰ
ヒ
蔵
相
の
山
内
昨
今
週
y

v

て
、
大
阪
貯
界
は
浜
I
六
一
院
と
緊
い
わ
な
開
係
歩
も
J

九
円
v
h
u
m
一J
I

史
新
会
は
、
ヴ
ヤ
の
内
部
に
亀
裂
を
か
か
え
つ
つ
も
、
い
生
や
川
市
な
こ
を
出
心
に
、
在
似
メ
デ
ィ
ア
を
者
き
込
ん
で
、
井
ー
ヘ
同
相
的
合

伊
奈

た
だ
J
、阪

M
Wも
一
枚
日
で
は
な
く

氏
支
の
訓
刊
に
み
ら
れ
ァ
マ
て
）
い
般
投
論
も
有
ん
に

円
札
制
労
攻
を
汁
ポ
ト

L
た

な
っ
、
ゆ
く

J

子
れ
と
も
沿
慢
が
い
内
ま

j

て
ゆ
く
な
か
で
、
そ
の
は
交
に
対
す
る
別
維
な
i
ん
ね
を

f
tノ
山
す
縫
箔
一
一
新
会
を
民
政
党
内

相
川
、
片
い
非

l
A川
町
ー
は
主
呪
し
た
の
で
あ
る
。
成
付
の
符
済
政
策
に
り
す
る
批
判
り
が
泊
ま
る
小

妊
治
更
叫
公
の
ド

i
荒
相
支
村
は

政
府
内
情
に
t

二F

て
確
か
に
心
強
削
’
っ
た
て
あ
ろ
う

U

こ
の
よ
、
つ
な
人
以
刻
屈
の
I
メ
持
い
い
応
え
る
小
た

L
♂亡、

ー
一
蔵
相
引
は
緊
結
財
政
下
に
お
い
て
も
ー
八
一
以
r
川
科
大
手
の
創
設
を
ん
後
援

L
、

次
に
直
べ
る
工
、
つ
日
関
税
問
題
な
と
に
お
い
て
も
白
山
通
商
起
動
に
配
車
を
行
う
4
し
仁
じ
な
る
r

山
中
で
中
犬
ほ
れ
舟
引
に
お
け し



る
保
識
を
求
め
る
動
去
も
強
い
も
の
が
あ
り

鉄
鋼
関
税
引
き
し
げ
同
社
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

保
護
政
況
と
ト
人
以
を
心
と
す
る
山
巴

rせ
者
の
涜
れ
は
も
ろ
昨
日
中
激
突
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
る

本
州
先
は
ず
成

四
年
度
科
刷
費

ヘ
弔
洲
町
）
佐
川
ヲ
凶
日
v
u
c
－ピ）

の
効
投
を
交
け
た
も
の

1
あ
フ
ペ

上
出
貞
次
郎
国
際
符
済
し
r

口
山
述
人
向

f
u河
川
立
次
郎
ぺ
一
生
州
知
じ
h

夜
、
一
一
川
一
｛
凶
山
一
一

ム
判
決
供
向
川
河
職
、
川
村
付
y
山
監
将
、
川
本
は
山
校
一
J

川
t

L

M
政
L
火
た
わ
ん
楠
訂
版
』
清
f

ハ
在
（
木
問
辛
口
セ
ン
ク

1
、

一而い

14
一
仁
瓦

ヘ

J

R
－

m
h
u間
関
に
お
け
ゐ
産
業
政
札
の
政
出
近
刊
に
つ
い
ど
は
、
！
？
川
信
十
九

1

政
刈
れ
尉
こ
性
法
政
宗
九
一
ゎ
一
九
一
二
一
年
一
）
」

一
玉
］
京
学
会
総
『
一
己
第
ハ
一
一
八
為
第
一
羽
一
号
、
一
札

q
ア
了
作
、
一
二
ー
一
ー
ハ
以
、

4
1政
党
刈
明
叫
し
り
叶
r
土

π僚
／

「

誠

日

本

主

代

叶
究
人
官
僚
制
の
形
成
と
」
E
問

主

九

人
f

ハ
キ
、
一
ヘ
川
｝
一
心
」
六
本
止
c

（
／
一
一
日
本
主
倶
業
部
の
発
比
に
つ
い
て
は
、

H
本

L
W前
訂
正
う
じ
楠
日
木
工
業
同
以
来
郡
一

h
年
史
”
（

H
本
工
叶
γ
M
U
A
A
n州
、
片
岡

頁
、
ロ
ト
ム
y

一
弘
畑
仕
手
、
品
工
守
山
知
真
人
久
間
久
品
川
一
円
六
葉
市
h

辺
部
亨

p
寸
白
ん
一
日
本
一
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拾
の
山
川

F
は
、
生
不
紡
悶
一
一
を
も
っ
一
悶
必
の
沿
弘
一
井
市
界
の
蛤
硬
直
が

ιば
し
ば
指
摘
ミ
れ
と
き
ナ
J

コ

L
か
し
出
斗
内
附
の
山

jh出
円
、
は
日
本
一
川
「
印
の
ボ
イ
J

ツ

1hr－
引
き
起
ご

l
た
ご
と
も
ι免
じ
、
従
米
の
拍
↑
刊
一
前
者
か
り
も
計
悩
さ
い
れ
な
か
ァ
ド
」

J

に；一三ハ
b
U
U
平均
AV

治
問
会
（
屯
桁
↓
一
年
八
片
品
川
マ
一
の
会
長
ノ
ゐ
H
I
－－
J
一
同
は
、
一
前
町
長
々
は
治
川
事
件
に
対
1

て
も
、
有
J
U
H
T
h
人
の
竺
人
命
討
珪
を
段
取
せ
ば

必
ず
懲
罰
ふ
」
交
け
る
と
い
げ
て
コ
r

J

ど
、
士
人

F

九
人
の
脳
民
－
L
感
銘
せ
ー
め
、
之
ん
し
梓
懲
す
る
は
必
需
久
だ
と
当
d
u

吠

νι
ご
の
条
約
！
の
権
利
、

利
持
J
r
一
坊
主
i

J

む
f
u
以
刊
に
、
業
り
い
い
出
口
J

し
て
文
部
の
内
政
に
干
F
l
u
l
P
9
。
－
小
如
ミ
一
評
析
を

7
hる
だ
け
で
も
、
ト
八
な
会

L
怒
と
↓
口

は

ね

ば

な

ら

た

伐

多

数

の

vr凶
兵
士
侃
涜
1
9
2
匂
に
わ
却
し
、
〕
わ
存
宗
ヘ
ぬ
の
本
一
部
に
よ
ら
ず

1
て
、
主
任
T
J
J
刊
に
よ
る
が
如
え
は
同
ハ
く
の
信
良

企
川
県
河
た
義
市
で
J

拭
注
は
之
旬
以
片
寸
る
L

（
忠
岡
村
太
珊
ハ
今
川
房
川
町
一
升
伝

J

谷
川
お
侍
1
山
市
刑
事
委
員
会
、
九
一
午
、
河
川
九

ph

L

述
、
一
、
い
る
η

ま
た
！
人
阪
開
け
も
刊
中
外
父
の
政
v
v
い
批
判
守
で
あ
っ
た
（
ρ

倍
強
山
川
県
吉
、
一
八
i

ハ
ー
一
一
担
多
川
一
川
中
均
羽
は
、

外
父
…
川
で
も
し
人
八
阪
呼
出
店
の

i
M刊
を
交
け
て
い
L
I

－
－
一
片
山
一
口
い
味
川

（
間
一
伊
掃
除
叫
一
拘
半
円
、
九
一
一
多
目
…

（
一
山
」
ね

I
仲
也

4

M
町

会

論

争

井

1
4
f
と
防
と
世
界
将
済
」
同
涜
q

L

「
波
講
座
「
百
円
口
十
九
日
い
知

守
』
へ
正
法
宇
出
店
、
一
口
一
円
）
！
？
去
一
刊
七
良
会
開
J

ヘ
市
）
司
ヰ
ー
や
と
劫
論
点
出
こ
え

τ斗
単
フ
一
劫
f

垣
市
制
事
官
、

（
小
川
首
相

im河
ぃ
ヘ
川
町
判
川
河
史
u

き
一
九
七
員
も
一
間
ぺ

ヘ
印
財
＃
世
記
人
と
！
と
の
打

i
h
つ
い
－
、
は
、
松
戸
山
削
一
お
J

－一、

一
刊
、
斗
上
と
仁
い
涼
八
叫
リ
六
十
品
三
の
五
郎
y

に
つ
し
て
は
、
一
谷
よ

｜｜ 
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一
九
二
九
五
）

｛
六
凶
向
一
町
一
千

＂、tィー

町内吋
h
d川

不：

五
九
六
一
ハ
長
率
出

J

部
ワ
ィ
？

d

〆
’
ス
ト
ノ
ト
と
よ
円
古
一
政
治
に
お
け
る
πい
民
会
融
資
（
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h
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4
1
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u
f

〈
f
I
ノ

q
－J
ノ

（
刀
、
前
向

J
l
h
相
大
杭
内
外
史
巴
を
一

（万
J

「
平
バ
f
円

l
H

山

一

九

九

ι七
月

つ

（
刊
ベ
一
一
平
生
「
十
一
戸
」
九
九
年
七
月
行
。

（
日
」
一
平
バ
ヨ
円
一
戸
」
弘
九
件
十
九
月
日
。

お
一
熊
川
戸
J

代
志
向
一
…
苦

t
川
市
応
次
郎
伝
戸
川
部
日
次
郎
恒
例
罫
よ
H
W
問、

へ
お
）
「
平
生
π
記

一

凡

九

ι七
月

比

打
？
出
口
出
向
書
、
山
口
j

一
有
一
一
」
ア
桂
川

（
叩
～
一
平
生
円
三
回
」
九
九
年
じ
月
日
。

リ

4
0

一
円

l

h

H

（川一
J

U

叶
上
η
6？
と
則
論
市
川
刑
判
対
八
円
精
一
円
卒
之
助

ι」～
H
準
之
助
論
議
市
宴
台
、

ヘ
山
川
一
「
丑

f

山
崎
善
、

7
ヘ
（
五
九
創
出
会
内

｛
刊
む
哨

H
荷
附
ド

5
1引
綿
格
安
門
会
柿
一
割
け
社
聞
や
山
A
i
f八
在
－

r和
戦
前
編
』
（
出

H
－
寸
附
子
、

－一毎

H
」
の
d
l

計
紀
章
一
阿
古
見
つ
め
L

戸一浪人山
i

d

－－
U

4

J

上
巻
｛
旬
日
新
司
引
、
ハ
パ
J
一

τ士
、

へ
出
「
平
仕
打
記
一
札
九
記
八
月
、

J
H

ヘ
U
U

ド
生
に
よ
れ
ば
発
起
人
宇
曲
名
つ
え
の
は
円
六
素
ハ
と
い
、
つ
人
功
じ
あ
？
ω
が、

J
仇
売
剥
聞

は、

U
M川
JUE品
の
却
の
し
川
凶
TL方
（
大
以
片
山
部
川
小
豆
）
が
斡
山
町
内
ノ
力
十
と
（
た
し
y

v

う

（
同
」
一
平

ι
円一記」

1u

九
牛
九
月
九
日

戸
川
刊
一
「
平
工
円
以
一
九
九
一

ι
一
ハ
い
円

H
J

ヘ
訂
）
司
引
r

（

話

首

相

i

伊
藤
宮
一
芸
術
系
レ

rzね
」
一
仁
一
員
も
一
間
ペ

ヘ
則
前
川
州
都
忍
次
郎
伝
」
一
円
ハ
J

一
一
山
九
一
貫
安
同
一

一
州
、
一
2
1
ω

円
弘
一
九
ー
一
牛
七
月
八
日

,,ii で戸、、
問

九
判
十
い
参
昭
〈

一

一

〕

li

ニ
一
七
白
J

奉
子
泊

ん

u
o
q一
一
一
一
ー
ご
五
百
円
「

丸一

l
F
J

州
九
八
万
引
h
p
四…ハ

九

九

年

）

二

八

一

パ
九
ハ
j
六
一
ヘ
〕
hy永／
m
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〆

F
h
A
！
八
月
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れ
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平
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f
円

l
H

山一

一

t

u
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f
q
～

f

q

 

（
幻
」
前
村

J

制
部
門
ω次
郎
伝
」
一
一
一
ハ
氏
惑
問
、

間
一
一
平
工
円
比
一
九
九
一
牛
一
ハ
一
円
ヘ
け
い
仙
問
、

へ
灯
）
「
平
生

π
記

一

凡

九

ι一
ヘ
）
月
一
ヘ
ノ
日

υ

制

一

平
l
パf
円

IJμ

」

九

九

午

一

一

月

川

）

（
刊
～
津
島
芳
一
全
の
郎
叫
J
7

」
川
詰
止
L

以
牒
良
雄
一
一
漏
出
川
山
町
政
一
山
山
村
山
古
ど
へ
の
正
言
』

i
在
－
毎
日
訪
問
わ
、

川同円安刊日

（M
J

「
平
ハ
工
日
比
一

A

九

ι
一
一
月
七
川
、

ヘ
川
比
一
「
『
八
院
V
A
M

済
問
、
制
ム
訂
以
ん
ム
百
九
六
で
の
投
拶
」
引
い
向
「
任
八
日
ぷ
玄
米
諭
一
品
・
藷
涼
幅
一
角

l
J

九
一
頁
肘
汀
つ

｛
即
一
絞
セ
パ
現
刈
公
設

υ一
総
会
前
説
」
別
指
一
い
い
と
川
市
］
ヅ
｝
肋
論
点
F

弟

二

台

、

六

十

一

民

、

ヘ
山
山
一
＋
J
L
円

記

」

九

九

牛

一

一

月

八

1
2

へ
脱
出
井
淳
、
出
多
野
路
、
半
沢
工
目
制
一
辺

U
U吐
F
日
記
同
盟
問
い
お
h

（
み
す
ず
古
川
応
、
バ
ル
ノ
「
」
一
九
ん
ザ

ヘM
J

計
一
以

d

今
ん
辛
土
山
「
山
士
汁
f
h
一
j

h

f
ハ
f
円
、
ー
ハ

m
m
l六
一
介
凶
、
八

J

什

t

人
ハ
IJ
八
古
事
四
日

（
川
一
一
平
生
「
十
一
戸
」
九
九
年
一
一
円
一
凶
h
iご

（
即
」
一
平

ι
円一記」

h
一
一
半
三
月
日

戸
川
川
一
川
村
市
で
が
ん
討
の
設

v
総
会
一
し
い
い
引
い
f

＼

烹

H
の
十
六
業
訟
は
政
商
工
の
り
十
、
以
内
人
設
d
伝
ト
J
N

白
恐
的
）
十
一
円
山
伸
び
て
い
る
の

f
m一
戒
を
安

す
ふ
し
f
有
一
円

J
L
ド
ー
に
剖
I
v
f
＼
に
玉
は
資
一
応
が
た
し
し
r一
柏
市
品
工
人
い
い
い
ん
玉
が
翌

ι
一
F
J
末
じ
花
ナ
均
三
人
同
、
刈
l
土
は
、
巳
J

f

h

ヮ
し
て

辛
味

h
4
7
tに
言
へ
ば
氾
玉
氏
の
泡
じ
犬
山
ヘ
以
＋
人
常
設
を
政
れ
に
絡
人
で
刊
誌
を
得
せ

L
め
ん
l
一
ず
る
士
ゃ
ん
＆

7ω
五
刊
誌
よ
れ
｛
戸J

ゼ

1
約

た
り
j
い
ふ
ベ
ノ
、
大
阪
実
業
界
の
独
立
の
に
め
白
ハ

P

｝由

E
f
べ
主
〈
も
の
と
川
、
ミ
子
パ
一
か
J

4め
心
材
開
ト
氾
え
の
化
は
政
ょ
ん
「

J

一
政
円
党
の
み
j

d
k
時
五
1
4

矢
ひ
た
る
も
の
に
〕
て
i
へ
い
矢
同
せ
る
な
わ
八
日

A

氏
は
好
年
一
同
党
じ
約
イ
苫
（
f
o
o
r
u肢
を
補
令
ハ
リ
恥
hJ%
に
於

C
支
？
片
）
町
、
り
た

一
半

4
円
出
」

九
九
年
一
心
月

｜｜ 

九

九

L

一ハノ
F
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' 

し
〕
一
年
）

、

、

’

）

：

九

／

一
片
一
七
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行
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こ
り
1
4二
売
が
知
吋
ョ
え
が
政
、
山
「
実
業
乙
を
パ
刊
新
己
中
一

l
め
之
内
ハ
間
に
も
一
一
と
同
也
八
と
M
T
J

ト
試
み
つ
つ
あ
り
し
を
ι

…
る
べ
」
」
記

し
と
い
る
（
「
片
日
記
一
九
一
二
し
年
月
日
＼
一

J

（m
J

「
平
バ
f

円
l
H

山

一

九

九

ι
一
一
円
り
凶
川
r

（
斗
一
村
刊

（
正
」
宮
、
山
己
＼
九
い
じ
♂
叶
〔
H，
百
戸
、
白
l
H

＼
ト
ヰ
印
同
〕
叶
同
一
一
E
Z
F
H
H
h〆
に
R
k
r
H
E
H
M
ハW
E
r
t門山
H
Y
E
ω
A
W

山
一
関
税
存
「
荒
九
討
の
立
長
が
過
い
一
つ
い
、
は
、
停
腎
け
市
一
川
町
和
初
期
印
税
政
事
の
民
間
関
税
脊
求
人
民
を
い
叩
七
／
一
レ
ご
持
取
靖
梢

「
↓
卒
、
J
市
川
！
哀
の
粁
済
政
指
一
仏
引
い
止
門
日
付
、
ー
↑
ム
月
一
士
二
隊
長
清
ほ
か
一
制
「
日
刊
初
期
一
叶
工
在
米
政
財
資
料
今
一
め
刈
巻
羽
ム
間
半
併
設

会
悶
係
QT
ベ
朴
』
（
引
払
］
押
、
一
九
八
九
年
＼
参
円
）

（陛～

r

山
口
円
借
行
一
山
れ
ノ
コ
可
闘
の
畏
間
と
我
見
の
張
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ι司令出。
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μ
～
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新
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れ
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一
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耳
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司
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収
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平
川
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日
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牛
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け
。
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的
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庄
支
！
h
J
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ゾ
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日
ぉ
会
の

A
持
基
盤
で
あ
る
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結
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介
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紡
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対
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ふ
二
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／
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。
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収
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平
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月
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日
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工
円
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J
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九
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ご

ヘ
山
一
平

1
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叫
」
一
九
一
九
年
つ
け
一
九

H
じ
な
お
、
商
店
首
協
議
会
の
法
草
案
は
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前
尚
一
川
町
J

刊
J
m
商
工
市
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凶
一
平
当
円
出
」
九
九
年
一
一
月

（
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、
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低
湿
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今
一
山
対
請
に
有
司
る
大
寂
、
一
一
U
U
部
、
作
一
］
作
協
会
に
苅
寸
る
決
＝
ぷ
」
一
山
円
也
、
式
市
』
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J
Y
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一
一
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協
会
内
リ
コ
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お
い
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は
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そ
の
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会
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策
的
己
主
を
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の
あ
み
品
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す
る
の
か
に
「
ノ
い
て
は
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去
十
L

の
い
に
リ
一
が
な
在

1
、
一
つ
心
茶

行
成
渦
u
F
ご
そ
わ
し
古
あ
り
わ
れ
た
山
ノ
利
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の
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事
は
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の
松
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来
に
よ
リ
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当
制
、
直
引
？
と
で

K
M
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経
涜
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大
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兵
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嘱
さ
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日
と
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